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『
池
田
町
の
民
話
』 

（
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
の
民
話
） 

    

    
 

 
 

 
 

 

千
葉
大
学
日
本
文
化
研
究
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

民
話
分
科
会
編 

   

 

本
書
は
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
十
一
月
一
日
に
手

書
き
謄
写
版
印
刷
の
民
話
集
『
池
田
町
の
民
話
』
（
長
野
県
北

安
曇
郡
池
田
町
の
民
話
）
と
し
て
発
行
さ
れ
た
民
俗
調
査
報
告

書
を
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
用
に
活
字
化
し
た
覆
刻
版
で
す
。 

本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
き
ら
か
な
誤
字
脱
字

等
を
修
正
し
た
ほ
か
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
使
い
わ
け
、
お
よ

び
句
読
点
の
位
置
の
変
更
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

誤
読
し
や
す
い
部
分
に
は
、
ル
ビ
・
注
釈
な
ど
を
付
け
加
え
た

ほ
か
、
地
名
・
住
居
表
示
な
ど
は
、
調
査
当
時
の
ま
ま
で
表
記

し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
現
代
で
は
不
適
切
な
表
現
と
思
わ
れ
る
文
章
表
現
等

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
執
筆
者
お
よ
び
話
者
か
ら
の
採
話
を
尊

重
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
言
葉
遣
い
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 
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は
じ
め
に 

 

 

民
話
。
こ
の
こ
と
ば
を
聞
い
て
、
み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な

話
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
桃
太
郎
で
す
か
、
そ
れ
と
も
鶴

の
恩
返
し
で
す
か
。
人
に
よ
っ
て
そ
れ
は
み
な
違
う
で
し
ょ

う
。
で
は
、
そ
れ
ら
の
話
は
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
絵
本
な
ど
で
読
ん

だ
、
学
校
の
先
生
が
本
を
読
ん
で
く
れ
た
、
紙
芝
居
を
見
せ

て
く
れ
た
。
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
知
っ
た
と
い
う
人

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
直
接
、
話
を
聞
い
た
と
い
う
人
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
直
接
語
ら
れ
た
も
の
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
。
絵
も
、
効
果
音
も
、
特
別
な
舞
台
も
必

要
と
し
な
い
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
い
れ
ば
、
そ
れ
で
成
立

す
る
「
語
り
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
話
を
思
い
浮
か
べ
る
の

で
す
。 

 

こ
の
民
話
集
は
、
こ
の
よ
う
な
語
ら
れ
た
話
を
載
せ
て
あ

り
ま
す
。
語
ら
れ
た
も
の
を
文
字
に
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
語

り
」
の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
残
念
で
す
が
、
語
ら
れ
た
ま
ま
の
形
に
近
い
状
態
で
文
字

化
す
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
拙

つ
た
な

い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
民
話
集
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
の
中
に
、
民
話
や
「
語

り
」
に
魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
る
方
が
一
人
で
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
調
査
に
あ
た
っ
て
私
た
ち
を
あ

た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
池
田
町
の
皆
様
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

一
九
八
五
年 

 

爽
秋
の
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
大
学
日
本
文
化
研
究
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

民
話
分
科
会
一
同 

 



 3 

 
 

池
田
町
に
つ
い
て 

 
 

  

長
野
県
北
安
曇

あ

づ

み

郡
池
田
町
は
、
長
野
県
の
中
信

ち
ゅ
う
し
ん

地
方
に
位

置
し
て
、
北
を
大
町
市
・
八
坂

や

さ

か

村
、
東
を
生
坂

い
く
さ
か

村
、
南
を
明
科

あ
か
し
な

町
、
西
を
穂
高

ほ

た

か

町
・
松
川
村
の
各
市
町
村
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

太
古
よ
り
人
々
が
住
み
つ
き
、
今
も
そ
の
旧
跡
が
発
掘
さ

れ
、
戦
国
時
代
に
は
武
将
た
ち
の
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
そ

し
て
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
塩
の
道
、
千
国

ち

く

に

街
道
の
宿
駅
と

し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
町
内
に
は
昔
の
家
並
み

や
升
形
な
ど
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
年
は
旧
池
田
町
と
会
染

あ
い
そ
め

村
が
合
併
し
て
三
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
三
十
二
年
に
は
陸
郷

り
く
ご
う

村
、
広
津

ひ

ろ

つ

村
、
明
科

あ
か
し
な

村
の

一
部
（
中
鵜

な

か

う

）
を
加
え
て
今
の
町
の
形
を
整
え
ま
し
た
。
こ

の
村
は
、
高
瀬
川
の
沖
積
平
野
上
で
の
稲
作
の
農
業
が
中
心

で
す
が
、
近
年
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
比
重
が
増
し
て

い
ま
す
。
良
米
と
名
水
に
恵
ま
れ
酒
造
業
も
発
達
し
て
い
ま 

  

す
。
隣
に
大
町

お
お
ま
ち

市
、
穂
高

ほ

た

か

町
が
あ
り
、
松
本
に
も
近
い
位
置

に
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
ず
、
町
で
は

大
峰
高
原
を
中
心
と
し
た
観
光
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

心
休
ま
る
長
閑

の

ど

か

な
町
と
し
て
、
再
び
訪
れ
た
く
な
る
町
と

思
う
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。 
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編
集
に
あ
た
っ
て 

  

こ
の
民
話
集
に
収
め
た
民
話
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
に
長

野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
で
採
話
し
た
も
の
で
す
。
但
し
、
四

月
に
行
っ
た
予
備
調
査
の
折
に
採
話
し
た
も
の
で
、
必
要
と

思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
若
干
補
遺
と
し
て
巻
末
に
付
し

ま
し
た
。 

 

話
は
、
村
の
皆
さ
ん
が
お
話
く
だ
さ
る
の
を
、
直
接
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
し
、
再
び
テ
ー
プ
か
ら
文
字
に
な
お

し
た
も
の
で
す
。
文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
テ

ー
プ
の
原
音
に
忠
実
に
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
が
、
ど
う

し
て
も
聞
き
取
れ
な
い
部
分
は
（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）

と
記
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
分
か
り
づ
ら
い
箇
所
は
、
【
補
足
】
等
を
付
し
て
読

者
の
便
を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
メ
モ
書
き
に
よ
る
聴
き
取

り
調
査
の
話
に
つ
い
て
は
、
『
再
話
』
と
い
う
形
式
で
あ
ら

す
じ
を
書
き
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

   

話
の
題
名
は
編
者
が
便
宜
的
に
付
け
た
も
の
で
す
。
配
列

は
、
採
話
地
区
と
話
者
ご
と
に
ま
と
め
、
従
来
行
っ
て
い
た 

「
昔
話
」
・
「
伝
説
」
と
い
っ
た
区
別
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

私
た
ち
の
力
不
足
ゆ
え
、
誤
記
等
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。 
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も 

く 

じ 

  

は
じ
め
に 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

二 

 

池
田
町
に
つ
い
て 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

三 

 

編
集
に
あ
た
っ
て 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

四 

 

池
田
町
の
概
略
図 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

五 

 【
池
田
町
の
民
話
】 

カ
ッ
コ
内
は
採
話
地
区
名 

(

池
田
町
・
内
鎌

な
い
が
ま)

 

 

登
波
離
橋 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 

 

継
子
落
と
し 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 

 

戸
隠
の
水 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
二 

 

丹
波
様
の
道 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 

(

池
田
町
・
堀
越

ほ
り
こ
し)

 

 

山
の
神
様
の
背
く
ら
べ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 

 

埋
蔵
金
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 

 

泣
き
岩 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 

  

お
は
ぐ
ろ
ば
ち 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 

 

沼
の
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七 

 

河
童
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
八 

(

池
田
町
・

平

畑

た
い
ら
ば
た
け)

 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
九 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
九 

(

池
田
町
・
北
栂
の
尾

つ

が

の

お)
 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 

 

泉
小
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 

 

船
を
つ
な
い
だ
松
の
木 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
① 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
一 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
② 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二 

 

ム
ジ
ナ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
三 

 
山 

犬 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
三 

 

ず
い
と
ん
ぼ
う 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 
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(
池
田
町
・
中
之
郷

な

か

の

ご

う)
 

 

ム
ジ
ナ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 

 

馬
鹿
む
こ 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
五 

 

笠
地
蔵 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
六 

 

三
枚
の
御
札 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七 

 

落
人
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一 

 

長
福
寺
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 

(

池
田
町
・
荻お

ぎ)
 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
① 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
② 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 

 

馬
鹿
む
こ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 

 

食
わ
ず
女
房 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
四 

 

猿
と
カ
ニ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 

 

六
地
蔵
の
由
来 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
③ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九 

  

秋
葉
神
社
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
二 

(

池
田
町
・
六
地
蔵

ろ

く

じ

ぞ

う)
 

 

餓
鬼
岳
の
金
貨 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
三 

 

四
人
峠 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
四 

 

六
地
蔵 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
四 

 

こ
た
つ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
五 

 

継
子
落
と
し 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
五 

 

登
波
離
橋 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
六 

 

箸
塚
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
六 

 

落
人
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
〇 

 

狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
一 

(

池
田
町
・
日
影

ひ

か

げ)
 

 

小
太
郎
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
四 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
四 

 
ふ
く
ろ
う
・
家
の
主 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
五 

 

佐
々
小
判 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
六 
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(
池
田
町
・
平
出

ひ
ら
い
で)

 
狐 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
六 

(

池
田
町
・
会
染

あ
い
そ
め

法
道

ほ
う
ど
う)

 

大
池
の
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
七 

 

登
波
離
橋 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
七 

 

泉
小
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
八 

 

化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
八 

 

爺
ヶ
岳
の
雪
形 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
〇 

 

桃
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
〇 

 

家
の
宝 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
一 

 

足 

跡 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
一 

 

埋
蔵
金 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
二 

(

池
田
町
・
林
中

は
や
し
な
か)

 

 

林
中
久
兵
衛
さ
ん
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
二 

 

八
面
大
王 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
九 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
〇 

 

小
泉
小
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
一 

 

雪 

形 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
二 

(

池
田
町
・
堀
の
内)

 

 

鬼
の
釜 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
二 

 

送
り
狼 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
三 

 

お
ば
ふ
と
こ
ろ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
三 

 

雪 

形 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
三 

 

鬼
の
足
跡 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

種
ま
き
爺
さ
ん 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

仁
科
三
湖
の
主 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

埋
蔵
金 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

六
部
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

鼠 

穴 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

静
御
前
の
井
戸 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

滝 

沢 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

禁 

作 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
六 

 
塚 

穴 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
六 

 

姫 
川 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
六 
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(
池
田
町
・
有
明

う

み

よ)
 

 

登
波
離
橋
① 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
七 

 

登
波
離
橋
② 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
七 

 

長
者
池 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
八 

 

中
島
の
舟
着
き
場 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
八 

 【
補
遺
】 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 

 

湖
の
伝
説
に
つ
い
て 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
九 

 

地
名
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
九 

 

で
え
ら
ぼ
っ
ち 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
一 

(

池
田
町
・
日
影)

 

 

爺
ヶ
岳
の
雪
形 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
一 

(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 

 

御
岳
の
行
者 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
二 

(

池
田
町
・
堀
の
内)

 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
二 

(

池
田
町
・
堀
越)

 

 

つ
ば
め
と
雀
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
三 

(

池
田
町
・
平
畑)

 

 

狐
に
化
か
さ
れ
な
い
方
法 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
三 

(

池
田
町
・
中
島)

 

 

中
萱
嘉
助
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
三 

(

池
田
町
・
池
田)

 

 

仁
科
氏
の
こ
と 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
四 

 

安
曇
族
の
こ
と 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
四 

 

林
中
久
兵
衛
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五 

 

常
光
院
の
お
薬
師
様 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五 

 

ご
神
木
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五 

(

池
田
町
・
花
見

け

み)
 

 

狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
六 

(

池
田
町
・
相
道
寺

あ

い

ど

う

じ)
 

 
狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
六 
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(
採
話
地
区
名
不
明
） 

 

雪 
女 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
六 

 

有
明
山 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
七 

 

池
田
町
の
民
話
（
話
者
名
と
題
名
）
・
・
・
・
・
・
・
八
八 

民
話
採
訪
雑
感
（
み
ち
く
さ
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
九
三 

編
集
後
記 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
八 

分
科
会
会
員
名
簿 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
八 
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【
池
田
町
の
民
話
】 

  
 

 

登
波
離

と

は

り

橋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
内
鎌

な
い
が
ま)

 
 

 
 

  

子
供
が
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
の
き
れ
い
な
娘
が
あ
っ
て

そ
の
娘
を
、
今
で
言
え
ば
お

妾
め
か
け

さ
ん
っ
て
い
う
意
味
で
す
け

ど
ね
、
そ
れ
に
、
側
室
の
他
に
そ
の
人
を
あ
げ
た
わ
け
な
ん

で
す
ね
。
あ
、
子
供
が
な
か
っ
た
で
な
い
、
子
供
は
あ
っ
た
ん

だ
け
ど
、
そ
れ
で
あ
げ
て
、
う
ん
と
可
愛
が
っ
て
、
そ
の
人
の

子
供
も
生
ま
れ
た
ね
。
そ
れ
で
可
愛
が
っ
て
、
そ
れ
で
と
に

か
く
お
花
見
だ
か
の
と
き
に
、
本
妻
と
そ
の
寵
愛

ち
ょ
う
あ
い

し
て
い
る

奥
方
様
の
他
の
人
と
、
登
波
離
橋
の
上
で
、
月
見
の
宴
だ
か

花
見
の
宴
だ
か
の
と
き
に
舞
を
舞
っ
た
。
そ
れ
で
そ
の
と
き

に
、
本
妻
は
そ
の
人
が
憎
く
て
た
ま
ら
な
い
。
憎
く
て
た
ま

ら
な
い
も
ん
で
、
舞
を
舞
う
と
き
、
も
う
、
服
に
こ
っ
そ
り
と

十
針

と

は

り

糸
を
つ
け
て
、
針
で
縫
っ
て
、
そ
し
て
舞
を
舞
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
自
分
も
つ
い
て
る
も
ん
で
、
一
緒
に
落
ち
て
し
ま

っ
て
、
登
波
離
の
橋
か
ら
。
そ
れ
で
蛇へ

び

に
な
っ
た
っ
て
。
蛇じ

ゃ

に
な
っ
た
っ
て
話
。
そ
う
い
う
、
だ
い
た
い
が
そ
う
い
う
あ

ら
す
じ
。 

 

そ
れ
で
、
そ
の
お
殿
様
は
、
も
う
、
自
分
が
悪
か
っ
た
っ

て
、
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
、
善
光
寺
で
修
行
し
て
、
そ
し
て
、

お
寺
に
泊
ま
っ
て
修
行
し
た
。 

    
 

 

継
子

ま

ま

こ

落
と
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
内
鎌)

 
 

 
 

  

ひ
と
り
の
お
母
さ
ん
が
死
ん
じ
ゃ
っ
て
、
後
か
ら
来
た
お

母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
、
お
母
さ
ん
が
死
ん
じ
ゃ
っ

て
、
で
、
お
父
さ
ん
と
他
の
人
が
結
婚
し
て
、
そ
の
昔
の
赤
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ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
憎
く
て
、
そ
れ
で
継
子
落
と
し
で
突
き
落

と
し
た
。 

    
 

 

戸
隠
の
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
内
鎌)
 

 
 

 

  

雨
が
降
っ
て
く
る
と
ね
、
水
が
高
瀬
川
、
氾
濫
す
る
わ
け

だ
。
そ
れ
だ
か
ら
向
こ
う
側
へ
送
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
水

を
も
ら
っ
て
き
た
例
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
途
中
で
休
ん
じ
ま

っ
た
。
そ
れ
が
ハ
ゼ
っ
て
い
う
・
・
・
そ
れ
は
今
、
生
坂

い
く
さ
か

村
に

な
っ
て
て
、
も
と
は
陸
郷

り
く
ご
う

村
ね
、
そ
こ
で
休
ん
で
い
た
と
こ

ろ
が
、
そ
の
お
水
が
こ
ぼ
れ
落
ち
ま
っ
て
、
そ
れ
で
今
も
っ

て
そ
れ
が
ず
れ
て
る
。
そ
う
い
う
伝
説
が
ひ
と
つ
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
、
そ
の
樽た

る

の
水
を
高
瀬
の
川
へ
持
っ
て
き
て
流

し
て
、
そ
し
て
内
鎌
の
方
へ
来
る
と
、
そ
こ
へ
帰
っ
て
き
た
。

ま
あ
、
本
当
の
ひ
と
つ
の
信
仰
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
だ
か

ら
、
や
た
ら
持
っ
て
き
て
や
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

だ
よ
。 

 

戸
隠
か
ら
昔
、
歩
い
て
ね
、
来
て
、
そ
し
て
今
も
っ
て
内

鎌
に
戸
隠
の
講こ

う

と
い
う
の
が
あ
る
、
秋
に
ね
。
そ
う
い
う
こ

と
で
、
ま
あ
、
ひ
と
つ
の
歴
史
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
高
瀬
の
川
っ
て
い
う
の
は
ね
、
水
は
ふ
つ
う
常
識

で
い
え
ば
、
低
い
所
へ
流
れ
て
行
く
。
高
瀬
の
川
の
水
っ
て

い
う
の
は
、
高
い
所
へ
流
れ
る
。
高
い
所
へ
流
れ
る
、
水
が
。 

 

妙
な
川
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
、
そ
の
川
を
相
手
に
ま
あ
、

ず
っ
と
歴
代
や
っ
て
き
た
。 
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丹
波
様
の
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
内
鎌)

 
 

 
 

  

お
ら
方
で
は
、
塩
の
（
運
ば
れ
て
く
る
）
道
を
塩
の
道
と

い
っ
て
ね
え
。
丹
波
の
守
の
道
っ
て
い
う
、
丹
波
様
の
道
っ

て
い
う
。 

 

そ
れ
は
、
松
本
城
主
が
池
田
へ
お
城
を
作
る
っ
て
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
ね
。
御
領
の
木
が
あ
そ
こ
へ
残
っ
て
る
だ
ね
、

池
田
に
。
ほ
だ
か
ら
、
そ
こ
ん
所
に
作
る
っ
て
、
殿
様
が
通

っ
た
道
だ
。
ほ
だ
か
ら
お
ら
方ほ

う

は
、
丹
波
の
、
丹
波
様
の
道

だ
。 

 

そ
れ
が
塩
の
道
の
一
部
分
だ
。
そ
れ
か
ら
、
ず
う
っ
と
池

田
か
ら
通
っ
て
き
て
ね
、
そ
れ
で
お
ら
方
へ
入
っ
て
く
る
と

丹
波
様
の
道
。 

 

そ
り
ゃ
立
派
な
道
で
残
っ
て
た
ぜ
。 

  

 
 

 

山
の
神
様
の
背
く
ら
べ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越

ほ
り
こ
し)

 
 

 
 

  

聖
山

ひ
じ
り
や
ま

の
神
様
と
四
阿
山

あ
ず
ま
や
さ
ん

の
神
様
が 

 

「
お
ら
方
が
高
い
」 

 

「
お
ら
方
が
高
い
」 

と
言
っ
て
争
っ
た
ん
だ
っ
て
。
あ
ん
た
の
が
低
い
、
こ
っ
ち

が
高
い
っ
て
争
い
を
し
た
だ
っ
て
。
そ
れ
は
伝
説
だ
か
ら
ね
。 

 

そ
う
し
た
ら
、 

 

「
ど
っ
ち
が
高
い
か
ひ
と
つ
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
」 

っ
て
こ
と
で
、
あ
る
と
き
雲
を
ね
、
雲
を
ず
っ
と
平
ら
に
頂

上
か
ら
頂
上
へ
渡
し
て
、
す
ー
っ
と
平
ら
に
し
た
わ
け
。
そ

れ
で
、
海
幸
彦
、
山
幸
彦
が
ね
、
水
玉
と
か
湧
く
っ
た
こ
と
、

あ
っ
た
で
し
ょ
、
あ
れ
と
同
じ
水
玉
っ
て
の
が
あ
っ
た
ん
だ

っ
て
。
ど
う
い
う
玉
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
ね
。
そ
れ
を
ね
、
あ

の
、
転
が
し
て
、
そ
し
て
見
れ
ば
ど
っ
ち
が
低
い
か
分
か
る

だ
ろ
う
っ
て
こ
と
で
、
そ
れ
を
転
が
し
た
だ
っ
て
。 



 14 

 
そ
し
た
ら
ね
、
本
当
は
あ
れ
だ
っ
て
、
そ
の
、
聖
山
の
方

が
高
い
ん
だ
っ
て
。
だ
け
ど
ね
、
四
阿
山
の
方
が
自
分
の
方

を
高
く
見
せ
た
い
た
め
に
、
転
が
す
と
き
に
ね
、
ち
ょ
っ
と

そ
の
雲
を
あ
げ
た
だ
っ
て
。
う
ん
、
自
分
の
方
を
ね
、
高
く
し

た
だ
と
。 

 

そ
う
す
る
っ
て
え
と
、
そ
の
上
に
置
い
た
水
玉
が
コ
ロ
コ

ロ
、
コ
ロ
コ
ロ
っ
と
転
ん
で
、
聖
権
現
様
の
方
に
転
ん
で
っ

ち
ゃ
っ
て
た
。
そ
れ
を
転
ん
で
っ
た
か
ら
ね
。
そ
れ
は
水
の

で
る
玉
な
ん
だ
ね
。
だ
か
ら
こ
っ
ち
の
方
に
水
は
全
然
な
い
。

そ
れ
か
ら
こ
っ
ち
の
方
は
も
っ
と
水
が
あ
る
。
聖
の
方
は
ね
。

聖
の
権
現
様
の
水
を
も
ら
っ
て
く
る
と
水
が
絶
え
な
い
っ
て

い
う
ね
。 

 

聖
っ
て
い
う
の
は
今
、
あ
す
こ
に
発
電
所
が
で
き
て
ね
、

タ
イ
ラ
っ
て
い
う
発
電
所
が
で
き
て
る
け
ど
、
あ
の
山
清
路

さ

ん

せ

い

ろ

を
少
し
下
へ
行
っ
た
、
下
へ
下
っ
た
と
こ
ろ
に
ね
。
こ
れ
あ

の
、
名
前
か
ら
タ
イ
ラ
っ
て
い
う
く
ら
い
だ
か
ら
、
平
ら
で

い
い
所
な
ん
だ
ね
。
だ
け
ど
ね
、
昔
、
あ
そ
こ
水
が
な
く
て

ね
、
田
ん
ぼ
が
で
き
な
か
っ
た
だ
。 

 

そ
れ
で
ど
う
し
て
水
が
な
か
っ
た
か
っ
て
い
う
こ
と
は
ね
、

そ
の
転
ん
で
っ
た
玉
を
ね
、
平
の
人
が
ね
、
平
の
村
の
人
が

ね
、
こ
り
ゃ
い
い
も
ん
が
転
ん
で
き
た
っ
て
隠
し
ち
ま
っ
た

だ
。
し
か
も
ね
、
昔
、
着
物
着
て
袴
は
い
た
り
な
ん
か
、
ふ
つ

う
の
と
き
は
、
袴
は
い
た
り
な
ん
か
し
て
な
い
け
ど
ね
。
着

物
着
た
り
、
そ
れ
か
ら
こ
の
辺
で
は
、
も
ん
ぺ
っ
て
雪
袴
っ

て
ん
だ
け
ど
ね
、
あ
れ
、
は
い
と
っ
た
。
そ
れ
を
つ
ぶ
し
て
隠

し
た
ら
し
い
や
。
こ
う
ね
、
バ
シ
ッ
と
や
る
ん
だ
け
ど
、
そ
う

だ
っ
て
。
伝
説
だ
か
ら
ね
。 

 

そ
の
た
め
に
ね
、
神
様
が
怒
っ
て
そ
こ
に
は
水
を
く
れ
な

い
。
全
然
な
か
っ
た
ん
だ
。
飲
む
だ
け
の
水
は
あ
っ
た
け
ど
。 
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埋
蔵
金
伝
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  

ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
、
岩
山
見
え
る
で
し
ょ
。
あ
そ
こ
に
ね
、

白
南
天
の
下
に
、
そ
こ
の
ど
こ
に
そ
の
白
南
天
が
あ
る
か
知

ら
な
い
け
れ
ど
も
、
白
南
天
の
木
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
、
も

う
た
く
さ
ん
の
お
金
を
埋
め
て
あ
る
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
で
ね
、

そ
れ
を
探
し
に
昔
の
衆
は
行
っ
た
っ
て
い
う
話
だ
け
ど
ね
。

こ
っ
ち
か
ら
行
っ
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
生
坂

い
く
さ
か

の
方
の
衆
が
。 

   
 

 

泣
き
岩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  

泣
き
岩
。
そ
れ
は
ね
、
そ
こ
に
遠
く
か
ら
見
る
て
え
と
、
な

ん
か
字
を
書
い
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
だ
っ
て
。
岩
が
あ
っ

て
ね
。 

 

あ
す
こ
は
行
っ
て
み
る
と
、
怖
ろ
し
い
所
で
ね
。
百
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
絶
壁
で
ね
。
本
当
に
絶
壁
で
ね
。
や
っ
た
っ
て
、

よ
じ
登
っ
た
り
、
そ
の
下
り
ら
れ
る
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
ね
え

だ
。
そ
の
人
が
ね
、
な
ん
と
か
し
て
そ
れ
、
下
り
よ
う
と
思
っ

て
ね
、
そ
れ
で
、
あ
の
、
縄
を
伝
っ
て
ね
、
下
り
て
っ
た
だ
っ

て
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
縄
が
外
れ
ち
ま
っ
た
か
な

ん
か
し
て
ね
、
そ
こ
に
下
り
た
は
い
い
が
さ
、
下
に
も
下
り

ら
れ
ね
え
、
上
に
も
登
れ
ね
え
。
そ
れ
で
、
そ
れ
で
、
そ
こ
で

泣
い
て
死
ん
だ
っ
て
。 

    
 

 

お
は
ぐ
ろ
ば
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  
六
地
蔵
っ
て
村
が
あ
る
が
、
ち
ょ
っ
と
奥
入
っ
た
所
に
荻お

ぎ

っ
て
い
う
部
落
が
あ
っ
て
ね
、
こ
こ
に
四
軒
ば
か
り
あ
る
け
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れ
ど
、
あ
の
所
に
秋
葉
神
社
が
、
お
宮
が
あ
る
ん
だ
が
ね
、

ほ
ん
で
あ
の
、
秋
葉
神
社
の
ず
ー
っ
と
下
の
、
あ
の
、
こ
う

砂
岩
の
岩
が
露
出
し
て
お
っ
て
ね
、
そ
こ
に
あ
の
、
動
物
の

伝
説
が
あ
る
。 

 

そ
れ
で
穴
、
い
く
つ
も
あ
い
て
て
ね
、
風
蝕

ふ
う
し
ょ
く

で
も
っ
て
あ

い
た
と
思
う
が
ね
・
・
・ 

 

よ
く
川
底
な
ん
か
に
水
で
も
っ
て
あ
い
た
の
が
あ
る
が
ね
、

か
な
り
。
ど
っ
か
天
然
記
念
物
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

け
れ
ど
。 

 

そ
れ
で
、
そ
う
い
う
の
が
そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
五
、
六
ヵ
所

く
ら
い
あ
っ
た
か
な
。
そ
こ
に
、
あ
の
ね
、
お
は
ぐ
ろ
ば
ち
っ

て
い
う
魔
物
が
棲
ん
で
お
っ
た
だ
。
お
は
ぐ
ろ
ば
ち
。
お
は

ぐ
ろ
っ
て
い
う
の
は
、
昔
、
お
は
ぐ
ろ
を
つ
け
る
鉢
が
あ
っ

た
、
ほ
ら
、
丸
い
、
黒
い
、
ね
。
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
は

（
採
話
中
の
女
子
学
生
達
の
こ
と
）

知
っ
て
る

か
ど
う
か
知
ん
ね
え
け
ど
、
お
は
ぐ
ろ
っ
て
い
う
の
は
、
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
は
ね
、
昔
、
結
婚
す
る
っ
て
え
と
、
眉
毛
お
と

し
て
さ
、
そ
の
仮
親
に
な
る
人
は
『
か
ね

（
鉄
漿
）

』
や
っ
て
ね
、
お
は

ぐ
ろ
の
こ
と
を 

か
ね
、
か
ね
を
付
け
る
っ
て
昔
の
言
葉
に
あ

る
け
ど
。【
か
ね=

鉄
漿

て
っ
し
ょ
う=

お
歯
黒
に
す
る
黒
色
染
料
の
こ
と
】 

 

お
は
ぐ
ろ
ば
ち
っ
て
の
が
い
た
だ
っ
て
。
そ
れ
が
あ
る
と

き
に
そ
の
、
あ
そ
こ
の
山
崎
さ
ん
っ
て
い
う
家
の
先
祖
の
ひ

と
り
が
通
っ
た
ら
、
そ
れ
足
に
絡
み
つ
い
て
困
っ
た
だ
っ
て
。

そ
れ
か
ら
、
今
で
も
使
っ
て
る
け
ど
、
背
負
子

し

ょ

い

こ

っ
て
ね
え
、
あ

る
だ
ね
。
そ
れ
で
、
そ
れ
あ
の
荷
し
ょ
っ
た
ま
ま
休
む
杖
が

あ
る
わ
け
。
鍬
の
よ
う
に
、
こ
う
、
か
ぎ
型
に
な
っ
た
ね
。
そ

れ
ね
杖
で
も
っ
て
追
っ
払
っ
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
そ
れ
、
川

の
中
逃
げ
て
っ
た
っ
て
ね
。 

 

そ
し
た
ら
、
そ
れ
家
へ
来
て
い
た
ず
ら
を
し
て
困
っ
た
だ

っ
て
。
夜
分
に
あ
が
っ
て
、
い
た
ず
ら
す
る
と
か
。
う
ち
の

庇
ひ
さ
し

の
所
入
っ
て
、
い
た
ず
ら
す
る
と
か
ね
。
そ
れ
で
今
度
そ

れ
を
よ
け
る
た
め
に
京
都
ま
で
行
っ
て
、
京
都
の
秋
葉
神
社

行
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
秋
葉
様
を
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
て
来
て
、
あ
っ
こ

の
お
宮
へ
、
神
社
へ
祀
っ
た
だ
っ
て
。 
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沼
の
伝
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  

ほ
と
ん
ど
沼
地
み
た
く
な
っ
て
ね
、
水
は
い
く
ら
も
な
い

け
ど
、
あ
そ
こ
に
大
き
な
池
が
あ
っ
て
ね
。
こ
れ
、
昔
、
湖
水

っ
て
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
、
湖
水
に
近
い
く
ら
い
に
大
き
な

池
が
あ
っ
た
だ
。
今
で
も
跡
が
あ
る
け
ど
ね
。
そ
こ
に
、
や
は

り
主ぬ

し

だ
。
大
き
な
蛇
が
棲
ん
で
い
て
ね
、
棲
ん
で
い
た
ん
だ

っ
て
。
そ
れ
で
ね
、
こ
れ
を
殺
し
た
人
が
あ
る
だ
よ
ね
。
池
田

に
。
そ
の
人
は
木
こ
り
で
も
っ
て
ね
、
そ
し
て
あ
の
、
木
こ
り

に
な
っ
て
あ
そ
こ
行
っ
た
と
。
薪
だ
か
な
ん
か
積
ん
で
あ
っ

た
上
に
、
大
き
な
怖
ろ
し
い
大
き
な
蛇
が
い
た
ん
だ
っ
て
。

そ
れ
が
、
そ
こ
の
主
だ
。
そ
れ
を
マ
サ
カ
リ
で
も
っ
て
ね
、
切

り
殺
し
た
だ
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
八
岐
大
蛇

や

ま

た

の

お

ろ

ち

を
須
佐
之
男
命

す

さ

の

お

の

み

こ

と

が

切
っ
た
よ
う
に
ね
。
そ
う
し
た
ら
ね
、
そ
い
で
あ
の
昼
間
の

日
の
雨
っ
て
ね
、
日
中
晴
天
の
う
ち
に
雨
が
ザ
ー
ッ
と
き
て

ね
、
そ
れ
か
ら
家
へ
帰
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
病
み
つ
い
て
死

ん
で
し
ま
っ
た
っ
て
ね
。
そ
う
い
う
伝
説
が
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
、
あ
そ
こ
の
水
が
な
く
な
っ
た
。 

    
 

 

河
童

か

っ

ぱ

の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  

河
童
の
形
、
姿
ま
で
聞
い
て
い
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
ん

だ
け
ど
ね
、
昔
、
馬
を
ど
こ
の
家
で
も
飼
っ
と
っ
て
ね
、
農

作
業
に
使
う
た
め
に
ね
。
そ
れ
で
よ
く
川
行
っ
ち
ゃ
あ
・
・
・

馬
を
洗
っ
て
く
れ
た
わ
け
だ
ね
。
そ
し
た
ら
ね
、
う
ち
へ
ね
、

洗
っ
て
引
い
て
き
て
ね
、
馬
屋
へ
入
れ
た
ら
ね
、
馬
の
し
っ

ぽ
へ
つ
か
ま
っ
て
ね
、(

河
童
が)

う
ち
へ
つ
い
て
き
て
し
ま

っ
た
わ
け
だ
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
。
そ
の
家
の
人
は
知
ら
な
ん

で
、
そ
れ
で
あ
の
、
う
ち
に
中
へ
来
ち
ま
っ
て
ね
、
馬
屋
の
中
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を
見
た
ら
、
そ
の
隅
に
河
童
が
か
た
ま
っ
て
る
だ
っ
て
。
丸

ま
っ
て
。
そ
れ
か
ら
、
あ
の
、
ま
せ

（
馬
柵
）

棒
っ
て
の
が
あ
る
だ
。
馬

屋
の
入
口
に
渡
し
て
お
く
。
そ
れ
で
も
っ
て
、
殴
っ
て
や
っ

た
ら
、
そ
し
た
ら
是
非
助
け
て
く
れ
っ
た
け
ど
ね
。 

 

河
童
が
頼
ん
で
謝
っ
て
、
助
け
て
く
れ
れ
ば
、
こ
の
う
ち

は
将
来
、
川
で
い
っ
く
ら
泳
い
で
も
、
川
へ
遊
び
行
っ
て
も
、

子
供
が
遊
び
行
っ
て
も
な
に
し
て
も
、
川
で
も
っ
て
事
故
は

起
こ
さ
せ
な
い
。
そ
う
い
う
約
束
を
し
た
っ
て
。
そ
れ
で
そ

の
う
ち
は
一
回
も
川
流
れ
と
い
う
事
故
は
な
か
っ
た
。 

    
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  

八
坂

や

さ

か

の
村
の
う
ち
入
る
っ
て
え
と
ね
、
あ
の
金
熊

か
な
く
ま

川
の
沿

線
の
と
こ
ろ
に
オ
オ
マ
ン
バ
タ
ケ
っ
て
い
う
所
が
あ
っ
て
ね
。

そ
こ
に
、
あ
の
、
昔
っ
か
ら
狐
が
た
く
さ
ん
い
て
ね
、
そ
れ
で

い
つ
も
人
を
化
か
し
た
そ
う
だ
。 

 

そ
ば
の
村
に
ね
。
昔
は
よ
く
畑
の
所
に
ね
、
肥
溜

こ
え
だ
め

を
作
っ

て
あ
っ
て
ね
、
今
は
化
学
肥
料
で
や
る
け
ど
ね
、
昔
は
な
か

っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
畑
に
か
け
た
り
、
そ
れ
か
ら
草
を
摘
ん

だ
り
、
ま
や
ご
え

（

厩

肥

）

ね
、
た
い
き
ゅ
う
ひ

（

堆

厩

肥

）

っ
て
の
を
使
っ
た
わ

け
。 

 

あ
る
と
き
、
あ
す
こ
に
ね
、
宮
島
っ
て
神
主
が
あ
っ
た
。
そ

の
、
あ
の
、
肥
溜
め
の
中
へ
入
っ
て
ね
、
そ
れ
か
ら
他
の
人

が
通
っ
た
と
き
に
驚
い
て
聞
い
た
ら
ね
、 

 

「
い
や
あ
、
い
い
お
か
ん
で
も
っ
て
風
呂
入
っ
て
る
」 

っ
て
。
お
風
呂
に
入
っ
て
い
い
お
か
ん
だ
っ
て
言
っ
て
入
っ

て
た
っ
て
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
後
、
神
主
の
位
が
お
っ

（
落
ち
）

ち
ゃ
っ

て
ね
。
入
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
っ
て
。
そ
う
い
う
話
が
あ

る
。 

 
あ
そ
こ
の
狐
は
ね
。 
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狐 

火 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・

平

畑

た
い
ら
ば
た
け)

 
 

 
 

  

狐
火
っ
て
い
う
の
は
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
あ
っ
た
が
ね
。

こ
の
、
う
ち
で
見
る
と
向
こ
う
側
の
桃
の
木
っ
て
の
が
あ
っ

て
、
そ
の
つ
ぎ
が
塩
股
っ
て
い
う
の
が
こ
の
尾
根
境
い
に
尾

根
に
こ
う
な
っ
て
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
沢
の
と
こ
ろ
に
ね
、

ち
ゃ
か
ち
ゃ
か
ち
ゃ
か
ち
ゃ
か
と
点
い
た
り
消
え
た
り
し
て
、

十
く
ら
い
ず
っ
と
点
い
ち
ゃ
ま
た
消
え
た
り
、
そ
れ
で
ま
た

三
つ
く
ら
い
点
い
て
戻
っ
た
り
す
る
こ
と
は
子
ど
も
の
時
分

に
見
た
が
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
は
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

り
ゃ
あ
、
ち
ょ
う
ど
夕
方
の
ね
、
ま
あ
、
ち
ょ
い
っ
と
子
守
を

し
て
遊
び
す
ぎ
た
頃
と
か
ね
。
そ
れ
か
ら
あ
の
、
十
時
こ
ろ

小
便
ま
っ
て
寝
る
な
ん
て
い
う
頃
に
ね
。
雪
の
降
っ
た
と
き

に
は
。 

  

 
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
平
畑)

 
 

 
 

  

ハ
ン
ダ

（

地

名

？

）

の
衆
は
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
、
ま
あ
人
間
が
や
っ
た

も
の
か
狐
が
や
っ
た
も
の
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
馬
に
、
あ

の
、
町
か
ら
油
揚
げ
な
ん
か
ね
、
あ
の
、
今
で
言
う
揚
げ
っ

て
い
う
の
を
買
っ
て
、
そ
し
て
つ
け
て
く
る
と
い
う
と
、
野

郎
、
い
つ
の
間
に
登
り
あ
が
っ
た
か
分
か
ら
ね
え
が
・
・
・
旧

道
っ
て
の
は
ま
だ
上
に
あ
る
も
ん
で
、
そ
の
山
の
中
を
通
っ

て
帰
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
こ
の
馬
の
背
中
が
あ
っ
て
、
そ

れ
で
、
そ
れ
を
盗
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
こ
と
は
聞
い
て
る
わ

ね
。
そ
い
で
気
が
つ
い
て
見
た
ら
、
野
郎
ず
ー
っ
と
飛
び
降

り
ち
ゃ
っ
た
な
ん
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
っ
た
っ
て
こ
と
は

人
と
話
し
た
が
ね
。 

 

ま
、
今
夜
も
野
郎
に
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
な
ん
て
こ
と
は
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
は
俺
ら
も
あ
っ
た
わ
ね
。
大
正
時
分
に
ね
。 
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狐 

火 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾

つ

が

の

お)
 

 
 

 

  

お
ら
の
子
供
の
時
分
に
は
向
こ
う
の
足
沼
の
方
に
、
提
灯

ち
ょ
う
ち
ん

を
つ
け
た
よ
う
に
二
つ
に
な
っ
た
り
、
十
に
な
っ
た
り
、
二

十
に
な
っ
た
り
な
ん
て
い
う
よ
な
。
あ
あ
い
う
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
か
分
か
ら
ね
え
が
、
結
局
あ
れ
は
、
狐
っ
て
い

う
の
は
し
っ
ぽ
が
光
る
だ
っ
て
い
う
だ
。
で
、
そ
れ
を
振
る

た
め
に
光
が

め
（
見
）

え
る
で
ね
え
か
な
。
二
、
三
匹
か
ら
四
、
五

匹
も
集
ま
っ
て
く
り
ゃ
あ
、
そ
れ
が
行
列
の
よ
う
に
な
る
だ
。 

    
 

 

泉
小
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

  

昔
、
松
本
平

ま
つ
も
と
だ
い
ら

は
湖
だ
っ
た
っ
て
。
そ
れ
を
山
清
路

さ

ん

せ

い

じ

と
い
う

と
こ
の
岩
の
あ
る
高
い
山
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
泉
小
太
郎
が

サ
イ
に
乗
っ
て
山
清
路
の
岩
を
切
り
開
い
た
っ
て
い
う
だ
。

そ
れ
で
犀さ

い

川
っ
て
い
う
名
を
つ
け
た
だ
っ
て
い
う
だ
。
そ
れ

で
こ
の
松
本
平
の
水
が
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
い
い
盆
地
が

で
き
た
だ
っ
て
い
う
だ
。 

    
 

 

船
を
つ
な
い
だ
松
の
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

  

昔
、
池
田
か
ら
こ
の
付
近
は
海
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

船
を
つ
な
い
だ
松
の
木
と
か
っ
て
い
う
の
が
、
今
現
在
、

半
在
家

は

ん

ざ

い

け

か
ら
ち
ょ
っ
と
北
に
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け
だ
。

船
着
き
場
で
も
っ
て
船
を
つ
な
い
だ
松
が
。
ま
、
そ
ん
な
よ

う
な
こ
と
で
、
大
町
へ
行
く
途
中
の
そ
こ
に
も
あ
っ
た
っ
て
。

そ
こ
に
も
松
が
あ
る
わ
け
だ
。 
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狐
に
化
か
さ
れ
た
話
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

  

足
沼
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
、
し
ゃ
か
ん
ど
が
あ
っ
て
、
そ

の
人
が
こ
の
向
こ
う
の
寺
間
っ
て
い
う
部
落
へ
頼
ま
れ
て
行

っ
た
。
そ
う
し
て
御
神
酒
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
、
ま
ず
夜

の
十
時
、
あ
、
十
時
半
ご
ろ
か
、
提
灯
を
つ
け
て
、
向
こ
う
の

部
落
か
ら
沢
へ
降
り
て
、
向
こ
う
の
ね
、
尾
根
を
登
っ
て
。

提
灯
を
つ
け
て
。
そ
う
し
て
そ
こ
か
ら
尾
根
登
り
き
る
ま
で

に
途
中
で
ち
ょ
っ
と
、
そ
の
酒
飲
ん
だ
勢
い
で
、
た
ば
こ
一

服
吸
っ
た
ら
し
い
が
ね
。
ま
、
そ
れ
で
そ
の
、
狐
に
化
か
さ
れ

た
っ
て
。 

 

そ
れ
で
今
度
は
、
あ
の
上
の
上
っ
ぱ
ず
れ
に
登
っ
て
。
も

う
提
灯
が
消
さ
れ
た
っ
て
。
ま
あ
昔
で
は
よ
く
、
狐
に
ろ
う

そ
く
を
盗
ら
れ
た
り
と
か
っ
て
、
消
さ
れ
た
っ
て
。
ま
、
そ
れ

で
そ
の
人
は
提
灯
を
消
さ
れ
た
か
ど
う
か
暗
く
て
、
そ
の
上

っ
ぱ
ず
れ
、
ま
、
現
在
は
道
が
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
道
を
間

違
え
て
、
ず
ー
っ
と
入
っ
て
来
ち
ま
っ
た
だ
よ
。 

 

そ
う
し
て
ち
ょ
う
ど
、
俺
が
こ
の
部
屋
に
、
親
父
と
、
親

父
は
足
を
怪
我
し
て
て
寝
て
て
、
そ
れ
で
親
父
と
寝
て
お
っ

た
。
お
じ
っ
さ
ま
は
こ
っ
ち
で
休
ん
で
た
。
そ
れ
で
夜
十
二

時
ご
ろ
に
な
っ
た
ら
向
こ
う
っ
ぱ
た
か
ら
、
こ
の
お
ら
ん
ち

の
、
お
ら
の
う
ち
は
今
は
電
気
だ
が
、
昔
は
ラ
ン
プ
を
つ
け

て
、
二
燭

に
し
ょ
く

っ
て
小こ

せ
え
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
毎
晩
お
い
た
だ
で
、

そ
れ
を
見
て
、
そ
の
ラ
ン
プ
の
光
を
見
て
、
向
こ
う
で
も
っ

て
、
お
ら
ん
ち
の
親
父
さ
ん
の
名
前
を
呼
ば
う
わ
け
。
そ
れ

で
も
う
、 

 

「
だ
れ
か
、
お
い
、
俺
の
名
前
を
呼
ん
で
る
。
出
て
お
な
き

ゃ
」 

っ
て
。
そ
れ
か
ら
、
俺
ん
ち
の
お
じ
っ
さ
ま
が
庭
に
出
て
見

る
。
だ
け
ど
、
ど
う
も
暗
く
て
分
か
ら
な
い
。
呼
ば
う
こ
と
は

ど
っ
か
向
こ
う
で
、
そ
の
呼
ば
う
ど
も
、
ど
こ
に
い
た
だ
か

ね
。
分
か
ら
ね
え
で
。
そ
れ
で
、 
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「
だ
れ
だ
」 

っ
て
言
っ
た
と
こ
が
、 

 

「
お
ら
あ
、
足
沼
の
し
ゃ
か
ん
ど
だ
が
、
道
を
間
違
っ
た
ん

だ
か
、
こ
ん
な
と
こ
入
っ
ち
ま
っ
た
が
」 

そ
だ
が
、
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
で
、 

 

「
し
ゃ
か
ん
ど
、
提
灯
持
っ
て
る
か
」 

っ
て
言
っ
た
ら
、
提
灯
持
っ
て
た
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
。
で
、 

 

「
提
灯
使
え
」 

っ
て
、
提
灯
つ
け
さ
し
て
。
そ
れ
か
ら
そ
の
明
か
り
を
目
あ

て
で
、
俺
た
ち
の
お
じ
っ
さ
ま
が
こ
の
道
下
っ
て
、
だ
い
ぶ

向
こ
う
へ
ま
わ
っ
て
山
を
降
り
て
っ
て
ね
。
そ
し
て
つ
り
あ

げ
て
来
た
。
そ
う
し
て
み
た
ら
、
も
う
体
中
泥
だ
ら
け
。
ど
こ

ぞ
歩
い
た
か
。
そ
れ
が
本
当
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
っ
て
。 

    

 
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

  

う
ち
の
じ
っ
さ
ま
も
一
回
、
狐
に
や
ら
れ
た
だ
よ
。 

 

こ
れ
は
、
ま
あ
、
夕
方
。
ち
ょ
う
ど
二
月
。
昔
は
旧
で
や
っ

た
が
ね
、
二
月
十
七
日
。
お
ら
た
ち
は
職
人
だ
っ
た
ん
で
、

十
七
日
に
お
祝
い
を
や
っ
た
。
そ
れ
で
池
田
町
へ
、
み
ん
な

昔
は
買
い
行
っ
た
だ
。
米
か
ら
ご
ち
そ
う
か
ら
。
そ
れ
で
う

ち
の
お
じ
っ
さ
ま
が
池
田
へ
買
い
物
に
行
っ
て
、
米
を
一
斗

五
升
買
っ
て
、
そ
れ
か
ら
揚
げ
豆
腐
ね
、
揚
げ
豆
腐
二
枚
買

っ
て
、
か
ま
す
の
と
こ
ろ
へ
ぐ
る
ぐ
る
う
っ
と
巻
い
て
、
し

ょ
っ
て
来
た
わ
け
だ
。 

 

そ
れ
で
ず
っ
と
向
こ
う
の
、
今
の
大
峰
へ
入
っ
て
き
た
が
、

そ
こ
で
も
っ
て
ど
う
や
っ
た
っ
て
、
動
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

て
。
ま
あ
、
狐
が
お
わ
っ
た
っ
て
こ
と
だ
ね
。
揚
げ
豆
腐
盗
る

た
め
に
。
そ
れ
で
ど
う
や
っ
た
っ
て
、
じ
っ
さ
ま
動
け
な
く
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な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
ど
う
に
も
な
ら
な
ん
で
、
町
か
ら
来
る
人

に
頼
ん
で
、
お
ら
の
う
ち
呼
ば
っ
て
も
ら
っ
て
。 

 

そ
れ
で
、
う
ち
の
親
父
が
今
度
は
行
っ
た
が
、
な
に
し
ろ
、

雪
が
お
め
え
、
二
尺
五
寸
く
ら
い
た
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
足
が

ズ
ル
ズ
ル
。
お
ぶ
っ
て
来
て
も
。
そ
し
た
ら
ね
、
狐
に
化
か
さ

れ
た
と
き
は
顔
隠
し
ち
ゃ
う
、
本
当
に
。
こ
う
や
っ
て
。
狐
に

化
か
さ
れ
た
と
き
は
、
顔
出
さ
ね
え
。
寝
か
せ
て
も
顔
隠
し

た
ま
ま
。 

    
 

 

ム
ジ
ナ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

  

ム
ジ
ナ
も
、
そ
の
古
い
た
っ
た
偉
い
や
つ
は
、
お
ら
も
子

供
時
分
に
は
よ
く
聞
い
た
が
、
木
を
切
る
音
や
る
だ
よ
。
し

っ
ぽ
で
。
し
っ
ぽ
で
も
っ
て
、
木
持
っ
て
っ
て
、
ゴ
イ
ゴ
イ
ゴ

イ
ゴ
イ
や
っ
た
っ
て
。
そ
れ
で
し
っ
ぽ
を
ぴ
た
っ
と
や
る
と

き
に
、
そ
の
音
が
木
を
転
が
す
音
に
聞
こ
え
る
だ
よ
。 

    
 

 

山 

犬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

 

 

蕎
麦

そ

ば

を
こ
し
た
り
、
煮
か
け
を
こ
し
た
り
、
大
ご
ち
そ
う

こ
し
て
持
っ
て
っ
て
ね
、
山
犬
が
子
供
生
ま
れ
た
ら
。
そ
し

た
ら
お
祝
い
し
て
、
そ
こ
へ
持
っ
て
っ
て
、
呼
ば
っ
て
く
れ

と
け
ば
、
山
犬
は
食
い
つ
か
ね
え
と
か
っ
て
ね
。 
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ず
い
と
ん
ぼ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 
 

 
 

  

あ
の
、
学
問
や
っ
た
だ
ね
、
お
寺
で
。
夜
学
や
っ
て
っ
て
。

そ
し
て
和
尚
さ
ん
が
ね
、
村
の
若
い
衆
を
集
め
て
ね
、
そ
し

て
学
問
し
た
ら
、
そ
の
雨
戸
へ
せ
、
雨
戸
毎
晩
の
よ
う
に
、 

 

「
ず
い
と
ん
ぼ
う
、
ず
い
と
ん
ぼ
う
」 

っ
て
。
何
が
っ
て
ま
あ
、
一
週
間
く
ら
い
。
夜
に
な
り
ゃ
習

う
人
が
集
ま
っ
て
く
り
ゃ
せ
。
そ
し
た
ら
そ
う
い
う
ふ
う
に
、 

 

「
ず
い
と
ん
ぼ
う
、
ず
い
と
ん
ぼ
う
」 

っ
て
音
す
る
で
。 

 

一
週
間
ば
か
経
っ
た
ら
、
あ
ん
ま
り
音
す
る
も
ん
で
、
そ

れ
か
ら
そ
の
雨
戸
パ
タ
ン
と
大
勢
で
も
っ
て
は
い
だ
ら
、
狸

が
逃
げ
て
っ
て
ね
。 

 

そ
れ
っ
き
り
や
ら
な
い
ん
だ
っ
て
、
「
ず
い
と
ん
ぼ
う
」
っ

て
。 

 

 
 

 

ム
ジ
ナ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷

な

か

の

ご

う)
 

 
 

 

  

冬
、
蚕
の
繭
か
ら
糸
引
い
て
、
そ
れ
で
機は

た

織
っ
た
わ
け
。

そ
れ
で
そ
の
糸
引
い
た
の
を
、
夜
、
枠
へ
繰
り
返
す
わ
け
。

カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
と
ね
。
そ
う
し
ち
ゃ
あ
、
そ
の
音
を
ね
、

ま
ね
る
だ
よ
。
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
本
当
に
上
手
に
ま
ね
る

だ
よ
。 

 

「
ま
た
ム
ジ
ナ
が
来
て
や
っ
て
る
」 

っ
て
、
お
っ
か
さ
ん
が
言
っ
た
け
ど
ね
。 

    
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  
(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

お
じ
い
さ
ん
が
お
酒
好
き
だ
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も
ん
で
、
い
っ
と
う
昔
は
、
あ
の
日
雇
い
や
っ
て
て
ね
、
よ
そ

の
仕
事
し
て
る
で
し
ょ
、
日
雇
い
っ
て
い
う
の
は
ね
。
一
升

入
る
缶
か
ら
を
提
げ
て
、
お
酒
を
入
れ
て
、
そ
れ
で
仕
事
に

行
っ
た
わ
け
。
そ
ん
で
ね
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
有
明

う

み

よ

の
方

へ
行
っ
て
ね
、
お
酒
飲
ん
で
、
お
み
や
げ
に
肉
だ
か
何
だ
か
、

こ
う
や
っ
て
提
げ
て
来
た
っ
て
。 

 

も
う
堤
防
に
出
て
も
い
い
こ
ろ
だ
と
思
っ
た
っ
て
、
ど
う

や
っ
た
っ
て
着
か
ね
え
の
。
さ
ん
ざ
ん
歩
い
た
わ
け
。
こ
れ

は
ど
う
か
し
て
る
と
思
っ
て
。
気
が
つ
き
ゃ
い
い
け
ど
ね
、

気
が
つ
か
な
き
ゃ
、
酔
っ
て
る
で
ね
。
そ
れ
で
気
が
つ
い
た

も
ん
で
、
座
っ
て
ね
。
た
ば
こ
を
吸
っ
た
っ
て
。
そ
う
し
た
ら

ね
、
同
じ
こ
の
藪
の(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

中
を
ぐ
る

ぐ
る
と
回
っ
て
た
っ
て
。
そ
し
て
持
っ
て
る
の
は
ボ
ロ
ボ
ロ

だ
っ
た
っ
て
。
そ
れ
で
、
や
っ
と
向
こ
う
が
見
え
て
帰
っ
て

来
た
っ
て
。 

  

 
 

 

馬
鹿
む
こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  

馬
鹿
な
む
こ
が
あ
っ
て
、
お
嫁
さ
ん
の
家
へ
行
っ
て
、
そ

し
て
お
団
子
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
が
美
味

お

い

し
か
っ
た
っ

て
。 

 

そ
し
た
ら
帰
り
に
な
っ
て
川
を
飛
び
越
し
た
ら
、 

 

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」 

っ
て
飛
び
越
し
た
ら
、
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て

ね
、
そ
の
「
お
団
子
」
と
い
う
の
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
か

ら
う
ち
帰
っ
て
、 

 

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
作
っ
て
く
れ
」 

そ
う
言
っ
た
っ
て
。「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
が
分
か
ら
な
い
で
し

ょ
う
、
お
嫁
さ
ん
は
ね
。
そ
う
し
た
ら
、 

 
「
ど
う
し
て
も
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。
お
め
え
の
う
ち
行
っ

て
大お

お

ご
ち
そ
う
な
っ
て
来
た
」 
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っ
て
。 

 

い
ろ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
、「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
が
分
か

ら
な
い
。
そ
う
し
た
ら
、
怒
っ
て
暴
力
ふ
る
っ
て
。
そ
し
た
ら

瘤こ
ぶ

が
、
た
ん
こ
ぶ
が
で
き
た
っ
て
、
お
嫁
さ
ん
の
頭
に
。
そ
し

た
ら
、 

 

「
お
、
そ
れ
だ
」 

っ
て
。 

    
 

 

笠
地
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  

笠
が
売
れ
な
い
ん
だ
も
ん
で
、
帰
り
に
、
田
ん
ぼ
の
道
を

来
た
ら
、
お
地
蔵
様
が
い
て
、
雪
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
も

ん
で
、
笠
を
一
つ
ず
つ
か
ぶ
し
て
き
た
っ
て
。
だ
け
ど
、
お
ば

あ
さ
ん
が
欲
し
い
お
餅
は
買
え
な
ん
だ
し
ね
。
欲
し
い
も
の
、

何
も
買
え
な
ん
だ
け
ど
。
ま
、
ひ
と
つ
の
お
地
蔵
様
は
笠
が

足
り
な
ん
だ
も
ん
で
、
自
分
の
か
ぶ
っ
て
た
の
を
や
っ
て
き

て
ね
。 

 

そ
れ
か
ら
う
ち
来
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
そ
の
こ
と
を
言

っ
た
。 

 

「
売
れ
た
か
」 

っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
聞
い
た
け
ど
、 

 

「
お
と
一
人
で
も
っ
て
、
み
ん
な
他
の
も
の
を
欲
し
が
っ
て

笠
売
れ
な
ん
だ
。
だ
け
ど
ね
、
帰
っ
て
き
た
ら
田
ん
ぼ
の
中

の
お
地
蔵
様
が
、
あ
ん
ま
り
寒
そ
う
で
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た

も
ん
で
、
笠
を
く
れ
て
き
た
」 

っ
て
。
そ
し
た
ら
、 

 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
よ
っ
ぽ
ど
い
い
こ
と
し
た
ね
え
。
私
は

食
べ
な
ん
で
も
い
い
で
。
こ
れ
で
お
茶
飲
ん
で
寝
ま
し
ょ
」 

っ
て
寝
た
っ
て
。 

 
そ
し
た
ら
、
夜
中
に
遠
く
の
方
で
ね
、
小
さ
い
音
し
て
言

う
の
。 
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「
よ
～
い
し
ょ
、
こ
～
ら
し
ょ
」 

そ
れ
を
黙
っ
て
聞
い
て
る
わ
け
よ
。
そ
し
て
そ
の
声
が
だ
ん

だ
ん
大
き
く
な
っ
て
。
は
じ
め
は
何
だ
か
分
か
ら
な
ん
だ
っ

て
ね
。
そ
の
、
よ
～
い
し
ょ
、
こ
～
ら
し
ょ
っ
て
の
が
。
だ
ん

だ
ん
そ
ば
に
来
た
ら
、 

 

「
よ
～
い
し
ょ
、
こ
～
ら
し
ょ
」 

っ
て
の
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
何
か
来
た

っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
怖
く
な
っ
て
、

二
人
で
こ
う
寄
り
添
っ
て
ね
、
だ
ま
あ
っ
て
聞
い
て
た
。
そ

し
た
ら
、
そ
の
声
が
だ
ん
だ
ん
う
ち
に
近
く
な
っ
て
、
も
う

怖
く
な
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
、
う
ち
の
そ
ば
ま
で
来
た
ら
、
そ

の
声
が
ね
、
ぴ
た
っ
と
止
ま
っ
た
。
そ
し
た
ら
、 

 

「
ほ
ん
と
に
ね
、
ど
う
も
昼
間
は
あ
り
が
と
ね
」 

っ
て
声
が
し
た
っ
て
。
そ
し
て
何
か
、
ド
ス
ー
ン
と
ね
。
子
供

が
飛
び
上
が
る
ほ
ど
、
ド
ス
ー
ン
て
。 

 

「
ひ
ゃ
あ
」 

っ
て
二
人
は
言
う
わ
け
。
そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
て
。
何
か
ド
ス
ー
ン
っ
て

い
っ
た
で
ね
。
二
人
で
こ
う
抱
き
合
っ
て
、 

 

「
何
だ
ろ
う
ね
」 

っ
て
言
う
わ
け
。 

 

そ
の
う
ち
ね
、
だ
ん
だ
ん
声
が
し
な
く
な
っ
た
わ
け
。
そ

～
っ
と
二
人
で
起
き
て
覗
い
て
み
た
の
、
お
も
て
に
ね
え
。

そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
よ
っ
て

い
う
だ
。 

    
 

 

三
枚
の
御
札

お

ふ

だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  
あ
る
お
寺
に
、
小
僧
さ
ん
と
お
坊
さ
ん
が
お
っ
て
、
そ
し

て
裏
山
の
栗
が
秋
に
な
る
と
、
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
落
ち
始
め
る
。
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小
僧
さ
ん
は
そ
の
栗
を
拾
い
行
き
た
く
て
拾
い
行
き
た
く
て
、

困
る
け
れ
ど
、
和
尚
様
は
、 

 

「
あ
の
山
は
行
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
」 

っ
て
ね
。 

 

「
あ
の
山
の
奥
に
は
、
怖
ろ
し
い
鬼
婆

お
に
ば
ば

が
い
る
か
ら
、
栗
拾

い
行
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
」 

っ
て
言
う
け
ど
、
ど
う
し
て
も
小
僧
さ
ん
は
栗
拾
い
行
き
た

い
わ
け
。 

 

「
ど
う
し
て
も
行
き
た
い
か
ら
、
和
尚
さ
ん
頼
む
」 

そ
し
た
ら
、 

 

「
栗
拾
い
行
っ
て
も
奥
に
は
入
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」 

と
ね
。 

 

「
山
の
ふ
ち
だ
け
で
拾
っ
て
帰
っ
て
こ
い
。
も
し
何
か
あ
っ

た
ら
、
こ
の
三
枚
の
御
札

お

ふ

だ

を
使
え
」 

っ
て
、
三
枚
の
御
札
を
持
た
し
て
や
っ
た
。 

 

そ
し
た
ら
、
栗
拾
っ
て
い
る
と
、
夢
中
に
な
っ
て
拾
っ
て

だ
ん
だ
ん
奥
へ
入
っ
て
行
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
気
が
つ
い

た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
そ
ば
に
い
て
、 

 

「
小
僧
や
、
た
く
さ
ん
拾
え
た
か
な
」 

っ
て
言
う
わ
け
。
ね
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
。
そ
し
た
ら
び

っ
く
り
し
て
ね
。
ち
ょ
っ
と
声
が
出
な
い
わ
け
。
そ
れ
か
ら
、 

 

「
う
ち
へ
来
な
い
か
。
栗
が
た
ん
と
あ
っ
て
、
美
味
し
い
の

煮
て
あ
る
か
ら
あ
げ
る
よ
、
お
い
で
」 

っ
て
言
う
か
ら
、
も
う
小
僧
さ
ん
は
ね
、
何
か
こ
う
怖
い
け

れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
行
っ
ち
ゃ
う
わ
け
。 

 

そ
し
た
ら
、
う
で

（
ゆ
で
）

た
栗
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
た
ら
ふ
く
ご

ち
そ
う
に
な
っ
て
、
眠
く
な
っ
て
、
寝
ち
ゃ
う
わ
け
。
そ
し
た

ら
、
あ
ま
お
ち

（

雨

落

ち

）

の
音
が
小
僧
さ
ん
に
、 

 

「
起
き
て
、
目
を
開
け
て
見
と
け
」 

っ
て
、
こ
う
聞
こ
え
る
だ
。
そ
し
て
、
目
を
開
い
て
見
た
ら
、

あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ね
、
ま
る
っ
き
り
変
わ
っ
て
る
で
し

ょ
。
さ
、
怖
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
こ
れ
が
和
尚
さ
ん
の
言
っ
た

鬼
婆
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
逃
げ
る
わ
け
に
行
か
な
い
。
だ
か

ら
、 
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「
お
便
所
行
き
た
い
」 

っ
た
ら
、 

 

「
お
便
所
そ
こ
で
し
ろ
」 

 

「
そ
ん
な
所
じ
ゃ
で
き
な
い
」 

 

そ
し
た
ら
、
お
便
所
行
け
っ
て
言
わ
な
い
の
。
そ
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
。
だ
け
ど
、 

 

「
ど
う
で
も
お
便
所
行
き
た
い
」 

っ
て
。 

 

「
そ
れ
じ
ゃ
行
け
」 

っ
て
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
縄
を
つ
け
て
、
お
便
所
へ
や
る
わ

け
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
ど
う
か
し
て
逃
げ
っ
と
思
っ
て
る
も

ん
で
、 

 

「
小
僧
や
、
ま
だ
か
」 

っ
て
言
う
。 

 

「
ま
だ
だ
よ
」 

っ
て
言
う
。 

 

「
小
僧
、
ま
だ
か
」 

っ
て
ま
た
聞
く
。 

 

「
ま
だ
だ
よ
」 

っ
て
言
う
。
今
度
は
御
札
を
し
ば
っ
て
。
縄
を
ほ
ど
い
て
ね
。

そ
し
て
、
御
札
に
代
わ
り
さ
せ
て
窓
か
ら
逃
げ
る
わ
け
。
そ

し
て
御
札
が
答
え
て
く
れ
る
わ
け
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、 

 

「
ま
だ
か
あ
、
ま
だ
か
あ
」 

っ
て
言
う
の
に
。 

 

あ
ん
ま
り
来
な
い
ん
で
、
不
思
議
が
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

見
に
行
っ
た
ら
、
御
札
が
し
ゃ
べ
っ
て
る
。 

 

「
小
僧
逃
げ
た
な
」 

っ
て
言
っ
て
、
そ
の
鬼
婆
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ね
、
後
を
追

い
か
け
る
わ
け
。
小
僧
の
足
は
こ
ん
な
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
足
は
こ
ん
な
に
大
き
い
で
し
ょ
。
じ
き
追
い
つ
い
ち
ゃ
う

わ
け
。 

 

そ
れ
か
ら
、
一
番
は
じ
め
に
、
も
う
手
が
と
ど
き
そ
う
に

な
っ
た
と
き
、
小
僧
さ
ん
が
も
う
一
枚
の
御
札
を
出
し
て
、 

 

「
砂
山
に
な
れ
ー
」 



 30 

っ
て
投
げ
た
。
そ
う
し
た
ら
砂
山
が
で
き
て
ね
。
そ
の
前
に

小
僧
さ
ん(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

鬼
婆
は
砂
山
を
登
ろ

う
と
思
う
と
、
ザ
ー
ッ
と
滑
っ
ち
ゃ
う
も
ん
で
、
そ
れ
を
う

ん
と
苦
労
し
て
登
っ
て
い
る
間
に
遠
く
に
逃
げ
ら
れ
ち
ゃ
う

わ
け
。 

 

そ
う
し
た
ら
そ
の
砂
山
を
越
え
て
今
度
は
、
ま
た
じ
き
に

追
い
つ
か
れ
そ
う
に
な
っ
て
、
も
う
一
枚
の
御
札
で
、
今
度

は
、 

 

「
大
き
な
川
に
な
れ
ー
」 

っ
て
投
げ
る
わ
け
。
そ
れ
で
、
鬼
婆
が
そ
の
川
を
渡
っ
て
る

間
に
、
お
寺
に
逃
げ
込
む
。 

 

そ
れ
で
和
尚
さ
ん
を
起
こ
し
て
。
和
尚
さ
ん
は
そ
の
小
僧

さ
ん
を
つ
づ
ら
に
入
れ
て
天
井
ま
で
吊
り
上
げ
ち
ゃ
う
わ
け
。

そ
こ
へ
鬼
婆
が
来
て
、 

 

「
小
僧
来
な
か
っ
た
か
」 

っ
て
。
そ
し
た
ら
和
尚
さ
ん
が
、 

 

「
小
僧
は
来
な
い
け
ど
」 

で
、
お
餅
を
焼
い
て
た
わ
け
。
そ
し
た
ら
、 

 

「
そ
の
お
餅
を
わ
し
に
く
れ
ん
か
」 

っ
て
ね
。
そ
し
た
ら
、 

 

「
化
け
く
ら
べ
を
し
よ
う
」 

っ
て
、
和
尚
さ
ん
が
。
そ
れ
で
和
尚
さ
ん
が
念
仏
を
唱
え
て
。

そ
れ
で
あ
れ
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
る
わ
け
。
で
、
和
尚
さ

ん
が
、 

 

「
も
っ
と
小
さ
く
な
れ
な
い
だ
ろ
う
」 

っ
て
言
っ
た
ら
、
鬼
婆
は
、 

 

「
そ
ん
な
の
な
れ
る
」 

っ
て
。
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
、
豆
粒
く
ら
い
に
な
っ
た

と
こ
、
和
尚
さ
ん
が
取
っ
て
食
べ
ち
ゃ
っ
た
。 
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落
人

お
ち
ゅ
う
ど

伝
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷

な

か

の

ご

う)
 

 
 

 

  

広
津

ひ

ろ

つ

の
・
・
・
中
沢
さ
ん
か
ら
聞
い
て
来
た
ね
？
・
・
・ 

あ
そ
こ
・
・
・
お
も
し
ろ
い
よ
、
西
南
の
役
っ
て
い
う
で
し

ょ
、
知
っ
て
る
か
ね
え
。
明
治
十
年
の
、
西
郷
隆
盛
が
あ
の

と
き
に
奮
闘
を
し
た
方
の
大
隊
長
の
大
勇
士
、
別
府
晋
介
っ

て
人
が
、
そ
の
人
が
こ
の
広
津
ま
で
逃
げ
て
き
た
っ
て
話
が

残
っ
て
る
ん
だ
よ
。(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

山
の
中

に
、
こ
の
ー
、
本
当
じ
ゃ
な
い
と
思
う
よ
、
し
か
し
何
か
ど
う

も
関
係
が
あ
る
人
が
来
た
ら
し
く
て
・
・
・ 

 

か
ら
だ
中
が
傷
だ
ら
け
の
人
が
や
っ
て
来
た
と
か
・
・
・ 

た
だ
し
別
府
晋
介
じ
ゃ
な
く
て
別
府
き
よ
ゆ
き
と
か
い
っ
た
、

別
府
に
関
係
の
あ
る
人
が(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

最
近

の
伝
説
ま
で
あ
る
ん
だ
ね
、
百
年
前
の
だ
ね
・
・
・ 

 

そ
れ
か
ら
広
津
に
い
る
北
条

き
た
じ
ょ
う

さ
ん
な
ん
て
い
う
人
た
ち
は
、

北
条

ほ
う
じ
ょ
う

氏
の
子
孫
な
ん
て
い
っ
て
あ
る
ん
だ
が
、
北
条
氏
が
逃

げ
た
あ
げ
く
に
は
、
広
津
の
山
の
中
の
谷
あ
い
に
、
中
に
逃

げ
込
ん
だ
っ
て
い
う
、
だ
っ
て
平
家
の
落
人
っ
て
こ
と
じ
ゃ

な
い
？ 

そ
し
た
ら
ね
、
平
家
の
落
人
と
源
氏
の
落
人
と
両
方

あ
る
、
そ
れ
も
お
か
し
な
こ
と
だ
、
ま
っ
対
な
両
方
が
ね
・
・
・ 

 

北
条
・
・
・
北
条
氏
は
、
ど
っ
ち
な
の
か
、
源
氏
か
・
・
・

そ
し
て
し
ば
ら
く
落
ち
着
い
て
、
隣
の
村
と
話
し
て
み
た
ら
、

隣
の
村
は
平
家
だ
っ
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
こ
り
ゃ
ど
う
も
も

う
、
お
付
き
合
い
で
き
な
い
と
、
結
婚
は
で
き
な
い
、
ま
か
り

な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
、
結
婚
し
な
い
。 

 

結
婚
が
始
ま
っ
た
の
は
最
近
だ
。
そ
う
い
う
お
も
し
ろ
い

伝
説
が
こ
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
山
の
中
っ
て
い
う
の
は
、

特
別
な
、
そ
う
い
う
伝
説
が
で
て
く
る
ね
。
そ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
、
北
、
北
条
氏
だ
っ
て
、
北
条
氏
っ
て
の
は
ま
た
捕

ま
え
ら
れ
て
処
罰
さ
れ
る
か
ら
、
名
前
を
変
え
て
、
北
条
と

書
い
て
、
き
た
じ
ょ
う
と
読
ま
せ
る
、
き
た
じ
ょ
う
さ
ん
、
そ

の
人
は
後
に
は
庄
屋
に
な
っ
て
大
し
た
財
産
を
こ
し
ら
え
た

と
か
・
・
・ 
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長
福
寺
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  

実
際
に
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
ら
し
い
ん
だ
が
ね
、
伝
説
の

方
だ
か
ら
・
・
・ 

 

殿
様
が
鷹た

か

狩
り
に
来
た
鷹
が
、
追
わ
れ
て
長
福
寺
の
中
へ

入
っ
た
。
そ
う
い
う
話
、
し
や
し
な
か
っ
た
？ 

 

お
坊
さ
ん
が
、
生
類
、
命
の
あ
る
も
の
を
殺
さ
せ
る
こ
と

は
俺
に
は
で
き
な
い
。
私
に
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
だ
か
ら
、
入

っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
言
っ
て
、
入
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。
そ

れ
で
、
殿
様
が
寺
の
中
は
、
な
る
ほ
ど
坊
主
の
領
地
に
違
い

な
い
、
そ
れ
で
も
周
り
は
み
ん
な
俺
の
領
地
だ
と
言
っ
て
そ

れ
で
、
庭
に
家
来
を
お
い
て
、
い
っ
さ
い
土
地
の
人
や
何
か

中
に
入
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
坊
主
も
外
へ
出
さ
せ
な
い
。 

そ
ん
な
も
ん
だ
か
ら
、
坊
主
は
つ
い
に(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

 

 

そ
し
た
ら
、
隣
に
い
た
庄
屋
が
、
今
度
、
こ
っ
そ
り
と
食

べ
物
を
届
け
た
。
そ
し
た
ら
、
そ
れ
が
分
か
っ
て
し
ま
っ
て
、

今
度
は
庄
屋
が
罰
を
被
っ
た
と
。 

 

辞
め
る
か
た
ち
に
な
っ
た
と
い
う
ん
だ
け
ど
、
実
際
は
そ

う
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
罰
を
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
そ
の
あ
と
、
坊
さ
ん
は
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
生
坂

い
く
さ
か

の
方
の
お
寺
に
逃
げ
て
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ね
。 

 

そ
し
て
そ
の
あ
と
、
ま
た
た
ど
り
た
ど
っ
て
福
島
県
に(

そ

の
坊
様
が
ね)

長
福
寺
を
建
て
た
そ
う
だ
。 

    
 

 

狐 

火 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻お

ぎ)
 

 
 

 

  

お
ら
の
子
供
時
分
ま
で
は
ね
、
狐
っ
て
や
つ
あ
、
火
を
つ

け
ち
ゃ
あ
歩
く
で
分
か
る
だ
。
狐
の
灯
籠

と
う
ろ
う

ぞ
ろ
い
だ
、
な
ん

て
言
っ
て
、
お
れ
は
こ
っ
ち
で
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ね
。
そ

れ
は
ね
、
最
初
は
ひ
と
つ
っ
き
り
し
か
な
い
だ
。
火
が
。
そ
の
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次
に
二
つ
に
な
ら
、
三
つ
に
な
り
、
し
ま
い
に
は
二
十
か
ら

三
十
も
、
ず
っ
と
並
ん
で
つ
い
て
く
だ
ね
。 

    
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)
 

 
 

 

  

昔
は
、
狐
は

朧
お
ぼ
ろ

月
夜
に
は
必
ず
誰
か
化
か
し
た
っ
て
。
人

間
の
持
っ
て
る
も
の
が
欲
し
い
の
か
、
油
揚
げ
豆
腐
と
か
、

油
っ
こ
い
も
の
持
っ
て
り
ゃ
、
そ
の
匂
い
を
嗅
ぎ
つ
け
ち
ゃ

あ
、
つ
い
て
歩
い
ち
ゃ
あ
、
提
灯
持
っ
て
る
と
、
つ
い
て
歩
い

ち
ゃ
あ
、
ろ
う
そ
く
を
み
な
と
っ
て
食
っ
ち
ま
う
。
狐
が
。 

    

 
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  

下
の
そ
う
ま
さ
の
家う

ち

で
、
木
を
削
っ
て
乾
か
し
と
き
ゃ
あ
、

そ
こ
へ
化
か
し
た
人
を
連
れ
て
っ
て
、
そ
の
木
の
間
の
と
こ

ろ
に
入
れ
と
い
て
、
馬
糞
や
そ
う
い
う
の
を
拾
っ
て
き
ち
ゃ

あ
、
目
の
前
へ
並
べ
て
食
べ
さ
せ
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
や

っ
た
っ
て
。 

    
 

 

馬
鹿
む
こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  

昔
、
馬
鹿
な
む
こ
に
、
嫁
様
も
ら
っ
て
き
た
。
そ
の
嫁
様

の
う
ち
じ
ゃ
あ
、
い
い
馬
買
っ
た
っ
て
い
う
が
、
そ
れ
を
褒

め
に
行
き
ゃ
あ
、
馬
を
見
せ
る
が
、
こ
れ
は
い
い
馬
だ
っ
て
、
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そ
う
や
っ
て
褒
め
て
り
ゃ
い
い
っ
て
。
あ
あ
で
も
な
い
、
こ

う
で
も
な
い
っ
て
言
っ
て
な
い
で
、
黙
っ
て
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
っ
て
教
わ
っ
て
、
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
、
教
わ
っ
た
こ

と
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
。 

 

「
兄
さ
ん
、
今
度
馬
買
っ
た
が
見
て
く
ん
ね
え
か
い
」 

 

「
そ
う
か
い
。
そ
れ
は
ま
あ
、
見
せ
て
ご
ら
ん
」 

っ
て
。
そ
れ
で
引
き
出
し
て
馬
を
見
せ
た
。 

 

「
こ
れ
は
い
い
馬
だ
ね
え
。
け
っ
こ
う
な
馬
だ
」 

っ
て
。
最
初
は
褒
め
た
っ
て
。 

 

そ
し
た
ら
、
あ
そ
こ
へ
仏
壇
も
こ
し
た
で
、
仏
壇
へ
、 

 

「
い
い
仏
壇
こ
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
惜
し
い
こ
と
に
ひ
と

つ
節
穴
が
あ
る
。
こ
れ
は
仏
壇
だ
で
、
他
の
も
の
貼
る
わ
け

に
い
か
ね
え
で
、
善
光
寺
様
の
御
札
で
も
貼
っ
と
け
ば
い
い

わ
ね
」 

っ
て
。 

 

「
こ
り
ゃ
あ
い
い
む
こ
だ
。
利
口
な
む
こ
だ
。
馬
見
て
く
れ
」 

っ
て
ん
で
、
馬
見
た
ら
、 

 

「
こ
り
ゃ
あ
、
け
っ
こ
う
な
馬
だ
」 

っ
て
。
そ
し
て
さ
ん
ざ
ん
馬
を
見
て
回
っ
て
、
し
め
え
に
行

っ
て
し
っ
ぽ
持
ち
上
げ
た
ら
、
ケ
ツ
の
穴
が
あ
っ
た
っ
て
。 

 

「
こ
り
ゃ
あ
惜
し
い
馬
だ
。
こ
の
穴
あ
る
の
、
善
光
寺
の
御

札
貼
れ
ば
い
い
」 

っ
て
。 

 

「
こ
ん
な
馬
鹿
に
お
母
ち
ゃ
ん
く
っ
つ
け
と
く
と
、
何
す
る

か
わ
か
ら
ね
え
。
と
っ
ち
ま
え
」 

っ
て
と
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
。 

    
 

食
わ
ず
女
房 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  
こ
の
ア
ル
プ
ス
、
西
山

に
し
や
ま

が
こ
の
西
の
方
に
あ
る
で
ね
。
西

山
か
ら
鬼
が
来
る
っ
て
言
っ
た
り
ね
。
五
月
の
節
句
の
と
き
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に
は
、
昔
は
き
れ
い
な
女
の
鬼
が
女
に
化
け
て
来
る
。 

 

「
お
れ
は
食
べ
物
を
食
べ
な
い
で
仕
事
を
し
て
や
る
。
そ
れ

で
う
ち
に
置
い
て
使
っ
て
く
れ
」 

っ
て
来
た
っ
て
。
そ
り
ゃ
あ
、
食
べ
物
食
べ
な
い
で
仕
事
し

て
く
れ
る
の
は
い
い
ね
。
そ
れ
で
、
や
っ
て
み
ろ
っ
て
い
う

話
に
な
っ
て
ね
。
そ
れ
で
頼
ん
で
お
い
た
ら
、
そ
う
や
っ
て

飯
食
わ
な
い
で
、
仕
事
を
人
の
何
倍
も
や
る
。 

 

そ
れ
で
、
置
い
と
い
た
ら
、
そ
ん
な
に
人
間
て
も
の
は
仕

事
ば
か
り
し
て
、
食
べ
物
食
べ
な
い
で
い
ら
れ
る
か
っ
て
。

そ
れ
で
亭
主
が
町
に
出
る
支
度

し

た

く

を
し
て
、
そ
れ
で
町
に
行
か

な
い
で
、
そ
の
う
ち
の
梁は

り

の
高
い
所
に
上
っ
て
見
て
た
。
そ

う
し
た
ら
、
な
る
ほ
ど
大
き
な
釜
に
火
を
焚
き
つ
け
て
、
ご

飯
を
ぐ
つ
ぐ
つ
よ
く
煮
た
。
そ
れ
で
、
ご
飯
を
ど
う
す
る
の

か
と
思
っ
て
上
で
見
て
た
ら
、
黙
っ
て
見
て
た
ら
、
頭
を
わ

ん
わ
ん
と
分
け
て
、
頭
へ
、
頭
の
真
ん
中
へ
大
き
な
し
ゃ
も

じ
持
っ
て
き
て
、
ふ
い
っ
て
そ
の
ご
飯
吸
い
込
む
。
頭
の
真

ん
中
に
穴
あ
い
て
い
て
、
そ
こ
へ
ふ
い
っ
て
吸
い
込
む
。 

 

こ
れ
は
お
っ
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

い
ら
れ
る
か
と
思
っ
て
た
ら
、
そ
れ
は
魔
物
な
ん
で
、
人
の

気
に
感
づ
い
て
、 

 

「
お
れ
の
正
体
見
た
で
、
た
だ
じ
ゃ
お
か
な
い
」 

っ
て
わ
け
で
黙
っ
て
下
り
て
き
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
、 

 

「
お
れ
の
言
う
も
の
を
こ
っ
ち
に
寄
せ
ろ
」 

っ
て
。
そ
し
て
は
ん
ぎ
り
、
は
ん
ぎ
り
っ
て
桶
の
深
さ
が
一

尺
五
寸
ば
か
り
あ
っ
て
、
直
径
が
二
尺
五
寸
も
あ
る
、
で
か

い
は
ん
ぎ
り
、
そ
れ
を
し
ょ
っ
て
、
そ
れ
を
頭
の
上
へ
乗
せ

て
、
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
亭
主
っ
て
や
つ
を
し
ょ
い
こ
ん

で
、
は
ん
ぎ
り
の
中
し
ょ
い
こ
ん
で
、
そ
し
て
西
山
の
方
へ

ど
ん
ど
ん
ま
っ
し
ぐ
ら
。 

 

そ
れ
で
、
こ
れ
は
鬼
に
連
れ
て
行
か
れ
て
食
わ
れ
ち
ま
う

っ
て
一
所
懸
命
も
が
い
て
、
こ
こ
ら
で
落
ち
て
い
い
と
思
っ

て
、
這は

い
出
し
て
下
へ
す
と
ん
と
落
ち
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
、

よ
も
ぎ
や
菖
蒲

し
ょ
う
ぶ

が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
る
沼
へ
落
ち
た
っ
て
。 
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そ
し
て
、
女
鬼
は
向
こ
う
へ
着
い
て
み
た
ら
、
亭
主
が
い

な
く
て
ガ
ラ
ー
ン
と
し
て
る
か
ら
、
落
と
し
た
ろ
う
っ
て
、

あ
わ
て
て
拾
い
に
行
っ
て
、
来
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
よ
も
ぎ

と
菖
蒲
の
中
に
い
た
。 

 

「
こ
れ
は
ど
う
し
た
っ
て
、
俺
は
よ
も
ぎ
と
菖
蒲
の
匂
い
で

も
っ
て
中
へ
入
れ
ね
え
」 

っ
て
。
そ
れ
で
帰
っ
て
っ
た
っ
て
。 

 

ち
ょ
う
ど
そ
れ
が
五
月
五
日
の
日
で
、
こ
こ
で
は
昔
か
ら
、

よ
も
ぎ
と
菖
蒲
を
屋
根
の
棒
に
差
し
て
、
そ
し
て
お
節
句
を

祝
っ
た
も
の
で
す
。 

    
 

 

猿
と
カ
ニ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  

猿
と
カ
ニ
は
最
初
、
仲
が
よ
か
っ
た
の
か
な
あ
、
カ
ニ
と

猿
が
遊
ん
で
歩
い
て
て
、
猿
は
柿
の
種
を
拾
う
。
カ
ニ
は
握

り
飯
を
拾
っ
た
。
猿
の
方
は
そ
れ
が
欲
し
か
っ
た
で
、
カ
ニ

を
だ
ま
く
ら
か
し
て
握
り
飯
を
と
っ
て
、
自
分
で
食
っ
ち
ま

っ
て
。 

 

「
こ
れ
を
植
え
と
い
て
、
柿
を
な
ら
せ
ろ
。
柿
が
な
り
ゃ
あ
、

俺
が
ま
た
来
て
採
っ
て
や
る
」 

っ
て
だ
ま
し
て
、
柿
の
種
を
猿
が
カ
ニ
に
や
っ
て
、
そ
れ
で

カ
ニ
は
一
所
懸
命
植
え
て
、
水
を
毎
日
の
よ
う
に
や
っ
て
、

わ
け
な
く
出
て
き
て
大
き
く
な
っ
て
、
柿
が
な
る
よ
う
に
な

っ
た
っ
て
。 

 

そ
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
向
こ
う
の
山
か
ら
、
柿
が
柔
ら
か

く
実
っ
た
ん
で
、
猿
が
見
つ
け
て
採
り
に
来
た
。
そ
し
て
、 

 

「
柿
が
赤
く
な
っ
た
ん
で
、
採
っ
て
く
れ
る
」 

っ
て
登
っ
て
、
一
生
懸
命
採
っ
て
、
て
め
え
で
ぐ
し
ゃ
ぐ
し

ゃ
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
食
っ
ち
ゃ
下
へ
落
と
し
て
る
。 

 
「
俺
が
せ
っ
か
く
な
ら
し
た
の
に
、
食
い
散
ら
か
し
に
し
な

い
で
、
俺
に
も
甘
い
や
つ
ひ
と
つ
採
っ
て
よ
こ
し
て
く
れ
よ
」 
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っ
て
。
そ
れ
で
最
初
は
青
い
、
赤
く
ね
え
渋
い
や
つ
よ
っ
ち

ゃ
あ
投
げ
て
。 

 

「
こ
れ
は
渋
く
て
い
け
ね
え
や
。
も
っ
と
赤
い
や
つ
を
採
っ

て
く
れ
や
」 

っ
て
。
そ
し
た
ら
、 

 

「
今
度
は
甘
い
や
つ
や
る
ぞ
」 

っ
て
。
甘
い
の
を
や
る
と
き
は
、
カ
ニ
を
め
が
け
て
、
柿
を
上

か
ら
パ
シ
ー
ン
と
投
げ
て
や
る
。
最
初
は
当
た
ら
な
ん
だ
。

そ
の
う
ち
コ
チ
ン
と
カ
ニ
に
当
た
っ
た
ら
、
カ
ニ
が
つ
ぶ
れ

ち
ゃ
っ
て
。
中
か
ら
子
ガ
ニ
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
。 

 

そ
れ
で
子
ガ
ニ
が
泣
い
て
い
た
ら
、
仲
間
の
人
が
、 

 

「
何
で
泣
く
だ
」 

っ
て
。
そ
れ
で
、 

 

「
猿
に
柿
を
ぶ
つ
け
ら
れ
て
傷
に
な
っ
た
」 

っ
て
言
う
。
そ
れ
で
仲
間
が
寄
っ
て
。
カ
ニ
に
臼う

す

、
そ
れ
か
ら

蜂は
ち

も
仲
間
に
な
っ
て
。
栗
も
来
た
っ
て
。
み
ん
な
で
カ
ニ
を

な
だ
め
て
、
そ
れ
で
仇
討

か
た
き
う

ち
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
で
、
ま
あ
今
日
は
寒
く
な
っ
て
き
た
で
、
き
っ
と
、
猿

は
来
て
火
を
焚
い
て
あ
た
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
み
ん
な

手
分
け
を
し
て
、
仇
討
ち
の
手
分
け
を
し
て
。
カ
ニ
と
蜂
と

臼
と
牛
の
糞
。
牛
の
糞
て
い
う
の
は
、
や
わ
こ
く
て
、
猿
が

乗
っ
て
も
だ
れ
が
乗
っ
て
も
滑
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
転
ぶ
よ
う

に
な
る
で
、
み
ん
な
で
分
け
て
。
蜂
と
カ
ニ
は
水
が
め
へ
、
猿

が
来
る
の
を
待
っ
て
る
。
そ
れ
か
ら
栗
は
、
囲
炉
裏

い

ろ

り

へ
隠
れ

て
、
猿
が
寒
い
っ
て
来
て
火
に
あ
た
る
そ
ん
と
き
、
飛
ん
で

猿
に
火
傷

や

け

ど

さ
せ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
に
し
て
、
役
割
り
決
め

た
ら
、 

 

「
あ
あ
寒
い
寒
い
」 

っ
て
言
っ
て
、
あ
わ
て
て
猿
が
来
て
、
火
を
焚
い
て
、
か
ま
す

へ
あ
た
っ
た
ら
、
カ
ー
ン
と
栗
が
出
て
、
そ
の
勢
い
で
、
猿
の

腹
の
毛
の
抜
け
て
る
腹
へ
飛
び
つ
い
て
、
そ
れ
で
火
傷
さ
せ

た
。 

 
「
こ
り
ゃ
あ
い
け
ね
え
。
よ
し
、
早
く
水
が
め
の
と
こ
ろ
へ

行
っ
て
水
つ
け
よ
う
」 
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と
思
っ
て
行
っ
た
ら
、
蜂
に
チ
ク
ン
と
刺
さ
れ
た
り
、
カ
ニ

に
か
じ
ら
れ
た
り
。
痛
え
と
こ
ろ
ま
た
、 

 

「
こ
り
ゃ
あ
早
く
出
て
、
向
か
い
の
山
へ
も
逃
げ
よ
う
」 

っ
て
。
そ
れ
で
外
へ
出
て
行
っ
た
ら
、
牛
の
糞
を
門
の
入
り

口
に
あ
げ
と
い
て
、
臼
は
上
へ
上
が
っ
と
く
。
そ
れ
で
あ
わ

て
て
飛
ん
で
で
て
っ
て
、
猿
が
飛
ん
で
出
て
っ
て
、
下
に
い

た
牛
の
糞
で
も
っ
て
転
ん
で
、
ベ
タ
ン
て
転
ん
で
。 

 

「
こ
ん

（
こ
の
）

と
き
だ
」 

っ
て
言
っ
て
臼
が
、
上
に
待
っ
て
た
か
ら
、
ド
シ
ン
と
落
ち

て
猿
を
つ
ぶ
し
ち
ま
っ
た
。
そ
ん
で
、
み
ん
な
で
寄
っ
て
仇

を
と
っ
た
。 

      

 
 

 

六
地
蔵
の
由
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  

（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）
間
の
所
に
、
今
で
も
立
っ

て
る
だ
い
に
、
あ
れ
は
ね
、
そ
の
、
あ
み
の
部
落
の
衆
が
、
あ

っ
ち
で
も
こ
っ
ち
で
も
子
供
が
亡
く
な
っ
た
な
ん
て
も
ん
だ

ね
、
子
供
が
弱
い
っ
て
も
ん
で
、
あ
れ
は
六
地
蔵
様
を
た
て

て
信
心
す
り
ゃ
子
供
が
無
事
に
育
つ
と
い
う
ん
で
、
そ
れ
で
、

あ
あ
い
う
も
の
を
た
て
た
。 

 

六
地
蔵
っ
て
、
ひ
と
つ
の
石
の
こ
う
、
物
語
っ
て
、
そ
れ
、

六
人
地
蔵
様
が
、
六
人
き
り
、
切
り
込
ん
で
あ
る
だ
。
そ
れ

で
六
地
蔵
と
言
っ
た
ん
だ
ね
。 

 

そ
う
や
っ
て
、
あ
の
、
信
心
し
た
ら
、
あ
の
村
の
部
落
で
、

信
心
を
し
た
も
ん
だ
。 
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狐
に
化
か
さ
れ
た
話
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  

そ
れ
で
、
ど
う
し
て
も
使
い
で
も
っ
て
松
本
へ
こ
れ
か
ら

行
っ
て
こ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
ひ
と
り
で
も
っ
て
、

み
ん
な
で
も
っ
て
、
や
え
が
ま
を
や
っ
た
。
う
す
ひ
き
を
や

っ
た
の
。
や
え
が
ま
を
や
っ
て
い
た
衆
に
、
ま
あ
今
倒
れ
て

こ
こ
へ
来
て
、
や
え
が
ま
を
、
今
始
め
た
と
こ
ろ
が
、
お
前
、

今
帰
っ
た
ら
、
そ
れ
で
う
す
ひ
い
て
た
け
ど
。
ひ
と
り
で
も

っ
て
ご
飯
盛
っ
て
、
ご
飯
じ
ゃ
な
い
や
、
煮
込
み
を
盛
っ
て

食
べ
た
っ
て
。
そ
し
て
松
本
ま
で
こ
れ
か
ら
行
っ
て
こ
な
き

ゃ
な
ら
な
い
ん
で
っ
て
。 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
っ
て
こ
と
は
、
そ
の
、
覚
え
も
あ
る
で
、

出
か
け
に
鉈な

た

、
鉈
を
腰
に
ひ
っ
か
け
て
、
そ
し
て
出
て
行
っ

た
っ
て
言
っ
た
。
そ
れ
で
け
え
っ
て

（

帰

っ

て

）

こ
な
い
っ
て
。
ど
こ
行

っ
た
か
。 

 

「
え
ー
っ
。
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
あ
」 

 

そ
れ
で
ま
た
み
ん
な
が
呼
び
に
出
て
。
そ
し
た
ら
清
兵
衛

っ
て
人
で
、 

 

「
清
兵
衛
や
、
清
兵
衛
や
」 

っ
て
呼
ば
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
最
初
は
返
事
が
な
か
っ
た
っ
て
。

そ
れ
で
後
に
な
っ
て
、
遅
く
な
っ
て
、 

 

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
は
な
い
。
き
っ
と
い
る
ん
だ
。
ど
こ

か
に
い
る
ん
だ
」 

と
呼
ば
っ
て
、
下
っ
て
、
下
に
行
っ
て
、
こ
う
向
こ
う
の
、
こ

の
山
の
向
こ
う
の
水
。
沢
が
、
ひ
の
沢
の
も
と
だ
わ
ね
、
そ
の

沢
の
も
と
の
と
こ
ろ
へ
、
上
に
行
っ
た
ら
、 

 

「
お
い
お
い
」 

っ
て
小
さ
い
音
が
し
て
。
聞
け
た
っ
て
。 

 

そ
し
た
ら
、
こ
の
下
に
い
た
わ
っ
て
。
清
兵
衛
が
い
た
わ
。

狐
に
化
か
さ
れ
た
ん
だ
っ
て
言
っ
て
。
み
ん
な
で
見
つ
け
て

助
け
た
ん
だ
。 

 
こ
う
や
っ
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
狐
に
化
か
さ
れ
て
、
か

こ
い
の
そ
う
ま
さ
が
木
を
削
っ
て
そ
れ
で
積
ん
で
あ
っ
た
。



 40 

枠
組
み
し
て
あ
っ
た
木
に
腰
を
掛
け
て
、
そ
し
て
、 

 

「
俺
は
今
、
か
ず
屋
の
旦
那
様
に
頼
ま
れ
て
松
本
へ
仕
入
れ

に
行
っ
て
く
る
だ
。
そ
れ
で
今
、
茶
屋
に
か
か
っ
て
い
る
と

こ
だ
」 

っ
て
言
っ
て
。 

 

「
な
ん
だ
こ
の
馬
鹿
。
目
の
前
に
並
べ
て
あ
る
の
は
何
だ
と

思
う
だ
、
馬
鹿
」 

 

そ
う
言
っ
て
、
え
ら
い
騒
い
で
い
っ
て
。
並
べ
て
あ
る
焚

き
木
の
上
に
並
べ
て
あ
る
の
、
何
だ
と
思
え
や
。
そ
こ
に
置

い
て
、
馬
糞
を
拾
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
、
石
こ
ろ
拾
っ
た

り
、
角
木
の
上
に
並
べ
て
お
い
て
、
そ
し
て
、 

 

「
俺
は
今
、
茶
屋
へ
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」 

と
言
う
だ
。
こ
の
馬
鹿
。
狐
に
化
か
さ
れ
て
る
ん
だ
わ
。
そ
れ

で
、
鉄
砲
打
ち
に
し
ろ
、
空か

ら

鉄
砲
で
も
っ
て
、
耳
根
っ
こ
に

打
っ
て
、
鉄
砲
打
っ
て
、
そ
れ
で
狐
が
離
れ
て
、
裏
に
連
れ

て
来
た
っ
て
。
そ
れ
が
池
田
か
ら
来
る
、
上
へ
上
っ
て
き
た

話
だ
が
ね
。 

 

先
は
、
池
田
か
ら
来
る
に
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
、
う
す

暗
い
頃
に
な
っ
て
く
に
ゃ
、
油
を
買
っ
て
提
げ
て
来
る
と
か

ね
、
そ
う
い
う
も
の
を
提
げ
て
、
み
ん
な
町
行
っ
た
衆
が
や

っ
て
来
る
だ
。
そ
う
す
る
と
、
先
に
こ
ち
ら
の
衆
、
村
の
衆
は

行
っ
て
、
大
勢
で
も
っ
て
、
今
度
一
緒
に
町
か
ら
上
っ
て
き

た
。
そ
し
た
ら
先
人
が
い
る
と
言
う
。
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
話
し
声
が
す
る
だ
。
だ
か
ら
後
か
ら
、 

 

「
清
兵
衛
や
い
、
清
兵
衛
や
い
」 

っ
て
、
お
ら
た
ち
も
来
た
で
、 

 

「
待
っ
て
く
れ
や
。
お
う
」 

 

俺
、
あ
の
、
池
田
か
ら
ち
ょ
っ
と
寄
っ
た
と
こ
ろ
に
、
水

の
出
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
喉
が
渇
い
た
ん
で
、
こ
こ

ら
の
衆
は
み
ん
な
、
水
飲
ん
じ
ゃ
上
っ
て
き
た
で
や
。
そ
こ

の
こ
と
は
、
水
汲
み
場
っ
て
言
っ
た
、
水
汲
み
場
ま
で
待
っ

て
る
で
な
。
か
け
茶
屋
の
峰
で
待
っ
て
る
か
ら
、
も
と
か
け

茶
屋
の
見
え
て
い
た
、
大
峰
の
峰
っ
ぱ
り
ま
で
上
っ
て
行
っ

て
、
こ
っ
ち
見
て
る
。
そ
こ
ま
で
上
っ
て
行
っ
て
待
っ
て
る
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で
、
早
く
来
い
や
っ
て
。 

 

そ
し
て
、
先
が
ガ
ヤ
ガ
ヤ
話
を
す
る
。
そ
れ
で
清
兵
衛
っ

て
人
も
、
一
所
懸
命
に
急
い
で
来
た
ら
し
い
が
、
狐
に
化
か

さ
れ
て
や
っ
て
る
も
ん
だ
で
、
先
行
く
ん
だ
っ
て
。
本
物
の

人
間
じ
ゃ
ね
え
だ
。
清
兵
衛
な
ら
、
狐
が
離
れ
て
城
に
帰
っ

て
、
そ
う
い
う
話
を
清
兵
衛
っ
て
人
が
や
っ
た
っ
て
い
う
。 

 

そ
れ
で
向
こ
う
へ
い
っ
く
ら
行
っ
て
も
追
い
つ
か
ね
っ
て
。

つ
い
栂
の
尾

つ

が

の

お

ま
で
連
れ
て
か
れ
て
、
追
い
つ
か
ず
に
来
て
。

後
で
話
し
て
、
そ
ん
な
馬
鹿
え
れ
え
目
に
あ
っ
た
。
塞さ

い

の
神

っ
て
い
う
う
ち
が
あ
っ
て
ね
。
栂
の
尾
の
村
の
は
じ
め
に
そ

こ
に
寄
っ
て
、 

 

「
俺
は
今
夜
、
魂(

た
ま)

が
抜
け
て
、
狐
に
化
か
さ
れ
て
、

村
の
衆
が
大
勢
で
も
っ
て
俺
を
待
っ
て
て
、
一
所
懸
命
待
っ

て
ろ
っ
て
言
う
け
れ
ど
、
ど
こ
で
待
っ
て
る
の
か
、
そ
こ
で

待
っ
て
る
っ
て
言
っ
て
。
そ
れ
で
後
か
ら
行
け
ば
、
ま
た
こ

こ
に
上
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
て
待
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
狐

に
化
か
さ
れ
た
」 

っ
て
そ
う
言
っ
て
来
た
っ
て
。
そ
れ
で
う
ち
に
来
て
、 

 

「
そ
れ
は
ま
た
大
変
だ
。
ま
あ
夕
飯
で
も
食
べ
て
早
く
う
ち

行
っ
て
夕
飯
で
も
食
べ
て
寝
ろ
」 

っ
て
。
そ
し
て
行
っ
た
、
そ
こ
を
出
て
う
ち
に
行
っ
て
夕
飯

食
べ
て
。 

 

「
今
度
俺
は
、
ど
う
し
て
も
、
か
ず
屋
の
旦
那
様
に
頼
ま
れ

て
、
松
本
へ
話
に
行
っ
て
こ
な
き
ゃ
い
け
ん
」 

っ
て
。
そ
し
て
、
す
ぐ
飛
び
出
し
て
行
っ
た
っ
て
話
。 

 

そ
れ
が
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
か
ず
屋
の
旦
那
様
に
頼
ま
れ

て
松
本
へ
行
か
な
き
ゃ
、
松
本
へ
は
下
、
行
く
だ
っ
て
、
行

か
な
く
て
、
沢
へ
下
っ
て
っ
ち
ま
っ
て
。
そ
れ
で
、
狐
に
化
か

さ
れ
た
っ
て
。
さ
ん
ざ
ん
そ
う
や
っ
て
狐
が
離
れ
た
ら
、
う

ち
に
連
れ
て
き
て
ね
。
そ
れ
が
も
と
で
、
じ
き
死
ん
じ
ゃ
っ

た
っ
て
。 
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秋
葉
神
社
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
荻)

 
 

 
 

  

秋
葉
様
に
は
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
て
、
今
は
年
寄
り
衆
が

昔
か
ら
秋
葉
様
に
願
い
事
し
て
、
そ
れ
は
ま
あ
確
か
に
不
思

議
な
こ
と
だ
わ
ね
。
迷
信
っ
て
い
う
も
の
の
、
こ
う
い
う
こ

と
は(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

 

 

手
の
甲
が
、
い
っ
ぱ
い
指
の
方
ま
で
両
方
に
イ
ボ
が
で
き

て
る
人
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
の
イ
ボ
に
弱
っ
ち
ま
っ
た
。

い
っ
ぱ
い
イ
ボ
で
こ
す
り
取
る
わ
け
に
い
か
ね
。
そ
れ
を
秋

葉
様
に
頼
ん
で
イ
ボ
落
と
し
を
頼
ん
で
。 

 

秋
葉
様
に
何
歳
に
な
る
男
だ
か
女
だ
か
、
そ
れ
が
イ
ボ
が

で
き
て
困
る
か
ら
、
こ
の
イ
ボ
落
と
し
て
く
れ
と
。
落
と
し

て
く
れ
り
ゃ
芋
の
子

（

む

か

ご

）

、
芋
の
子
知
ら
ね
え
か
。
芋
の
子
っ
て

の
は
長
芋
、
長
芋
の
つ
る
に
丸
い
イ
ボ
み
た
い
な
芋
の
子
が

な
る
で
、
玉
み
た
い
な
、
豆
の
木
の
よ
う
な
玉
が
。
そ
の
玉
を

あ
げ
る
。
玉
を
、
そ
れ
を
閏
年
の
と
き
に
は
十
三
、
普
通
の

年
に
は
月
の
数
、
一
年
の
月
の
数
あ
げ
る
で
、
芋
の
子
あ
げ

る
で
、
是
非
落
と
し
て
く
れ
、
イ
ボ
を
落
と
し
て
く
れ
っ
て

頼
ん
で
。 

 

ま
ず
、
お
そ
ら
く
こ
れ
じ
ゃ
願
掛
け
っ
て
。
こ
う
い
う
の

は
願
掛
け
っ
て
い
う
だ
が
、
願
掛
け
し
て
や
っ
た
ら
こ
の
人

は
治
っ
て
。
こ
の
村
の
、
お
の
も
お
ば
あ
さ
ん
っ
て
い
う
か

な
、
そ
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
ぞ
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
、
こ
こ
か
ら
栂
の
尾
、
中
央
の

学
校
の
あ
る
、
ね
。
あ
の
部
落
の
人
が
、
足
で
も
手
で
も
、
イ

ボ
が
で
き
た
ら
、
ず
っ
と
、
ど
う
か
秋
葉
様
願
掛
け
し
て
も

ら
い
た
い
ん
で
す
が
、
っ
て
頼
ま
れ
て
願
掛
け
し
て
や
っ
た

こ
と
が
あ
る
だ
。
そ
し
て
願
掛
け
し
て
や
っ
た
ら
、
き
れ
い

に
治
っ
た
っ
て
。
治
っ
た
っ
て
分
か
っ
た
ら
、 

 

「
秋
葉
様
に
願
掛
け
し
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
き
れ
い
に

イ
ボ
が
治
っ
ち
ま
っ
た
で
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
」 

 
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
芋
の
子
持
っ
て
心
ば
か
り
の
気
持
ち
、
燈

明
銭
で
も
つ
け
て
あ
げ
と
け
ば
い
い
わ
」 
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っ
て
教
え
て
や
っ
た
ら
、
喜
ん
で
あ
げ
て
き
た
。 

    
 

 

餓
鬼
岳

が

き

だ

け

の
金
貨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵

ろ

く

じ

ぞ

う)
 

 
 

 

  

荒
々
し
い
感
じ
の
山
ね
。
わ
り
あ
い
近
い
と
こ
ろ
に
見
え

る
山
で
、
そ
こ
に
は
埋
蔵
金
の
話
あ
り
ま
す
け
ど
。
池
田
史

話
に
も
そ
こ
に
で
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
な
ん
か
、
私
も
し
っ

か
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
誰
か
が
何
年
か

前
に
、
そ
の
、
一
緒
に
つ
い
て
来
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
行
っ

て
。
そ
し
て
、
ど
こ
か
山
へ
、
餓
鬼
岳
の
と
こ
ろ
で
ね
、
泊
ま

っ
た
と
き
に
そ
の(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

越
後
の
方
か

ら
ど
っ
か
持
っ
て
く
。
そ
の
、
あ
の
、
お
金
を
、
あ
そ
こ
で
遭

難
し
て
、
埋
蔵
し
た
の
か
何
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
そ
の
埋

蔵
金
な
ん
て
話
は
昔
か
ら
あ
る
け
れ
ど
も
。 

 

あ
る
人
が
連
れ
て
行
か
れ
て
、
そ
し
て
夜
、
自
分
が
寝
て

い
る
間
に
ち
ょ
っ
と
そ
の
人
が
外
へ
出
た
も
ん
だ
か
ら
、
そ

っ
と
つ
い
て
っ
た
ら
そ
し
た
ら
、
こ
う
岩
の
穴
み
た
い
な
と

こ
か
ら
ち
ょ
っ
と
石
か
な
ん
か
持
ち
上
げ
て
覗
い
て
み
て
、

伏
せ
て
戻
っ
て
き
た
も
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
へ
行
っ
て
、
覗
い

て
み
た
ら
金
貨
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
そ
の
ま
ん
ま
、
あ
と
す

ぐ
合
わ
し
て
き
て
。
ト
イ
レ
に
起
き
た
ふ
り
し
て
き
て
寝
て
。 

 

そ
れ
で
次
の
日
に
は
戻
っ
て
っ
た
け
ど
、
上
っ
た
道
と
は

違
う
道
か
ら
降
り
て
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
あ
れ
が
ど
の
辺
か

な
あ
っ
て
思
っ
て
一
生
懸
命
見
て
降
り
て
っ
た
け
ど
ね
。
そ

れ
か
ら
十
年
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
そ
の
、
隠
し
た
っ
た
っ
て

人
が
何
か
亡
く
な
っ
た
と
か
だ
も
ん
だ
か
ら
、
自
分
が
そ
の

も
と
の
道
を
頼
っ
て
そ
こ
行
っ
て
み
た
け
ど
、
ど
う
し
て
も

金
貨
の
あ
り
場
所
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
っ
て
。 

 

そ
れ
を
探
し
て
い
る
人
は
今
で
も
い
る
よ
う
で
す
。
軍
資

金
を
。 
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四
人

し

び

と

峠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  

四
人
峠
っ
て
い
っ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
、
し
び

と
沢
と
か
、
し
び
と
峠
と
か
あ
っ
て
ね
。
そ
れ
で
こ
の
私
は
、

そ
れ
は
死
の
つ
く
、
そ
の
死
人
沢
と
か
、
死
人
峠
と
か
、
そ

こ
で
昔
何
か
が
あ
っ
た
の
か
な
あ
と
思
っ
て
ま
し
た
ら
、
そ

う
で
は
な
く
て
、
し
び
と
っ
て
の
は
四
人
の
字
を
書
く
ん
で

す
っ
て
ね
。
だ
か
ら
、
な
ん
か
昔
あ
の
、
四
人
の
侍
が
通
っ
た

と
か
ど
う
と
か
、
そ
う
い
う
あ
の
、
何
と
い
う
の
か
な
、
あ
ん

ま
り
あ
の
、
深
い
意
味
で
は
な
い
み
た
い
で
す
。
あ
の
私
が
、

死
人
沢
、
死
人
沢
っ
て
、
あ
そ
こ
を
い
っ
て
ま
し
た
か
ら
ね
。 

 

だ
か
ら
、
昔
そ
こ
で
あ
の
、
何
か
死
刑
執
行
だ
っ
た
と
か
、

ね
、
何
か
そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。

死
人
が
、
死
人
の
関
係
だ
と
思
っ
た
ら
ね
、
あ
ん
な
山
の
中

で
す
し
ね
。
そ
し
た
ら
、
そ
れ
が
そ
う
で
は
な
い
と
聞
き
ま

し
た
か
ら
。
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
思
っ
て
ま
し
た
か
ら
、
そ

の
辺
の
と
こ
ろ
は
。 

    
 

 

六
地
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  

六
地
蔵
っ
て
い
う
の
は
ね
、
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
、

今
た
っ
て
い
る
こ
の
六
地
蔵
の
お
地
蔵
様
は
、
あ
の
、
向
こ

う
の
方
の
掘
割
り
の
上
に
ね
、
昔
ね
、
何
て
い
っ
た
か
な
あ
、

尼
寺
が
あ
っ
た
ん
で
す
っ
て
。
そ
れ
で
ど
の
尼
寺
に
、
あ
の
、

あ
っ
た
、
よ
く
お
寺
の
門
前
に
は
六
地
蔵
様
っ
て
あ
り
ま
す

よ
ね
、
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
、
た
て
て
持
っ
て
き
た
っ
て
人

も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。 

 
そ
の
人
の
話
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
（
広
津

ひ

ろ

つ

の
）
北

足
沼
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
ら
北
足
沼
の
人
が
ね
、



 45 

あ
の
、
そ
こ
か
ら
持
っ
て
き
て
ね
、
そ
の
門
前
に
ね
、
あ
の
両

側
に
あ
っ
た
も
の
を
持
っ
て
き
て
、
ひ
と
つ
は
こ
こ
へ
置
い

て
、
ひ
と
つ
は
向
こ
う
へ
持
っ
て
っ
た
て
。
重
い
か
ら
置
い

た
っ
て
そ
こ
に
。 

 

藤
尾
の
観
音
様
っ
て
い
っ
て
、
あ
そ
こ
の
本
尊
様
が
あ
っ

て
、
な
ん
て
い
っ
た
か
ね
え
。
何
か
国
宝
だ
か
国
の
重
要
文

化
財
だ
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
ね
、
何
か
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
、
こ
こ
の
真
正
面
の
藤
尾
っ
て
と
こ
ろ
に
観
音

像
っ
て
あ
っ
て
ね
。
そ
こ
に
何
か
、
い
い
仏
像
が
あ
る
ら
し

い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
そ
こ
の
真
正
面
で
、
こ
う
、
昔
は

あ
の
使
っ
た
も
の
馬
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
、
往
来
に
、
広
津

か
ら
池
田
行
く
の
に
荷
物
を
運
ぶ
の
に
も
人
を
乗
せ
る
の
に

も
ね
。
馬
で
通
っ
て
、
こ
こ
を
乗
っ
た
ま
ま
通
る
と
、
そ
の
、

う
ん
と
気
の
荒
い
観
音
様
で
、
あ
の
、
ど
う
し
た
、
落
ち
た

と
か
、
馬
か
ら
落
ち
た
。
そ
ん
な
話
も
聞
い
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
ね
。 

 

 
 

 

こ
た
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  

南
の
国
の
人
が
北
に
来
た
と
き
、
中
入
っ
た
ら
、
ご
主
人

が
、
真
ん
中
に
、
四
角
い
も
の
が
置
い
て
あ
っ
て
、
ど
う
ぞ
お

入
り
く
だ
さ
い
っ
て
っ
か
ら
、
じ
ゃ
あ
入
ろ
う
っ
て
、
裸
に

な
っ
て
入
っ
た
っ
て(

笑)
 

    
 

 

継
子

ま

ま

こ

落
と
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  

継
子
落
と
し
っ
て
の
は
ね
、
昔
、
あ
の
、
何
と
い
う
か
、
見

た
目
に
は
、
こ
う
、
き
れ
い
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
怖

い
よ
う
な
崖
が
あ
り
ま
し
て
ね
、
そ
こ
か
ら
、
昔
、
継
母

ま
ま
は
は

が
、

子
供
を
突
き
落
と
し
た
っ
て
と
か
ね
。 
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登
波
離

と

は

り

橋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  

登
波
離
橋
っ
て
の
は
、
昔
、
あ
そ
こ
に
、
何
て
お
城
だ
っ

た
か
な
、
お
城
が
あ
っ
て
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
、
あ
れ
か

ね
ー
、
殿
様
の
、
何
と
い
う
か
、
愛
妾

あ
い
し
ょ
う

と
い
う
か
、
お

妾
め
か
け

さ

ん
と
い
う
、
ね
、
そ
う
い
う
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
ね
。 

 

あ
の
、
そ
こ
は
、
す
ご
く
怖
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
ね
、
あ

の
、
谷
で
ね
、
突
き
落
と
し
て
、
あ
の
ー
、
そ
こ
へ
、
突
き
落

と
そ
う
と
誘
っ
た
ら
そ
れ
を
、
あ
の
、
何
だ
、
感
じ
と
っ
て

ね
。
そ
の
人
が
、
そ
れ
で
、
あ
の
自
分
の
着
物
の
裾
と
、
奥
方

の
着
物
の
裾
と
、
あ
の
、
十
針

と

は

り

縫
っ
て
、
縫
い
合
わ
せ
て
お

っ
た
ら
、
そ
の
お
妾
さ
ん
も
死
ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど
、
奥
方
の

方
も
、
ひ
っ
ぱ
り
落
と
さ
れ
て
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
い
う

よ
う
な
、
そ
ん
な
、
あ
れ
で
、
十
針(

と
は
り)

、
十
針(

と
わ

り)

の
、
登
波
離
橋(

と
は
り
ば
し)

。 

 

 
 

 

箸
塚

は
し
つ
か

伝
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  

あ
の
ー
、
た
ぶ
ん
、
中
沢
さ
ん
と
こ
行
っ
て
、
お
聞
き
し

た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
箸
塚
を
私
た
ち
は
、
昔
か
ら
、

武
田
信
玄
が
こ
の
辺
で
も
っ
て
、
あ
の
上
杉
謙
信
と
武
田
信

玄
の
戦
争
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の

と
き
に
ね
、
武
田
信
玄
の
子
供
か
何
か
が
、
こ
こ
で
亡
く
な

っ
て
、
た
ぶ
ん
、
そ
れ
で
も
遺
体
は
、
向
こ
う
へ
持
っ
て
行
っ

た
と
思
う
け
れ
ど
、
亡
く
な
っ
た
と
き
か
何
か
知
ら
な
い
け

ど
も
、
そ
こ
へ
、
あ
の
、
何
か
、
銀
の
箸
が
埋
め
て
あ
る
っ
て

話
、
で
ね
。
そ
れ
で
昔
、
そ
れ
は
あ
の
ー
、
こ
の
前
見
に
行
っ

て
分
か
っ
た
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
か
、
見
に
行
く
っ
て
、
お

っ
し
ゃ
っ
た
こ
の
前
い
ら
し
た
人
が
、
そ
れ
で
ね
、
よ
く
分

か
っ
た
か
な
、
ど
う
し
た
か
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
。 

 
松
の
木
、
こ
ろ
ん
っ
じ
ゃ
っ
て
い
る
も
ん
で
ね
。
そ
れ
で

も
、
多
少
そ
の
下
に
塚
ら
し
い
も
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
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け
ど
、
分
か
っ
た
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
か
・
・
・
そ
う
で
す

ね
、
だ
い
た
い
ね
。
前
は
、
松
の
木
で
す
ぐ
分
か
っ
た
ん
だ
け

ど
も
、
こ
う
、
か
し
い
で
て
、
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
み
た
い
だ
か

ら
、
分
か
る
か
し
ら
、
ど
う
し
た
か
し
ら
と
思
っ
て
た
ん
で

す
け
ど
、
い
っ
ぺ
ん
い
ら
し
て
、
分
か
っ
た
か
ど
う
か
っ
て

こ
と
お
聞
き
し
な
か
っ
た
ん
で
、
分
か
っ
た
か
な
あ
と
思
っ

た
け
ど
・
・
・ 

 

銀
の
箸
が
埋
め
て
あ
る
っ
て
こ
と
で
ね
、
そ
の
銀
の
箸
を

取
り
出
そ
う
と
し
て
、
昔
か
ら
掘
っ
た
人
、
掘
ろ
う
と
し
た

人
が
何
人
か
い
る
ん
で
す
っ
て
。
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
ー
、
掘

ろ
う
と
す
る
と
怪
我
を
し
た
り
病
気
に
な
っ
て
き
た
り
し
て

ね
。
あ
の
ー
、
そ
れ
で
、
ほ
れ
、
そ
の
ま
ま
で
掘
っ
て
、
銀
の

箸
を
掘
り
出
し
た
っ
て
人
は
、
あ
の
ー
、
な
か
っ
た
っ
て
い

う
の
は
、
私
が
昔
か
ら
聞
い
て
た
話
で
ね
。
大
部
分
の
人
が
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
ー
、
中

沢
さ
ん
が
ね
、
あ
の
ー
、
こ
こ
の
広
津
の
史
跡
を
調
べ
て
ま

し
て
ね
。
そ
の
人
が
言
う
に
は
、
あ
の
ー
、
ん
ー
と
ね
、
向
こ

う
か
ら
来
る
と
、
け
ず
・
・
・
岩
を
こ
う
な
っ
て
た
ら
し
い
と

こ
ろ
を
、
こ
う
、
掘
り
割
っ
て
、
道
を
作
っ
て
あ
る
け
ど
、
こ

っ
ち
の
道
を
広
げ
る
た
め
に
岩
を
崩
し
て
い
る
と
こ
ろ
あ
り

ま
し
た
で
し
ょ
う
、
ね
え
、
坂
ず
ー
っ
と
上
っ
て
き
た
あ
そ

こ
が
、
掘
割
り
っ
て
い
っ
て
ま
す
け
れ
ど
ね
。
あ
の
、
ち
ょ
っ

と
向
こ
う
の
上
あ
た
り
に
ね
、
一
里
塚
が
あ
る
ん
で
す
っ
て
。 

 

池
田
か
ら
来
た
、
あ
の
ー
、
そ
れ
で
ね
、
そ
こ
か
ら
数
え

て
み
て
、
そ
の
ー
、
一
里
塚
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
言
っ
て
、
一

里
塚
っ
て
い
う
と
、
道
の
両
側
に
塚
を
お
い
て
、
そ
れ
で
、

あ
る
け
れ
ど
も
、
片
っ
方
し
か
な
い
、
一
つ
し
か
な
い
け
れ

ど
も
ね
。
そ
れ
は
、
道
の
変
化
か
な
ん
か
の
関
係
で
な
く
な

っ
た
。
そ
の
ー
、
そ
の
一
里
塚
と
い
う
も
の
が
ね
。
何
と
、
中

沢
さ
ん
の
言
う
に
は
、
ん
ー(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

こ

こ
か
ら
東
と
か
、
西
と
か
っ
て
、
そ
う
い
う
、
あ
の
ー
目
標
に

な
る
も
の
が
、
近
く
で
な
く
て
ね
、
ち
ょ
っ
と
遠
く
で
も
っ

て
、
そ
の
ー
、
や
っ
て
あ
っ
て
、
あ
の
辺
に
一
里
塚
が
、
ど
う

し
て
も
あ
る
は
ず
だ
と
。
そ
れ
だ
も
ん
だ
か
ら
ね
。
そ
の
ー
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何
と
い
う
か
、
武
田
信
玄
の
銀
の
箸
っ
て
の
は
、
ま
あ
、
伝

説
み
た
い
な
そ
ん
な
感
じ
で
、
一
里
塚
が
本
当
じ
ゃ
な
い
か

っ
て
話
は
聞
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
っ
て
。
そ
ん
な

そ
れ
も
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、
そ
の
一
里
塚
っ
て
も
の

が
他
に
な
い
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
調
べ
て
も
ね
、
な
い
し
、
昔

の
あ
の
道
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
一
里
塚
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

っ
て
。 

 

そ
れ
は
、
私
も
、
好
き
な
も
ん
だ
か
ら
ね
、
話
を
。
そ
う
し

た
ら
、
中
沢
さ
ん
は
、
私
に
い
つ
や
ら
・
・
・
主
人
と
仲
良
く

て
、
友
だ
ち
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
て
た
も
ん
で
す
か
ら
ね
、

今
で
も
出
て
け
ば
寄
っ
て
お
茶
を
飲
ん
で
く
っ
て
、
あ
れ
な

も
ん
で
す
。
で
す
か
ら
来
れ
ば
、
あ
れ
っ
て
、
話
を
好
き
で
。

そ
の
と
き
に
ね
、
何
か
話
の
つ
い
で
に
、
あ
の
ー
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
っ
て
、
中
沢
さ
ん
は
そ
う
言
っ
た
か
ら
、
そ

れ
が
一
番
本
当
の
話
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
た
ら
ね
、
そ
う

し
た
ら
、
そ
の
、
中
沢
さ
ん
に
聞
い
た
。 

 

こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
前
か
な
あ
。
あ
れ
は
、
昔
、
こ
こ
で
、

疫
病
が
は
や
っ
た
と
き
に
ね
、
そ
の
ー
、
疫
病
で
も
っ
て
亡

く
な
っ
た
人
の
お
箸
を
、
み
ん
な
集
め
て
ね
、
そ
し
て
あ
の
、

あ
そ
こ
へ
封
じ
込
め
た
っ
て
い
う
か
、
拝
ん
で
も
ら
っ
て
ね
、

そ
れ
で
、
あ
の
ー
、
埋
め
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
箸
塚
っ
て
い
う

ん
だ
っ
て
話
を
聞
い
て
、
た
ぶ
ん
、
そ
の
話
を
聞
い
た
も
ん

で
、
中
沢
さ
ん
に
、
私
が
、
あ
の
箸
塚
っ
て
の
は
、
私
は
銀
の

箸
が
い
け
て
あ
る
っ
て
話
を
聞
い
て
た
け
れ
ど
、
こ
な
い
だ

ち
ょ
っ
と
話
聞
い
た
ら
、
そ
う
い
う
疫
病
の
人
の
亡
く
な
っ

た
人
の
箸
を
封
じ
込
め
て
あ
る
っ
て
。 

 

そ
の
ー
、
何
か
、
し
ま
る
と
ね
、
あ
の
ー
、
何
か
、
病
気
に

な
っ
た
り
、
怪
我
を
し
た
り
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
ね
。
そ

れ
で
、
あ
れ
だ
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
説
も
あ
る
け
ど
、
ま

あ
、
そ
っ
ち
の
方
が
本
当
く
さ
い
か
ね
っ
て
言
っ
た
ら
、
俺

は
一
里
塚
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
、
そ
う
や
っ
て
言
い
出
し
た
。

ど
う
し
て
も
、
そ
こ
は
、
あ
の
、
掘
割
り
の
上
の
辺
り
に
一

里
塚
、
そ
れ
は
確
か
に
一
里
塚
が
あ
る
ん
で
す
っ
て
。 

 

そ
れ
で
、
そ
こ
か
ら
数
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
あ
の
辺
り
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に
あ
る
は
ず
だ
け
ど
、
他
に
一
里
塚
ら
し
い
も
の
が
な
い
か

ら
、
一
里
塚
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
だ
か
ら
、
ま
あ
、
そ
の
一
里

塚
の
と
こ
ろ
へ
お
箸
を
封
じ
込
め
て
、
そ
れ
で
、
そ
の
、
箸

塚
と
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
あ
の
ー
、
ど
っ
ち
に

し
て
も
、
塚
が
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
た
だ
の
あ
れ
じ
ゃ
な
く

て
、
そ
う
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ね
え
な
あ
っ
て
。 

 

た
だ
、
そ
れ
は
、
私
た
ち
だ
け
の
考
え
で
、
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
伝
説
的
な
話
だ
け
で
、
た
だ
、

一
里
塚
で
も
あ
り
、
箸
塚
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
、

い
う
だ
け
の
話
な
ん
で
す
。
で
、
こ
の
話
を
、
こ
う
い
う
は
っ

き
り
し
た
話
で
も
っ
て
（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）
そ
の

話
を
聞
い
て
る
っ
て
だ
け
で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
誰
も

分
か
ら
な
い
で
、
箸
塚
は
、
そ
の
く
ら
い
の
と
こ
ろ
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
ね
。 

 

中
ノ
貝
（
池
田
町
広
津
中
ノ
貝
）
に
も
、
私
、
あ
の
ー
、
親

戚
の
お
じ
い
さ
ん
か
ら
ね
、
聞
い(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

六
十
い
く
つ
で
、
何
年
か
前
に
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
さ
ん
が

ね
、
そ
の
、
中
ノ
貝
の
下
に
石
碑
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
そ
の

武
田
信
玄
の
息
子
が
一
人
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
あ
の
、

言
い
伝
え
ね
。
そ
こ
に
、
何
か
石
碑
ら
し
い
も
の
は
あ
る
っ

て
言
っ
て
、
私
も
行
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
た
け
ど
、
行
っ

て
み
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
い
う
話
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
も
ん
で
、
何
か
そ
れ
、
そ
の
、
あ
れ
と
、
こ
の

箸
塚
の
銀
の
箸
っ
て
の
は
、
何
か
一
緒
・
・
・
箸
が
埋
ま
っ
て

る
っ
て
い
う
か
ら
一
緒
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
あ
。 

 

じ
ゃ
あ
や
っ
ぱ
り
、
向
こ
う
が
本
当
な
の
か
ど
う
か
は
知

ら
な
い
け
ど
、
何
か
、
石
碑
ら
し
い
も
の
は
あ
る
っ
て
。
私
の

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
ね
、
昔
あ
る
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
け
ど

ね
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
そ
れ
が
銀
の
箸
に
な

っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
言
っ
て
。
何
か
、
昔
の
こ
と
だ
か
ら
、
疫
病

で
死
ん
だ
人
の
お
箸
を
埋
め
て
、
も
う
こ
れ
以
上
、
疫
病
が

は
や
ら
な
い
よ
う
に
っ
て
拝
ん
で
、
封
じ
込
め
た
っ
て
話
は
、

何
か
本
当
っ
ぽ
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
し
ね
。
そ
れ
を
一
里

塚
へ
埋
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
っ
て
、
あ
の
、
た
だ
、
そ
の
繋
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が
り
を
考
え
る
と
ね
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

言
い
伝
え
な
も
ん
で
す
か
ら
ね
、
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。 

    
 

 

落
人
伝
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
池
田
町
・
六
地
蔵)
 

 
 

 

  

中
ノ
貝
っ
て
と
こ
ろ
に
は
ね
、
あ
の
ー
全
部
北
条
な
ん
で

す
よ
ね
。
今
、
き
た
じ
ょ
う
っ
て
読
ま
れ
て
ま
す
け
ど
ね
。
全

部
北
条
で
そ
れ
で
お
寺
が
ね
え
、
あ
の
、
あ
そ
こ
行
っ
て
み

る
と
分
か
り
ま
す
け
ど
ね
。 

 

お
墓
の
石
塔
に
は
ね
え
ー
平
の
何
と
か
っ
て
書
い
て
あ
っ

て
、
き
た
じ
ょ
う
・
・
・
ほ
う
じ
ょ
う
何
と
か
っ
て
い
う
・
・
・

書
い
て
、
ど
っ
ち
が
上
な
ん
だ
か
下
な
ん
だ
か
知
ら
な
い
け

ど
、
そ
の
ー
書
い
て
あ
っ
て
ね
、
だ
か
ら
そ
う
い
う
風
に
落

人
だ
と
か
ね
、
そ
れ
か
ら
そ
う
す
る
と
ね
、
隣
の
日
野
の
部

落
っ
て
の
は
原
の
名
字
で
、
原
は
藤
原
と
か
、
そ
う
い
う
こ

と
に
繋
が
っ
て
藤
原
っ
て
い
う
と
藤
原
・
・
・
ど
っ
ち
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
・
・
・
源
氏
で
す
か
、
藤
原
は
・
・
・

そ
う
す
る
と
ね
、
年
代
が
違
う
の
か
何
か
そ
れ
は
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
も
ね
。
ど
っ
ち
が
ど
う
す
る
か
、
原
と
い
う
。
そ
れ

だ
か
ら
、
北
条
と
原
と
い
う
も
の
は
繋
が
り
は
な
い
よ
う
で

す
け
れ
ど
も
ね
。 

 

そ
ん
な
、
あ
の
ー
昔
の(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

け
れ

ど
も
、
そ
れ
も
中
沢
さ
ん
が
言
う
に
は
、
原
と
い
う
の
は
よ

く
こ
こ
ら
に
、
仁
科

に

し

な

何
と
か
の
守
と
か
っ
て
い
っ
て
、
こ
こ

ら
を
昔
治
め
て
た
人
の
家
来
だ
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ

か
ら
ね
、
そ
の
伝
説
な
ん
て
も
の
も
、
何
か
作
り
っ
ぽ
い
よ

う
な
気
も
し
て
ね
、
そ
れ
で
だ
か
ら
、
ど
っ
ち
が
本
当
な
の

か
、
ね
、
で
、
だ
い
た
い
が
平
家
が
こ
ん
な
所
ま
で
落
ち
て
来

た
っ
て
、
落
ち
て
来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
昔
、
そ
の
ー
何
で
し

ょ
う(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

治
め
た
人
の
関
係
で
来
た

そ
の
一
族
が
、
こ
う
、
残
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
が
ど
う



 51 

な
っ
た
か
、
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
の
北
条
と
い
う
も

の
は
、
平
家
の
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
い
ろ
い
ろ
と
ね
。
ま

あ
そ
ん
な
に
い
っ
た
と
い
っ
て
、
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
お

墓
が
古
い
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
す
ね
。 

 

本
当
の
、
あ
れ
は
、
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
私
が
見
る

の
に
ね
、
私
は
、
も
う
こ
こ
の
生
ま
れ
じ
ゃ
な
い
、
生
坂

い
く
さ
か

の
方

か
ら
来
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
っ
て
人
っ

て
器
量
が
い
い
ん
で
す
よ
。 

 

私
が
感
心
す
る
の
は
ね
、
あ
の
、
ま
あ
美
人
が
多
い
で
す

ね
え
、
だ
か
ら
ね
、
そ
れ
な
り
に
曰い

わ

く
が
あ
る
の
か
な
あ
と

も
思
え
ば
思
い
ま
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
昔
ね
、
都
落
ち
し
て
来

た
人
の
子
孫
だ
と
思
わ
せ
る
に
は
、
一
番
そ
れ
が
本
当
っ
ぽ

い
か
な
あ
っ
て
。
た
だ
誰
も
そ
う
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど
、
私

の
見
る
目
に
ね(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

と
か
ね
、
平
出

ひ
ら
い
で

と
か
ね
、
器
量
の
い
い
人
が
多
い
ん
で
す
ね
。 

 

た
だ
、
こ
ん
な
山
の
中
で
と
思
わ
せ
る
に
は
、
な
ん
か
そ

の
昔
の
そ
の
、
仙
人
が
住
ん
で
た
っ
て
の
は
、
あ
の
、
あ
ま
り

ち
ょ
っ
と
不
思
議
か
な
あ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
、
こ
ん
な

山
の
中
だ
か
ら
、
あ
の
、
武
骨
な
人
が
多
く
て
あ
た
り
前
だ

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。 

 

こ
こ
に
住
ん
で
る
人
は
そ
れ
感
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
も
、
あ
の
、
も
う
私
ら
み
た
い
な
、
ま
あ
、
不ふ

が
付
く
方
の

美
人
が
ね
、
来
て
言
う
に
は
、
や
っ
ぱ
り
何
か
ね
、
こ
こ
で

生
ま
れ
た
人
に
は
何
と
な
し
に(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

知
れ
な
い
け
れ
ど
人
間
性
は
大
ら
か
で
す
し
ね
え
、
本
当
に

何
と
い
う
か
、
お
人
好
し
の
人
が
多
い
し
。 

    
 

 

狐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
六
地
蔵)

 
 

 
 

  
そ
こ
の
ね
ー
、
あ
の
ー
、
今
ね
、
ポ
ン
プ
小
屋
と
研
修
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
、
あ
の
上
に
昔
は
分
教
場
が
あ
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っ
て
北
山
学
校
っ
て
い
っ
て
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
昔
は
あ

そ
こ
に
建
物
が
あ
っ
た
の
は
そ
の
北
山
、
北
山
学
校
っ
て
い

っ
て
小
学
校
の
三
年
か
四
年
く
ら
い
ま
で
の
分
教
場
で
、
先

生
が
た
ぶ
ん
ひ
と
り
く
ら
い
お
い
で
で
ね
。
そ
し
て
あ
の
や

っ
て
た
分
教
場
が
あ
っ
て
ね
。 

 

そ
こ
に
出
る
狐
は
、
み
ご
を
た
て
た
っ
て
い
っ
て
。
み
ご

っ
て
い
う
と
ね
昔
、
ほ
ら
、
稲
を
だ
ん
だ
ん
こ
う
、
重
ね
て
っ

た
か
ら
、
こ
の
辺
は
稲
が
な
い
か
ら
草
を
、
茅か

や

み
た
い
な
も

の
を
刈
っ
て
、
屋
根
を
葺ふ

く
と
き
に
、
え
ー
麦
っ
か
ら
だ
け

よ
り
は
、
茅
を
混
ぜ
る
と
丈
夫
だ
っ
て
こ
と
で
茅
を
刈
っ
て

み
ご
っ
て
い
う
と
、
こ
う
、
重
ね
て
ね
、
積
み
上
げ
て
お
く
ん

だ
け
ど
ね
、
そ
う
い
う
も
の
を
、
あ
の
、
た
て
た
っ
て
、
そ
れ

が
そ
こ
に
見
え
る
と
そ
こ
通
っ
た
人
が
狐
に
化
か
さ
れ
た
っ

て
。 

 

狐
、
化
か
す
と
き
に
は
、
み
ご
が
た
た
っ
た
っ
て
こ
と
を

い
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
、
そ
れ
で
あ
の
ー
、
人
が(

・
・
・

聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

化
か
さ
れ
た
っ
て
の
は
な
い
け
れ
ど
も

よ
く
、
あ
の
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
っ
て
言
い
ま
し
た
ね
。 

 

そ
こ
の
と
こ
ろ
に
、
七
窪
っ
て
い
い
ま
し
て
ね
、
そ
こ
の

上
に
田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
な
ん
か
昔
、
ど
っ

か
そ
こ
ら
で
も
っ
て
誰
か
、
そ
ー
こ
う
、
昔
は
着
物
で
、
尻

を
か
ら
げ
て
、
す
た
こ
ら
す
た
こ
ら
っ
て
と
ん
で
歩
い
て
て

ね
。
そ
し
て
あ
の
、
行
っ
た
人
が
み
た
ら
こ
こ
ら
辺
を
と
ん

で
歩
い
て
る
人
が
い
た
も
ん
で
、
ど
う
し
た
っ
て
声
か
け
た

ら
、
今
、
い
そ
、
東
京
へ
行
く
と
こ
ろ
で
忙
し
い
と
か
言
っ

て
、
何
か
そ
う
す
る
と
、
小
豆

あ

ず

き

洗
い
、
と
い
っ
て
ね
、
狐
が
し

っ
ぽ
で
水
を
ぱ
た
ぱ
た
叩
く
と
ね
、
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ

し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
と
、
お
米
を
研
ぐ
っ
て
い
う
か
、
小
豆
を
洗

う
よ
う
な
音
が
す
る
ん
で
す
っ
て
。
そ
れ
で
そ
の
、
小
豆
洗

い
っ
て
い
う
そ
う
で
す
け
れ
ど
ね
、
何
か
馬
鹿
ら
し
い
よ
う

な
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
そ
ん
な
風
に
し
て
化
か
さ
れ

た
と
か
ね
。
狐
に
化
か
さ
れ
た
っ
て
話
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。 

 
油
揚
げ
や
何
か
、
お
葬
式
の
帰
り
に
ね
、
お
葬
式
の
帰
り

だ
と
、
油
揚
げ
を
持
っ
て
る
と
よ
く
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
と
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か
ね
。
化
か
さ
れ
た
っ
て
い
う
話
は
、
本
当
に
ま
こ
と
し
や

か
に
、
確
か
に
見
た
と
か
ね
、
そ
う
と
か
っ
て
言
う
か
ら
だ

け
ど
不
思
議
で
す
ね
、
本
当
に
、
本
当
か
し
ら
な
ん
っ
て
。 

 

で
も
夜
ね
、
私
が
こ
こ
へ
、
こ
こ
へ
来
て
も
う
四
十
年
に

も
な
り
ま
す
け
ど
ね
、
昔
は
よ
く
、(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

言
っ
て
る
と
こ
見
て
、
ど
う
し
た
っ
て
言
っ
た
ら
、
そ
の
前

に
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
て
あ
の
、
小
豆
洗
い
の
音

が
し
た
か
ら
ね
、
こ
れ
は
狐
が
い
る
な
っ
て
思
っ
て
来
た
ら
、

そ
し
た
ら
そ
の
誰
か
が
そ
の
一
生
懸
命
、
尻
か
ら
げ
て
、
ど

う
し
た
っ
て
言
っ
た
ら
、(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

で
忙

し
い
と
か
言
っ
て(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

自
分
が(

・
・
・

聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

し
て
た
と
か
ね
。
化
か
さ
れ
る
の
は
夜
、

た
い
が
い
夜
だ
っ
た
そ
う
で
す
け
ど
ね
。 

 

そ
れ
か
ら
あ
の
ー
、
昔
は
そ
の
ー
、
ん
ー
と
何
て
い
う
ん

で
し
ょ
う
、
よ
く
、
陽
が
当
た
っ
て
雨
降
る
と
、
狐
の
嫁
入

り
だ
と
か
、
い
い
ま
す
け
ど
も
ね
、
昔
そ
の
ー
、
遠
く
の
方
に

火
が
ね
、
あ
の
ー
、
い
っ
ぱ
い
に
見
え
て
ね
、
そ
し
て
あ
の
、

そ
れ
が
狐
の
嫁
入
り
だ
と
か
何
と
か
い
っ
て
る
話
は
あ
っ
た

け
れ
ど
ね
。 

 

何
か
ね
、
こ
の
頃
聞
い
た
ら
ね
、
そ
う
し
た
ら
そ
れ
は
あ

の
、
蜃
気
楼
だ
っ
て
い
う
お
話
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
そ

の
後
、
狐
の
嫁
入
り
の
火
が
見
え
る
の
は
、
私
も
見
た
こ
と

あ
る
ん
で
す
よ
ね
、
え
ー
、
こ
の
火
が
見
え
る
の
は
、
山
と
水

が
な
け
れ
ば
確
か
に
見
え
な
い
っ
て
い
う
ん
で
す
。 

 

私
が
見
た
の
は
、
あ
の
ー
私
、
生
坂

い
く
さ
か

の
と
こ
ろ
で
ね
、
暗

く
な
る
頃
に
犀さ

い

川
の
・
・
・
こ
っ
ち
側
に
向
こ
う
側
と
道
が

あ
っ
て
、
こ
っ
ち
側
見
た
ら
、
向
こ
う
側
の
山
の
と
こ
ろ
に

火
が
、
鬼
火
だ
と
か
狐
火
だ
と
か
っ
て
昔
ね
、
よ
く
言
っ
た

け
ど
、
狐
の
嫁
入
り
だ
と
か
言
っ
た
け
ど
・
・
・ 

 

そ
の
ー
、
狐
が
提
灯
つ
け
て
火
を
ね
、
あ
れ
し
た
っ
て
言

っ
た
ら
、
そ
れ
は
骨
を
く
わ
え
て
ね
、
狐
が
と
ん
で
歩
く
ん

だ
と
か
、
そ
う
す
る
と
、
燐り

ん

が
光
っ
て
ね
、
そ
れ
で
見
え
る
と

か
ね
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
、
そ
れ
が
、
本
当
か
な
っ

て
思
っ
て
た
ら
、
こ
の
間
ね
、
あ
れ
は
ね
、
あ
の
、
蜃
気
楼
だ
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っ
て
、
ま
だ
だ
か
ら
夕
方
と
か
ね
、
暗
く
な
っ
た
ば
か
り
の

頃
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
山
に
陽
が
反
射
し
て
見
え
る
、

蜃
気
楼
だ
っ
て
言
っ
た
人
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
も
ね
、
そ

れ
が
本
当
な
の
か
ね
、
こ
う
、
狐
が
骨
を
く
わ
え
て
と
ん
で

歩
い
て
る
の
が
本
当
な
の
か
ね
、
そ
れ
は
、
あ
の
ー
、
何
な
の

か
、
火
が
こ
う
、
ぱ
っ
と
明
か
り
が
ね
、
火
が
、
た
く
さ
ん
見

え
る
の
は
事
実
な
ん
で
す
、
見
え
た
の
は
。
た
っ
く
さ
ん
見

え
る
ん
で
す
よ
ね
。 

 

で
も
そ
う
い
え
ば
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
頃
は
見
え
ま

せ
ん
ね
、
世
の
中
が
明
る
く
な
っ
た
せ
い
か
ね
。
夜
空
が
真

っ
暗
だ
な
ん
て
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
、
そ
う
い
う
、
今

見
え
な
い
と
い
う
の
は
ね
、
時
代
が
進
ん
で
狐
も
人
を
化
か

さ
な
く
な
っ
た
の
か
ね
、
ど
う
な
の
か
な
あ
。
知
り
ま
せ
ん

け
ど
ね
。 

   

 
 

 

小
太
郎
伝
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
日
影

ひ

か

げ)
 

 
 

 

  

・
・
・
こ
こ
の
犀さ

い

川
の
近
辺
に
は
伝
わ
っ
て
る
ん
だ
よ
。
泉

小
太
郎
っ
て
い
う
ね
、
あ
の
ー
、
犀
に
の
っ
て
渡
っ
た
っ
て

い
う
、
昔
は
全
部
こ
こ
ら
は
湖
で
ね
、
そ
れ
で
、
泉
小
太
郎

っ
て
の
が
、
犀
に
乗
っ
て
渡
っ
て
ね
、
そ
れ
で
そ
の
水
が
引

い
た
っ
て
こ
と
か
い
、
引
い
て
、
安
曇
平

あ
づ
み
だ
い
ら

が
で
き
た
っ
て
、
昔

の
伝
説
の
こ
と
、
だ
け
は
あ
る
。【
犀=

動
物
の
サ
イ
の
こ
と
】 

    
 

 

狐 

火 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
日
影)

 
 

 
 

  
・
・
・
二
つ
か
三
つ
に
ぱ
あ
ー
っ
と
分
か
れ
て
ね
、
あ
れ
は

狐
火
だ
な
ん
て
言
っ
て
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
ち
ょ
い
ち
ょ
い
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聞
い
た
こ
と
あ
る
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
み
た
こ
と
あ
る
だ
、

私
は
。
う
ん
、
あ
れ
は
狐
火
だ
わ
っ
て
ね
え
。
そ
れ
こ
そ
あ
ん

た
、
見
た
こ
と
あ
る
ね
え
。
あ
れ
は
ど
う
い
う
現
象
で
起
き

る
ん
だ
ろ
う
ね
え
。
あ
あ
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
解
ら
な
い
ね

え
。
火
は
ね
え
。
一
つ
の
火
が
ぱ
ー
っ
と
燃
え
て
、
夜
だ
よ
、

辺
り
が
暗
く
な
っ
て
ね
、
そ
の
火
が
一
つ
燃
え
た
と
思
え
ば

ね
、
三
つ
く
ら
い
に
広
が
る
、
飛
べ
る
ん
だ
、
こ
こ
に
火
が
燃

え
た
と
す
る
、
こ
っ
ち
も
、
ま
た
こ
こ
ら
も
、
こ
こ
ら
も
、
火

が
見
え
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は
ね
、
本
当
に
見
た
こ
と
あ
る

よ
。
あ
れ
は
狐
火
っ
て
も
ん
だ
わ
、
っ
て
。 

  

【
採
話
者
か
ら
の
質
問
】 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
と
き
、
お
酒
に
酔
っ
て
る
っ
て
こ
と
は
？ 

 

【
話
者
の
回
答
】 

 

ん
ー
、
ぜ
ー
ん
ぜ
ん
。
疲
れ
て
い
る
と
か
、
眠
い
と
か
、
歩

き
な
が
ら
何
か
考
え
て
い
た
と
き
な
ん
か
、
な
る
な
。 

 

 
 

 

ふ
く
ろ
う
・
家
の
主ぬ

し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
日
影)

 
 

 
 

  

ほ
ー
ほ
ー
ほ
ー
ほ
ー
っ
て
鳴
く
で
や
。
そ
の
、
何
か
、
人

を
呼
ぶ
よ
う
な
鳴
き
方
し
て
る
で
や
。
要
す
る
に
、
あ
の
、
発

情
の
時
期
で
、
そ
れ
が
鳴
く
と
人
が
死
ぬ
と
か
何
か
い
う
ん

だ
け
ど
、
今
は
あ
ん
ま
り
ね
い
が
、
く
る
、
く
る
、
っ
て
・
・
・

要
す
る
に
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
、
人
間
の
方
も
調
子
が
悪

く
な
っ
て
く
る
頃
じ
ゃ
な
い
。 

 

う
ち
に

鼠
ね
ず
み

が
い
る
ん
だ
。
鼠
を
餌
に
蛇
が
い
つ
く
ん
で
、

我
が
と
こ
に
だ
っ
て
蛇
は
い
る
よ
。
今
の
主
だ
っ
て
大
事
に

し
て
る
。
鼠
を
獲
っ
て
く
れ
る
か
ら
。 
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佐
々
小
判 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
日
影)

 
 

 
 

  

ハ
イ
ノ
キ
岳
を
越
え
来
た
わ
け
だ
け
ど
、
そ
の
と
き
、
雪

で
も
っ
て
、
そ
れ
が
池
田
の
衆
が
入
っ
た
っ
て
で
や
。
浅
川

っ
て
人
は
、
そ
れ
を
、
そ
の
ね
、
目
あ
て
で
掘
っ
て
、
身
上

し
ん
し
ょ
う

潰つ
ぶ

し
ち
ゃ
た
っ
て
い
う
伝
説
が
あ
る
。
伝
説
を
ほ
ん
ま
に
信

じ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
は
聞
い
た
け
ど
。 

    
 

 

狐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
平
出

ひ
ら
い
で)

 
 

 
 

  

・
・
・
あ
の
ー
、
昔
こ
の
辺
は
、
大
き
い
樹
が
茂
っ
て
い
た

と
こ
ろ
だ
も
ん
で
ね
。
乗
り
物
だ
っ
て
な
か
っ
た
も
ん
で
ね
。

池
田
の
町
へ
行
っ
て
買
い
物
し
て
く
り
ゃ
あ
、
途
中
で
化
か

さ
れ
て
買
い
物
盗
ら
れ
ち
ま
っ
た
と
か
っ
て
ね
え
。
そ
ん
な

よ
う
な
話
を
よ
く
聞
く
ね
え
。 

 

家
行
っ
て
開
け
て
み
た
ら
馬
の
糞
が
入
っ
て
た
と
か
、
お

そ
う
め
ん
盗
ら
れ
て
ミ
ミ
ズ
が
入
っ
て
た
と
か
、
そ
ん
な
よ

う
な
、
話
に
は
聞
い
た
が
ね
え
。 

 

そ
れ
ほ
ん
ず
ら
か
、
狐
が
よ
く
昔
、
自
分
の
目
の
前
か
ら

ず
ー
っ
と
向
こ
う
の
山
の
峰
へ
、
提
灯
を
つ
け
て
ね
え
、
見

し
た
り
し
た
っ
て
こ
と
は
本
当
ら
し
い
ね
。
何
か
ね
、
最
初

は
大
き
く
て
順
に
遠
く
の
峰
ま
で
ず
ー
っ
と
は
っ
て
見
し
て

ね
。
そ
い
で
、
そ
ば
は
大
き
く
て
順
々
に
遠
く
に
は
小
さ
く

し
て
ね
。
本
当
に
、
お
前
は
上
手
に
し
て
や
っ
て
る
な
っ
て
、

父
さ
ん
が
見
た
っ
て
。 

 

父
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
ら
が
、
父
さ
ん
が
今
生
き
て
れ
ば
・
・
・

そ
れ
は
狐
の
仕
業
だ
っ
て
思
っ
て
ね
え
、
腰
を
す
え
て
お
前

は
、
ま
あ
上
手
な
も
ん
だ
な
っ
て
言
っ
た
ら
、
こ
ー
ん
こ
ー

ん
と
言
っ
て
逃
げ
て
っ
た
っ
て
。 
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大
池
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染

あ
い
そ
め

法
道

ほ
う
ど
う)

 
 

 
 

  
(

・
・
・
大
池
は)

周
囲
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
な
池
な
ん
だ

け
ど
、
そ
の
池
は
、
下
の
深
さ
っ
て
の
は
何
メ
ー
ト
ル
か
な
、

長
い
棹
が
、
こ
う
や
っ
て
、
埋
も
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
、
そ
う

い
う
池
で
、
そ
の
池
に
は
昔
は
、
大
蛇
・
・
・
こ
う
い
う
蛇
が

棲
ん
で
い
た
。
大
蛇
が
棲
ん
で
て
、
信
仰
し
て
や
る
と
、
今

日
は
、
婚
礼
が
で
た
で
、
祝
言
ご
と
や
る
で
、
お
膳
と
お
椀

を
貸
し
て
く
だ
さ
い
と
言
え
ば
、
そ
の
日
に
ち
ゃ
ん
と
、
自

然
と
お
椀
が
揃
っ
て
お
っ
た
っ
て
こ
と
を
昔
は
言
っ
て
い
た

が
・
・
・ 

     

 
 

 

登
波
離

と

は

り

橋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

登
波
離
橋
の
名
前
が
つ
い
た
由
来
っ
て
も
の
は
あ
る
。
登

波
離
橋
っ
て
の
は
、
絶
壁
の
と
こ
ろ
に
こ
う
い
う
橋
を
た
て

て
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
、
昔
は
こ
う
い
う
橋
が
あ
っ
た
ん
だ
。 

 

あ
る
、
池
田
町
の
下し

も

に
本
妻
と

妾
め
か
け

が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、

ま
あ
、
妾
を
、
ど
う
か
殺
し
て
や
り
た
い
と
、
そ
れ
で
ね
、
本

妻
と
妾
と
男
と
三
人
で
登
波
離
橋
へ
行
っ
て
、
絶
壁
の
橋
の

上
か
ら
突
き
落
と
し
た
っ
て
。
そ
し
て
、
本
妻
が
妾
の
裾
と
、

亭
主
の
裾
と
針
で
十
針
縫
い
や
っ
た
。
ま
ず
突
き
落
と
し
た

ら
一
緒
に
そ
の
妾
も
、
亭
主
と
一
緒
に
絶
壁
か
ら
落
ち
て
死

ん
で
、
そ
れ
か
ら
十
針

と

は

り

橋
で
、
そ
こ
で
死
ん
で
、
そ
れ
か
ら
沢

の
方
に
は
、
頭
が
二
つ
あ
る
蛇
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
棲
ん
で

る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
十
針
橋
に
、
針
を
十
針

と

は

り

縫
っ
と
く

か
ら
、
十
針
っ
て
、
そ
う
い
う
名
前
に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
、
昔

か
ら
い
っ
て
る
で
、
今
何
て
こ
う
、
池
田
町
の
名
所
の
な
っ
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て
い
て
・
・
・ 

    
 

 

泉
小
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

泉
小
太
郎
っ
て
人
は
ね
え
、
池
田
町
か
ら
ず
ー
っ
と
日
本

ア
ル
プ
ス
と
こ
の
東
山
ま
で
の
間
、
こ
れ
は
昔
は
海
だ
っ
た
、

西
の
山
と
こ
っ
ち
の
山
の
間
、
今
の
安
曇
平
っ
て
い
っ
て
ね
、

大
町
、
大
町
っ
て
知
っ
て
る
で
し
ょ
う
、
大
町
っ
て
の
が
、

盆
地
だ
け
ど
、
白
馬
、
し
ろ
う
ま
岳
ね
、
あ
す
こ
の
間
を
ず

ー
っ
と
、
南
は
明
科

あ
か
し
な

町
の
と
こ
ま
で
昔
は
犀さ

い

川
っ
て
の
が
流

れ
て
て
そ
こ
に
そ
の
川
が
流
れ
て
て
そ
の
川
の
両
側
が
ず
っ

と
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
、
も
の
す
ご
い
広
い
わ
け
で
、
そ

れ
を
昔
は
そ
う
い
う
の
犀
川
の
手
前
ま
で
い
っ
て
山
に
な
っ

て
て
、
そ
れ
が
み
ん
な
湖(

う
み)

だ
っ
た
。 

 

そ
の
も
と
も
と
湖
に
な
っ
て
る
山
を
切
り
拓
い
て
そ
の
水

を
流
し
て
犀
川
っ
て
と
こ
ろ
に
だ
な
、
流
し
た
人
が
泉
小
太

郎
だ
な
。
そ
れ
が
山
を
・
・
・
今
み
た
い
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も

な
い
だ
が
、
手
で
や
っ
た
の
か
な
。
切
り
拓
い
て
水
を
犀
川

に
流
し
て
や
っ
て
、
そ
し
て
こ
の
安
曇
平
っ
て
も
ん
を
作
っ

た
ん
だ
。
そ
れ
が
泉
小
太
郎
と
い
う
。 

    
 

 

化
か
さ
れ
た
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

自
分
が
、
要
す
る
に
迷
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
で
、
方
角
も

何
も
分
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
な
、
あ
ん
な
も
の
は
化

か
し
ち
ゃ
し
ね
え
と
思
う
ん
だ
。 

 
た
だ
二
十
歳
時
分
に
、
山
に
行
っ
て
そ
し
て
そ
の
畑
に
行

っ
て
、
ざ
い
こ
ざ
い
こ
っ
て
、
昔
の
、
木
こ
り
の
や
る
鋸
の
音
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が
、
ざ
い
こ
ざ
い
こ 

が
さ
ー
ん
っ
て
音
が
す
る
。
が
さ
ー
ん

っ
て
木
の
音
が
し
て
誰
が
切
っ
て
る
の
か
木
が
こ
こ
に
な
い

ん
だ
な
。
お
か
し
い
な
ー
、
あ
ま
り
お
か
し
な
こ
と
で
自
分

で
音
す
る
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
切
っ
て
は
な
い
し
、

そ
う
い
う
の
は
実
際
問
題
と
し
て
、
ま
あ
化
か
さ
れ
た
ん
だ

な
、
自
分
は
化
か
さ
れ
た
と
思
わ
な
い
。 

 

仕
事
し
て
い
て
木
の
音
が
ざ
い
ざ
い
ざ
い
ざ
い
ざ
い
っ
て
、

ど
う
し
て
あ
ん
な
音
が
出
る
の
か
、
ざ
い
ざ
い
ざ
い
ざ
い
っ

て
音
が
、
ば
さ
ー
ん
っ
て
、
こ
れ
が
化
か
さ
れ
た
の
か
な
。
こ

れ
は
ま
あ
、
山
が
夜
暗
く
な
っ
て
き
た
と
き
、
帰
っ
て
き
て
、

こ
の
道
を
越
え
て
き
て
、
道
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
い
や
、
お

か
し
い
な
あ
と
帰
っ
て
き
て
、
こ
の
道
を
越
え
て
き
て
、
道

が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
い
や
、
お
か
し
い
な
あ
と
帰
っ
て
き

て
何
度
で
も
そ
う
や
っ
て
き
て
、
そ
う
い
う
の
を
化
か
さ
れ

た
と
・
・
・
そ
の
う
ち
に
、
こ
っ
ち
行
っ
て
み
よ
う
っ
て
違
う

道
に
入
る
。
そ
れ
が
化
か
さ
れ
る
と
よ
く
言
っ
た
。 

 

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
煙
草
吸
う
人
は
、

昔
は
煙
草
吸
っ
て
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
一
服
吸
っ
て
、

狐
が
化
か
し
た
と
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
結
局
、
自
分
が

冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
り
ゃ
、
初
め
て
分
か
る
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。 

 

不
思
議
な
こ
と
に
、
木
の
音
は
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
の
が

で
る
の
か
知
ら
ん
な
。
あ
れ
は
、
狐
が
や
っ
た
っ
て
い
う
よ

り
ム
ジ
ナ
で
、
狸
で
、
若
い
衆
に
言
わ
せ
た
ら
狸
と
い
う
よ

り
ム
ジ
ナ
で
、
こ
の
辺
も
狸
が
い
て
・
・
・ 

 

じ
ゃ
ー
っ
と
提
灯
を
つ
け
て
人
が
歩
い
て
く
る
。
昔
は
婚

礼
っ
て
ふ
う
の
は
、
ど
う
し
よ
う
も
ね
え
、
何
に
も
ね
え
か

ら
、
じ
ゃ
ー
っ
と
み
ん
な
列
を
作
っ
て
み
ん
な
提
灯
を
一
個

ず
つ
持
っ
て
歩
い
て
嫁
入
り
し
て
、
そ
れ
は
も
う
嫁
入
り
は

提
灯
を
持
っ
て
十
人
な
ら
十
人
、
十
五
人
な
ら
十
五
人
並
ん

で
歩
い
て
、
峠
の
中
に
消
え
て
っ
た
の
を
、
狐
の
提
灯
出
た

な
あ
っ
て
見
た
こ
と
が
あ
る
。 

 
ほ
ん
と
提
灯
の
よ
う
に
見
え
る
で
な
あ
。
道
を
ず
ー
っ
と

歩
く
人
、
こ
れ
な
ら
見
た
こ
と
が
あ
る
。 
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爺
ヶ
岳

じ

い

が

た

け

の
雪
形 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

爺
ヶ
岳
、
こ
れ
は
白
馬
山
の
手
前
。
爺
ヶ
岳
に
は
、
こ
っ

ち
か
ら
は
ず
ー
っ
と
南
の
方
で
、
南
の
方
に
、
じ
っ
様
が
種

を
ま
い
て
い
る
風
な
具
合
に
消
え
て
く
ん
で
、
そ
れ
で
、
昔

の
百
姓
は
、
爺
ヶ
岳
の
格
好
が
で
き
て
く
る
と
種
ま
き
を
始

め
る
、
ち
ょ
う
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
種
を
ま
い
て
る
格
好

に
見
え
る
ん
で
、
そ
れ
で
始
め
て
爺
ヶ
岳
の
種
ま
き
が
見
え

る
ん
で
、
種
を
ま
か
な
き
ゃ
あ
い
け
ね
え
わ
・
・
・
山
に
は
、

自
然
に
、
春
、
夏
じ
ゃ
な
い
な
、
四
月
中
頃
ま
で
に
、
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。 

     

 
 

 

桃
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）
そ
れ
が
、
大
き
く
な
る
と
、

桃
か
ら
生
ま
れ
た
桃
太
郎
、
鬼
征
伐
に
、
猿
と
雉
と
何
か
連

れ
て
、
桃
太
郎
き
び
団
子
を
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
か

ら
も
ら
っ
て
腰
つ
け
て
行
っ
た
。 

 

「
桃
太
郎
さ
ん
ど
こ
へ
行
く
」 

 

「
こ
れ
か
ら
鬼
退
治
に
」 

 

「
俺
も
一
緒
に
お
供
さ
し
て
く
れ
」 

 

 

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
一
つ
き
び
団
子
を
や
る
わ
、
そ
れ
じ
ゃ
お
前

も
一
緒
に
つ
い
て
来
い
」 

っ
て
、
猿
も
雉
も
連
れ
て
、
一
緒
に
鬼
ヶ
島
へ
行
っ
て
、
鬼

を
征
伐
し
て
宝
物
を
み
ん
な
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
の

が
、
昔
の
桃
太
郎
の
あ
ら
す
じ
だ
な
。 
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家
の
宝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）
年
数
を
く
っ
て
り
ゃ
主ぬ

し

に

な
っ
た
、
大
き
く
な
っ
て
た
ら
。
そ
れ
は
、
普
通
は
あ
の
ー
、

普
通
の
土
蔵
と
か
に
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
み
ん
な
、
穀
物

を
入
れ
る
蔵
に
な
、
い
つ
の
間
に
か
蛇
が
入
っ
ち
ゃ
っ
て
、

梁は
り

っ
て
一
番
上
、
屋
根
の
上
に
こ
う
い
う
、
大
き
な
木
が
あ

る
わ
け
。 

 

そ
こ
へ
蛇
が
、
大
き
い
、
こ
ん
な
に
長
く
な
っ
て
、
い
る
わ

け
だ
な
あ
。
そ
う
す
る
と
蔵
の
中
に
は
、
鼠

ね
ず
み

が
い
っ
ぱ
い
増

え
る
わ
け
。
そ
の
鼠
を
、
食
っ
て
蛇
は
生
き
て
る
。 

 

そ
れ
で
そ
れ
が
主
に
な
っ
て
そ
れ
で
鼠
を
よ
く
、
猫
の
代

わ
り
に
鼠
を
よ
く
獲
っ
て
く
れ
る
ん
で
、
主
だ
っ
て
、
そ
う

す
る
と
そ
れ
で
大
事
に
し
て
、
見
か
け
て
も
殺
さ
ね
で
、
そ

の
ま
ま
に
し
と
く
だ
。 

 

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
年
数
が
経
つ
ん
で
、
大
き
く
な
っ
ち
ゃ

う
、
普
通
だ
っ
た
ら
だ
い
た
い
、
こ
こ
ら
辺
の
山
に
い
る
の

は
、
そ
の
倍
く
ら
い
だ
け
ど
、
大
き
な
の
に
な
る
と
、
ビ
ー
ル

瓶
く
ら
い
の
太
さ
に
な
る
。
そ
れ
く
ら
い
に
な
る
と
昔
の
人

は
、
大
き
い
、
あ
れ
は
主
だ
よ
っ
て
、
そ
う
言
っ
た
。 

    
 

 

足
跡

あ
し
あ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

足
跡
が
、
八
坂

や

さ

か

の
、
そ
の
向
こ
う
の
そ
の
山
を
越
し
て
向

こ
う
の
山
に
な
る
が
、
八
坂
村
っ
て
と
こ
、
八
坂
村
か
ら
ね
、

跳
ん
で
、
そ
し
て
、
跳
ん
で
足
を
踏
ん
だ
の
が
、
あ
ー
、
日

野
、
日
野
っ
て
と
こ
ろ
で
、
日
野
の
上
に
一
つ
大
き
な
池
が

あ
る
。 
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そ
れ
か
ら
ま
た
ば
っ
と
跳
ん
だ
の
が
、
今
、
さ
っ
き
言
っ

た
大
峰
っ
て
、
そ
こ
に
足
跡
が
跳
ん
で
、
そ
れ
も
池
に
な
っ

て
い
る
。 

 

そ
こ
か
ら
跳
ん
で
こ
の
山
の
一
番
頂
上
に
池
が
あ
っ
て
、

そ
の
足
跡
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
今
度
は
松
川
村
に
跳
ん
じ
ゃ

っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
昔
聞
い
た
が
ね
。 

    
 

 

埋
蔵
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

白
馬
平
の
、
そ
の
峰
に
あ
る
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
、
池
田

町
の
中
山
っ
て
い
う
人
が
、
中
山
さ
ん
は
明
治
時
代
の
中
山

さ
ん
が
、
そ
の
人
が
、
自
分
の
身
代
を
か
け
て
そ
う
し
て
探

し
た
が
、
遂
に
見
つ
か
ら
な
ん
だ
。 

 

埋
け
て
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
っ
て
い
う
、
今
や
、
今
ま
で

や
っ
た
の
か
は
伝
説
み
た
い
な
も
の
で
、
ど
こ
の
松
の
木
に

歩
い
て
、
そ
れ
か
ら
ど
っ
ち
行
っ
た
と
か
、
そ
こ
行
っ
て
ど

う
す
る
・
・
・
も
の
す
ご
く
掘
っ
て
、
そ
れ
で
身
代
潰
す
の

が
、
あ
る
。 

    
 

 

林
中
久
兵
衛
さ
ん
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
林
中

は
や
し
な
か)

 
 

 
 

  

大
岩
っ
て
と
こ
か
ら
来
た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
こ

は
そ
れ
ほ
ど
、
そ
の
、
こ
こ
か
ら
上
は
幾
ら
か
そ
の
、
家
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
下
の
方
に
は
家
が
な
く
て
ね
。
そ

こ
に
、
ま
あ
、
大
岩
っ
て
と
こ
ろ
か
ら
来
て
、
そ
し
て
開
墾
し

た
ら
し
い
ん
だ
ね
。
開
拓
し
て
、
そ
し
て
、
ま
あ
そ
の
と
き
三
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人
で
来
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
ね
、
久
兵
衛
っ
て
人
と
、
弟
の
、

作
左
衛
門
っ
て
人
と
。 

 

で
、
あ
の
、
隣
、
っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
の
人
は
兄

弟
で
な
く
て
久
左
衛
門
っ
て
人
と
三
人
で
来
た
ら
し
い
ん
だ

ね
。
そ
し
て
ま
あ
そ
こ
、
こ
れ
か
ら
下
を
開
墾
し
て
、
す
ご
く

働
き
者
で
、
開
墾
し
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
ね
。
昔
は
あ
の
、

殿
様
が
あ
の
検
見

け

ん

み

っ
て
こ
と
を
し
て
、
そ
し
て
年
貢
を
取
り

立
て
た
ら
し
い
ん
だ
ね
。 

 

そ
し
て
そ
の
と
き
に
、
こ
の
辺
は
も
う
、
そ
ん
な
開
墾
し

た
ば
っ
か
で
、
昔
の
よ
う
に
堆
肥
も
な
い
だ
し
ね
、
開
墾
し

た
ば
っ
か
な
ら
、
何
に
も
な
い
し
山
行
っ
て
刈
敷
で
も
と
っ

て
、
刈
敷
っ
て
、
分
か
り
ま
す
？ 

 

刈
敷
っ
て
あ
の
、
木
の
枝
や
何
か
を
と
っ
て
き
て
ね
、
そ

し
て
そ
れ
を
堆
肥
に
入
れ
る
か
、
そ
う
で
す
ね
、
そ
ん
な
こ

と
ぐ
ら
い
で
何
も
、
肥
料
の
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ね
、
河

原
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
開
墾
、
砂
地
み
た
い
な
所
を
開
墾
し

て
や
っ
て
、
米
の
と
れ
な
い
、
年
貢
が
高
す
ぎ
た
ん
だ
ね
。 

 

そ
れ
で
久
兵
衛
が
、 

 

「
そ
ん
な
取
り
立
て
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
、
こ
こ
の
者
は
食
っ
て

い
か
れ
な
い
で
、
も
っ
と
ま
け
て
欲
し
い
」 

っ
て
言
う
。
そ
ん
で
も
、 

 

「
ま
け
ら
れ
な
い
」 

っ
て
言
う
。
そ
れ
で
口
論
に
な
っ
て
、
ま
あ
、
昔
は
そ
う
い
う

殿
様
な
ん
か
そ
う
い
う
人
に
た
て
つ
く
っ
て
い
う
か
ね
、
す

る
と
、
も
う
こ
こ
に
い
ら
れ
な
い
っ
て
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
ら
し
い
ね
。 

 

そ
れ
で
そ
の
人
は
も
う
、
こ
こ
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
。

そ
れ
か
ら
山
へ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。
だ
け
ど
そ
の
、
山

へ
行
っ
た
と
き
も
、
三
人
で
そ
の
、
作
左
衛
門
と
久
左
衛
門

と
久
兵
衛
と
三
人
で
山
へ
行
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
・
・
・ 

 

昔
は
旧
で
言
っ
た
だ
け
ど
、
十
月
の
十
七
日
に
、
山
へ
刈

敷
を
と
り
に
行
く
っ
て
行
っ
て
、
そ
し
て
、
も
う
荷
が
で
き

た
で
帰
ろ
う
と
言
っ
て
た
ら
、
そ
の
、
久
兵
衛
っ
て
の
が
、
も

う
で
き
な
く
て
帰
れ
な
い
っ
て
言
っ
て
、
見
た
ら
、
角
が
地
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に
刺
さ
っ
て
て
そ
れ
で
連
れ
て
来
る
こ
と
が
で
き
な
ん
だ
っ

て
、
結
局
二
人
は
帰
っ
て
来
た
ん
だ
け
ど
ね
。 

 

そ
う
い
う
、
ま
あ
、
い
う
こ
と
を
作
っ
た
だ
が
、
山
へ
そ
れ

で
久
兵
衛
は
そ
れ
で
山
の
方
へ
登
っ
ち
ま
っ
た
っ
て
い
う
話

が
あ
る
し
、
す
る
け
ど
、
そ
う
い
う
よ
う
に
作
っ
て
、
そ
れ

で
、
あ
れ
で
し
ょ
う
ね
、
あ
の
、
言
い
逃
れ
に
、
久
兵
衛
は
こ

の
世
に
い
な
い
っ
て
、
鬼
に
な
っ
た
と
か
、
こ
の
世
に
い
な

い
と
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
久
兵
衛
を
隠
し
ち
ゃ
っ
た
わ
け

で
し
ょ
う
ね
、
き
っ
と
、
そ
う
だ
と
想
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

 

そ
れ
か
ら
ま
あ
、
久
兵
衛
は
う
ち
を
案
じ
て
、
そ
の
お
話

だ
け
ど
、
浅
間
の
、
浅
間
の
方
に
は
、
女
の
山
の
神
っ
て
人

が
あ
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
の
と
こ
の
仲
間
で
、
作
っ
て
や
っ

て
た
ら
し
い
け
ど
。 

 

そ
の
、
山
や
登
っ
て
か
ら
は
七
ヶ
村
、
七
ヶ
村
の
人
が
食

料
を
運
ん
で
く
れ
た
と
か
い
う
け
ど
ね
、
そ
の
人
の
功
績
で

と
い
う
か
、
み
ん
な
の
感
謝
の
気
持
ち
で
ね
。 

 

そ
れ
で
ま
あ
、
久
兵
衛
は
う
ち
を
心
配
し
た
り
し
て
、
夜

中
に
、
あ
の
、
作
付
け
の
時
期
に
は
夜
中
に
来
て
、
代し

ろ

を
し

た
り
田
植
え
を
し
て
く
れ
た
り
、
焚
き
物
運
ん
で
く
れ
た
り
、

み
ん
な
朝
起
き
て
み
り
ゃ
、
田
が
終
わ
っ
て
た
と
か
焚
き
物

が
ど
っ
さ
り
あ
っ
た
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
み
ん
な

驚
お
ど
ろ

け
て

い
た
ん
だ
ね
。 

 

そ
れ
で
あ
の
久
兵
衛
が
屋
根
に
登
っ
て
煙
出

け

ぶ

だ

し
か
ら
家
の

も
の
は
ど
ん
な
こ
と
、
ど
ん
な
風
に
し
て
る
か
見
た
く
て
、

煙
出
し
っ
て
分
か
り
ま
す
？ 

昔
、
火
を
焚
い
て
ね
、
こ
う

屋
根
に
煙
出
し
が
あ
っ
た
だ
よ
ね
、
火
を
焚
く
か
ら
。
そ
れ

で
、
煙
出
し
か
ら
覗
い
た
ら
奥
さ
ん
が
、
そ
れ
を
見
て
、 

 

「
あ
ー
怖
い
」 

っ
て
言
っ
て
、
そ
し
た
ら
、 

 

「
お
前
も
怖
い
か
、
俺
も
こ
こ
ま
で
出
て
く
る
に
は
怖
い
で
、

も
う
こ
れ
っ
き
り
来
ね
え
べ
よ
」 

っ
て
、
そ
れ
っ
き
り
来
な
ん
だ
っ
て
い
う
け
ど
ね
。
そ
れ
で

そ
の
、
稲
を
植
え
て
も
久
兵
衛
が
唄
っ
た
唄
に 
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久
兵
衛
の 

植
え
た
る
稲
は 

中
で
ん
ば
ら
ん
で 

外
へ
穂
が
出
る
な 

 

っ
て
唄
を
唄
っ
て
植
え
て
っ
た
。
そ
し
た
ら
や
っ
ぱ
、
そ
の
、

役
人
が
、
毎
年
秋
に
な
る
と
、
検
見
っ
て
言
っ
て
来
て
回
る

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
、
検
見
で
回
る
頃
は
中
に
穂
が
出
て
て
、

よ
そ
ん
の
は
、
穂
が
出
て
て
も
久
兵
衛
の
植
え
た
稲
は
、
中

で
穂
が
出
て
あ
の
、
は
ら
ん
で
て
ね
、
そ
し
て
、
外
に
穂
が
出

な
い
わ
け
。
い
や
こ
れ
は
や
っ
ぱ
こ
い
つ
は
だ
め
だ
わ
っ
て

い
う
よ
う
に
み
て
か
け

（

み

せ

か

け

）

て
ね
、
そ
し
て
検
見
が
済
む
と
穂
が

出
て
稲
が
実
っ
た
ら
、
っ
て
そ
う
い
う
唄
も
あ
る
っ
て
い
い

ま
す
け
ど
ね
。 

 

そ
れ
で
、
こ
の
、
い
と
に
、
殿
様
が
、
久
兵
衛
の
功
績
を
讃た

た

え
て
、
あ
の
、
六
十
石
の
免
租
地
を
く
れ
た
ら
し
い
ん
だ
ね
。

そ
れ
で
、
だ
け
ど
ま
あ
う
ち
は
久
兵
衛
の
う
ち
だ
け
ど
、
他

の
衆
が
み
ん
な
で
作
っ
た
で
し
ょ
う
け
ど
、
作
左
衛
門
と
こ

の
お
ば
あ
様
が
よ
く
知
っ
て
て
ね
、
話
す
ん
だ
け
ど
、
こ
の

お
ば
あ
様
は
今
寝
て
る
け
ど
ね
。 

 

私
も
そ
の
お
ば
あ
様
か
ら
聞
い
た
ん
だ
け
ど
ね
、
ま
あ
、

う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
も
聞
い
た
話
だ
け
ど
、
六
十

石
の
免
租
地
を
く
れ
た
け
ど
も
、
ま
あ
こ
こ
は
後
家

ご

け

っ
て
女

の
人
だ
わ
ね
、
旦
那
様
の
な
い
人
を
後
家
っ
て
い
う
ん
だ
け

ど
ね
、
後
家
だ
も
ん
だ
で
、
そ
ん
な
に
田
ん
ぼ
も
作
れ
な
い

し
、
あ
の(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

は
と
れ
な
ん
だ
っ
て

け
ど
・
・
・
み
ん
な
で
耕
し
て
っ
て
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ

ね
。
そ
れ
で
そ
の
六
十
石
の
、
そ
の
、
殿
様
の
く
れ
た
と
き
の

書
き
物
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
、
家
に
あ
る
わ
け
だ
け
ど
、

今
は
な
い
だ
い
ね
。 

【
採
話
者
か
ら
の
質
問
】 

 

久
兵
衛
さ
ん
に
子
供
が
い
た
と
か
？ 

【
話
者
の
回
答
】 

 

え
え
あ
の
、
信
太
郎
っ
て
子
供
が
い
た
っ
て
こ
と
は
い
い
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ま
す
け
ど
ね
。
そ
の
本
に
も
で
て
ま
す
け
ど
、
信
太
郎
が
山

の
神
の
お
宮
を
こ
し
た
。
山
の
神
の
お
宮
を
・
・
・
久
兵
衛
は

山
の
神
に
な
っ
て
ね
、
そ
の
山
の
神
の
お
宮
そ
れ
か
ら
今
、

ま
あ
今
で
も
そ
こ
に
そ
の
山
が
、
一
反
三
畝
だ
か
、
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
ね
、
し
っ
か
り
覚
え
が
な
い
け
ど
一
反
三
畝
と

か
一
反
五
畝
ば
か
あ
る
ん
で
す
よ
ね
、
今
で
も
。
そ
れ
を
ま

あ
村
に
だ
し
て
村
で
今
管
理
し
て
ま
す
け
ど
ね
。 

 

前
に
は
大
き
い
木
が
あ
っ
て
こ
こ
の
、
火
の
見
を
建
て
る

と
か
、
そ
こ
の
木
切
っ
た
り
、
そ
こ
に
公
民
館
建
て
る
と
き

に
木
を
切
っ
た
り
し
て
、
今
大
き
い
木
な
い
け
ど
、
そ
れ
で

村
の
衆
は
毎
年
十
月
の
、
今
は
十
一
月
で
す
よ
ね
、
十
七
日

に
山
の
神
の
お
祭
り
っ
て
い
っ
て
、
も
う
村
中
で
も
行
か
な

い
け
ど
、
氏
子
総
代
二
年
番
の
衆
と
、
そ
し
て
有
志
が
お
祭

り
に
行
っ
て
く
る
ん
で
す
け
ど
ね
。 

 

そ
し
て
た
ま
に
は
し
た
く
て
、
会
を
し
た
り
、
や
っ
て
ま

す
け
ど
ね
、
そ
う
、
久
兵
衛
の
お
祭
り
だ
ね
。
そ
し
て
ま
あ
村

の
た
め
に
、
村
の
た
め
を
思
っ
て
、
殿
様
と
口
論
に
な
っ
ち

ゃ
っ
た
も
ん
で
ね
。
村
の
衆
が
、
そ
ん
な
に
高
い
年
貢
を
取

り
立
て
ら
れ
た
じ
ゃ
村
の
人
が
食
べ
て
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

ま
け
ろ
っ
て
言
う
、
ま
け
ら
れ
な
い
っ
て
言
う
こ
と
で
、
そ

う
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
も
ん
だ
で
、
ま
あ
村
中
が
そ

う
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
そ
の
何
と
い
う
か
、
慈
悲
深
い
っ
て

い
う
か
そ
の
人
が
ね
。
村
の
た
め
に
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
も
ん
だ
で
、
山
の
神
と
し
て
祀
っ
て
い
た
も
ん
だ

ね
。 

【
採
話
者
か
ら
の
質
問
】 

 

旅
人
に
も
優
し
か
っ
た
と
か
い
う
？ 

【
話
者
の
回
答
】 

 

久
兵
衛
を
慕
っ
て
き
た
人
が
あ
る
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
あ

の
六
坊
さ
っ
て
、
六
部
夫
婦
も
来
た
が
、
そ
の
六
坊
夫
婦
は

大
岩
に
い
る
と
き
に
お
堂
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
人
っ
て
な
こ

と
も
い
い
ま
す
け
ど
ね
。
そ
う
し
た
り
、
こ
の
上
の
方
だ
け

ど
、
あ
の
、
ひ
が
わ
さ
ん
っ
て
今
い
っ
て
ま
す
け
ど
ね
。
そ
こ

の
ご
先
祖
も
久
兵
衛
を
慕
っ
て
来
て
、
そ
し
て
こ
こ
に
い
た
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っ
て
こ
と
い
い
ま
す
が
ね
。
そ
し
て
前
は
う
ち
の
墓
に
、
そ

こ
の
家う

ち

の
お
墓
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
自
分
の
そ
ば
に
持
っ

て
い
っ
て
お
墓
を
作
っ
て
あ
り
ま
す
け
ど
・
・
・ 

 

久
兵
衛
が
、
今
、
庚
申
様
っ
て
向
こ
う
に
あ
り
ま
す
け
ど
、

久
兵
衛
が
氏
神
様
と
し
て
持
っ
て
き
た
庚
申
様
と
諏
訪
社
、

諏
訪
社
も
持
っ
て
き
て
ね
。
諏
訪
社
は
こ
の
、
耕
地
整
理
の

と
き
だ
か
何
だ
か
、
い
つ
だ
っ
た
か
し
っ
か
り
知
ら
な
い
け

ど
、
こ
の
林
中

は
や
し
な
か

っ
て
い
っ
て
も
今
は
、
七
じ
ょ
う
か
い
だ
か

あ
る
け
ど
、
前
は
三
じ
ょ
う
か
い
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
ね
、

そ
れ
で
上
の
方
の
衆
が
、
八
幡
様
で
そ
の
久
兵
衛
の
持
っ
て

き
た
氏
神
様
が
、(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

そ
し
て
今
は

そ
の
諏
訪
社
と
氏
神
様
、
あ
の
、
八
幡
様
、
一
緒
に
し
て
、
合

併
し
て
、
向
こ
う
の
お
宮
に
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。
そ
れ
で
自

分
の
お
宮
っ
て
い
う
か
ね
え
、
そ
れ
が
、
庚
申
様
っ
て
い
っ

て
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
、
そ
し
て
そ
の
、
庚
申
様
の
そ
ば
に
、
あ

の
、
お
堂
が
あ
っ
て
そ
の
お
堂
に
あ
の
、
六
坊
さ
ん
た
ち
が

い
た
よ
う
で
す
け
ど
ね
。 

 

そ
れ
で
六
坊
田
っ
て
田
ん
ぼ
も
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
う
い

う
わ
け
で
、
あ
の
、
久
兵
衛
も
、
久
兵
衛
が
山
に
行
っ
ち
ゃ

っ
た
し
、
そ
し
て
そ
の
あ
と
に
、
六
坊
さ
ん
が
火
事
出
し
て

お
堂
が
焼
け
ち
ゃ
っ
て
ね
。
そ
れ
で
お
堂
は
焼
け
ち
ゃ
う
し

久
兵
衛
は
い
な
い
し
、
え
ー
、
ま
あ
世
も
は
か
な
ん
で
き
て

っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
、
生
き
な
が
ら
埋
め
て
も

ら
い
た
い
っ
て
頼
ん
で
生
き
な
が
ら
埋
め
て
も
ら
っ
た
っ
て
。 

 

そ
れ
で
あ
の
、
鐘
の
な
っ
て
い
る
う
ち
は
生
き
て
て
、
生

き
て
る
と
思
っ
て
い
て
く
れ
っ
て
い
っ
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
、

七
日
七
晩
と
か
鐘
が
な
っ
て
た
と
か
い
う
だ
け
ど
も
、
そ
れ

で
鐘
の
音
が
絶
え
て
っ
た
っ
て
い
う
け
ど
、
そ
れ
で
そ
の
後
、

昔
は
・
・
・
最
近
今
あ
の
構
造
改
善
で
う
ん
と
地
下
水
を
こ

の
下
の
方
深
く
掘
っ
た
ん
で
ね
、
水
出
な
い
け
ど
そ
の
、
前

は
も
う
二
尺
も
掘
る
と
水
が
出
る
く
ら
い
な
こ
ん
な
あ
の
、

と
こ
ろ
だ
っ
た
け
ど
、
だ
か
ら
深
く
は
掘
れ
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
け
ど
・
・
・
何
尺
に
何
尺
っ
て
た
か
ね
。
六
尺
に
九
尺
と

か
何
と
か
の
、
こ
う
、
山
を
越
し
て
そ
こ
に
久
兵
衛
が
久
兵
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衛
じ
ゃ
な
い
六
部
が
ね
、
六
坊
二
人
を
生
き
な
が
ら
や
っ
て

そ
う
し
た
っ
て
い
う
け
ど
、
こ
れ
は
、
し
け
っ
て
下
へ
掘
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
っ
た
だ
っ
て
い
う
こ
と
だ
と
。 

 

だ
け
ど
、
こ
の
構
造
改
善
で
な
く
て
、
耕
地
整
理
が
、
何

年
に
あ
っ
た
か
、
あ
す
こ
に
碑
が
あ
る
け
ど
ね
、
こ
の
ま
っ

と
お
り
の
こ
の
あ
の
う
ち
あ
り
ま
す
ね
、
あ
の
道
の
中
腹
の

辺
り
に
向
こ
う
へ
下
り
て
く
と
左
手
の
と
こ
ろ
に
碑
が
た
た

っ
て
る
け
ど
、
あ
の
辺
が
、
あ
の
諏
訪
社
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

だ
っ
て
い
う
け
ど
ね
。 

 

そ
こ
に
碑
が
あ
る
け
ど
開
墾
の
と
き
に
六
坊
様
の
、
六
坊

さ
ん
の
骨
を
家
の
お
墓
の
そ
ば
へ
持
っ
て
き
た
ら
し
い
ん
だ

ね
、
そ
し
て
六
部
塚
っ
て
い
っ
て
塚
も
あ
っ
て
、
今
う
ち
の

お
墓
の
前
に
あ
り
ま
す
け
ど
、
あ
の
、
男
の
人
は
細
長
い
の

で
ね
、
女
の
人
の
は
こ
う
ち
ょ
っ
と
笠
を
被
っ
た
よ
う
な
の

だ
け
ど
ね
。 

  

【
採
話
者
か
ら
の
質
問
】 

 

林
中

は
や
し
な
か

っ
て
地
名
は
？ 

【
話
者
の
回
答
】 

 

林
の
中
だ
っ
た
ん
で
、
林
中
っ
て
付
け
た
か
も
し
れ
な
い

ね
、
私
の
来
た
頃
は
ね
、
こ
の
辺
に
も
林
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
し
ね
。
そ
し
て
も
う
そ
の
、
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
向
こ
う

は
皆
川
ま
で
松
林
だ
っ
た
。
私
は
あ
の
穂
高
の
狐
島

き
つ
ね
じ
ま

か
ら
来

た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
狐
島
か
ら
私
よ
り
、
十
く
ら
い
上
の

方か
た

が
、
少
し
向
こ
う
の
と
こ
ろ
、
お
嫁
に
来
て
ま
し
た
け
ど

ね
、
そ
の
方
の
家
で
雷
が
落
ち
て
火
事
に
あ
っ
た
っ
て
こ
と

を
聞
い
て
、
そ
の
と
き
に
私
は
、
林
中
な
ん
て
い
う
と
こ
ろ

だ
っ
て
い
う
で
、
林
の
中
だ
で
雷
が
落
ち
た
か
な
っ
て
思
い

ま
し
た
け
ど
ね
、
そ
の
く
ら
い
、
林
ば
か
だ
っ
た
で
す
ね
。 
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八
面

は
ち
め
ん

大
王 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
林
中)

 
 

 
 

  

有
明

あ
り
あ
け

山
の
八
面
大
王
の
話
を
聞
い
て
、
聞
い
て
覚
え
た
。

し
っ
か
り
も
、
そ
ん
な
に
し
っ
か
り
も
覚
え
て
な
い
だ
ろ
う

だ
け
れ
ど
も
、
八
面
大
王
の
話
、
き
み
ち
ゃ
ん
知
っ
て
る
っ

て
言
っ
た
ら
、
知
ら
な
い
っ
て
言
う
ん
で
、
し
て
や
ろ
う
か

っ
て
、
し
て
や
っ
た
け
ど
ね
。 

 

八
面
大
王
っ
て
ね
、
有
明
山
に
八
面
大
王
っ
て
者
が
い
て
、

そ
れ
で
里
へ
出
て
は
、
あ
の
、
み
ん
な
を
懲
ら
し
め
て
い
た

ん
だ
ね
、
ま
あ
、
桃
太
郎
が
鬼
ヶ
島
に
鬼
退
治
に
行
っ
た
よ

う
な
も
ん
で
、
そ
れ
で
そ
の
八
面
大
王
、
ま
あ
、
困
る
け
ど

誰
も
退
治
が
で
き
な
い
。 

 

で
き
な
い
で
困
っ
て
い
た
ら
、
さ
あ
、
そ
の
名
を
知
ら
な

い
け
ど
、
な
ん
て
人
だ
か
ね
、
そ
の
な
ん
て
侍
だ
か
、
上
の
侍

が
退
治
に
来
る
っ
て
こ
と
を
聞
い
て
そ
の
退
治
を
し
た
い
け

ど
、
ど
う
や
っ
て
退
治
す
り
ゃ
い
い
か
途
方
に
く
れ
て
た
か
、

な
か
な
か
退
治
が
で
き
な
い
で
た
ら
、
や
ぐ
ら
の
矢
助
っ
て

人
の
夢
枕
に
立
た
っ
て
、
三
十
三
か
な
、
三
十
三
節
の
あ
る
、

鷹
の
羽
で
こ
し
た

（
こ
し
ら
え
た
）

矢
で
射
る
と
射
殺
せ
る
と
い
う
、
夢
枕
に

立
っ
た
っ
て
、
そ
れ
を
ま
あ
ど
う
や
っ
て
こ
し
ら
え
れ
ば
い

い
か
っ
て
思
っ
て
い
た
が
、
え
ー
い
た
が
、
そ
の
矢
助
っ
て

人
は
や
っ
ぱ
、
そ
の
有
明

う

み

よ

の
や
ぐ
ら
の
あ
っ
た
辺
り
へ
、
も

う
ま
だ
拓ひ

ら

け
な
い
頃
で
ね
、
昔
は
ま
あ
魚
を
獲
っ
た
り
菜
漬

け
を
漬
物
を
と
っ
た
り
し
て
町
に
売
り
に
行
っ
て
暮
ら
し
を

た
て
て
た
ん
だ
ね
。 

 

そ
し
て
そ
の
町
へ
、
何
か
売
り
に
行
こ
う
と
思
っ
た
か
山

を
下
り
て
き
た
ら
、
鷹
が
か
す
み
に
引
っ
掛
か
っ
て
困
っ
て

い
た
。
そ
れ
で
可
哀
そ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
鷹
を
放
し
て
や

っ
た
っ
て
自
分
が
狩
り
で
・
・
・
狩
人
で
あ
り
な
が
ら
、
何
だ

け
ど
、
そ
し
た
ら
ま
あ
鶴
の
恩
返
し
み
た
い
に
娘
に
化
け
て

き
て
、
そ
し
て
あ
の
、
一
夜
を
請
う
た
で
し
ょ
う
ね
。 

 
そ
し
て
あ
の
、 

 

「
何
も
食
べ
る
も
の
も
な
い
し
、
布
団
も
な
い
し
」 
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っ
て
言
っ
た
け
ど
、 

 

「
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
泊
め
て
く
れ
」 

っ
て
言
う
。
で
、
泊
め
て
や
っ
て
、
そ
し
て
そ
ん
な
い
る
う
ち

に
、
そ
の
人
は
、 

 

「
私
は
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
で
あ
の
、
こ
こ
に
置
い
て
く
れ
」

っ
て
言
っ
て
、
ま
あ
ち
ょ
う
ど
鶴
の
恩
返
し
み
た
い
に
や
っ

て
る
と
、 

 

「
そ
の
八
面
大
王
を
射
殺
す
の
に
鷹
の
羽
の
矢
が
な
け
れ
ば
、

三
十
三
節
の
矢
が
な
け
れ
ば
射
殺
す
こ
と
が
で
き
な
い
」 

っ
て
、
ど
う
す
り
ゃ
い
い
か
っ
て
悩
ん
で
た
ら
、
そ
の
娘
が

矢
を
こ
し
て
き
て
く
れ
た
。
自
分
の
羽
を
の
い
て
、
こ
し
て

き
た
で
し
ょ
う
ね
。 

 

こ
し
て
き
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
ま
あ
射
っ
た
ら
、
八
面
大

王
も
山
に
い
ら
れ
な
い
で
逃
げ
て
下
っ
て
き
た
わ
け
で
、
行

っ
て
耳
塚
で
耳
を
落
と
さ
れ
て
、
た
て
足
、
私
、
耳
塚
と
た

て
足
と
ど
っ
ち
が
上
の
方
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
た
て
足
で

足
を
落
と
さ
れ
て
耳
塚
で
耳
を
落
と
さ
れ
て
逃
げ
延
び
て
い

っ
て
、
そ
し
て
狐
島

き
つ
ね
じ
ま

の
今
の
お
宮
の
そ
ば
に
大
王
様
っ
て
と

こ
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
、
そ
の
辺
で
白
狐

び
ゃ
っ
こ

に
化
か
し
た
。 

 

そ
れ
で
狐
島
っ
て
と
こ
は
、
そ
こ
を
大
王
様
と
し
て
祀ま

つ

っ

て
あ
の
お
宮
が
あ
り
ま
し
た
が
ね
、
そ
れ
で
狐
島
の
お
宮
も

そ
の
白
狐
を
・
・
・
八
面
大
王
を
祀
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

け
れ
ど
も
、
白
狐
神
社
と
し
て
今
も(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

と
し
て
あ
る
け
ど
ね
。 

 

昔
は
そ
の
当
時
、
青
島
村
っ
て
い
っ
た
け
ど
も
、
い
ま
は

そ
の
狐
島
に
な
っ
た
、
そ
ん
な
話
を
私
、
小
学
校
の
二
年
だ

か
に
な
っ
た
と
き
、
先
生
か
ら
聞
い
た
話
だ
け
ど
ね
。 

    
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
林
中)

 
 

 
 

  

三
、
四
十
年
前
の
こ
と
か
ね
え
、
こ
の
近
所
の
方
が
ね
、
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こ
の
川
の
向
こ
う
の
と
こ
ろ
に
葬
式
に
呼
ば
れ
て
っ
た
っ
て
、

そ
し
て
あ
の
、
葬
式
の
お
み
や
げ
は
、
ま
あ
油
げ
と
か
ね
、
そ

う
い
う
よ
う
な
も
の
、
お
餅
や
油
げ
を
も
ら
っ
て
来
た
。 

 

そ
し
た
ら
狐
に
河
原
で
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
っ
て
ね
、
盗

ら
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
ど
う
し
て
も
、
で
、
こ
っ
ち
来
ら
れ
な
い

っ
て
、
迷
っ
た
り
し
て
。
そ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
け
ど
ね
。 

 

そ
れ
だ
か
ら
、
狐
は
い
た
ん
だ
わ
ね
、
河
原
の
・
・
・
あ
そ

こ
の
高
瀬
の
河
原
の
辺
り
の
林
の
中
に
い
た
ん
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
油
げ
を
も
っ
て
あ
の
河
原
を
渡
れ
ね
っ
て
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
け
ど
ね
。 

    
 

 

泉
小
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
林
中)

 
 

 
 

  

こ
の
辺
の
一
帯
が
湖う

み

で(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

泉
小

太
郎
っ
て
人
か
い
ね
、
小
太
郎
っ
て
人
の
母
さ
ん
が

龍
り
ゅ
う

だ
か

で
ね
、
そ
れ
で
そ
の
龍
の
お
母
さ
ん
が
こ
こ
を
こ
の
湖
水
を

断
ち
割
っ
て
、
そ
し
て
あ
の
平
地
を
こ
し
て
み
ん
な
の
暮
ら

し
の
い
い
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
っ
て
言
っ
て
、
そ
の
子
供
、

龍
の
子
供
が
、
泉
小
太
郎
っ
て
人
か
い
ね
、
そ
の
人
、
お
前

が
私
に
乗
れ
っ
て
言
っ
て
、
乗
っ
て
そ
し
て
、
岩
を
打
ち
破

っ
て
、
そ
し
て
湖
水
の
水
を
空
か
し
て
、
そ
れ
が
平
地
に
な

っ
た
と
か
い
う
こ
と
だ
。 

 

こ
っ
ち
の
山
に
は
ね
、
貝
塚
と
か
何
と
か
、
色
々
あ
る
だ

い
ね
、
舟
着
き
場
と
か
、
あ
の
ー
、
舟
を
繋
い
だ
松
だ
と
か

ね
、
十
日
市
・
・
・
じ
ゃ
な
い
や
、
渋
田
見

し

ぶ

た

み

、
中
之
郷
と
か
・
・
・

ね
。
明
科

あ
か
し
な

線
を
下
る
と
こ
う
、
高
い
と
こ
ろ
に
二
本
だ
か
、

大
き
い
松
の
木
が
あ
る
っ
て
い
う
け
ど
ね
、
そ
こ
に
石
・
・
・

今
は
き
れ
い
に
石
を
積
ん
だ
り
し
て
こ
う
、
公
園
み
た
い
に

こ
う
し
て
あ
る
け
ど
、
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
ス
タ
ン
ド
の
あ
る

と
こ
ろ
、
そ
の
松
の
木
も
舟
着
き
場
と
か
い
っ
て
舟
を
繋
い

だ
ら
し
い
で
す
ね
。 
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だ
か
ら
や
っ
ぱ
、
こ
こ
は
海
っ
て
い
う
か
、
湖
水
っ
て
い

う
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。 

    
 

 

雪 

形 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
林
中)
 

 
 

 

  

う
ん
、
山
を
見
て
種
を
ま
く
ね
、
そ
れ
は
あ
の
、
こ
の
向
こ

う
に
見
え
る
け
ど
ね
。
あ
の
種
ま
き
爺
さ
と
か
い
っ
て
い
う

ん
だ
け
ど
ね
、
今
、
今
も
う
そ
ん
な
こ
と
な
ん
て
あ
の
、
ハ
ウ

ス
使
っ
た
り
し
て
種
ま
く
も
ん
で
ね
、
そ
ん
な
こ
と
関
係
な

し
に
幾
日
に
ま
い
て
幾
日
に
、
幾
日
間
お
く
と
植
え
付
け
に

な
る
と
か
ね
、
日
を
数
え
て
ま
く
も
ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
は

し
な
い
け
ど
。 

 

昔
は
八
十
八
夜
に
種
を
ま
い
た
だ
け
ど
、
八
十
八
夜
の
前

後
に
な
る
と
向
こ
う
の
北
の
山
に
ね
、
お
じ
い
さ
ん
が
種
を

ま
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
、
種
を
ま
い
て
い
る
よ
う
に
、
雪

が
そ
う
い
う
形
に
融
け
て
く
る
。 

    
 

 

鬼
の
釜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

こ
の
家
の
後
ろ
っ
か
わ
の
山
の
中
に
、
『
鬼
の
釜
』
っ
て

い
う
の
が
あ
る
ん
だ
。
釜
っ
て
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。

こ
う
い
う
洞
穴
み
た
い
の
も
あ
る
し
。 

 

こ
こ
に
あ
る
石
で
な
く
て
、
花
崗
岩
を
使
っ
て
あ
る
ん
だ
。

中
山
山
脈
で
は
、
こ
う
い
う
花
崗
岩
は
と
れ
な
い
わ
け
だ
。

ア
ル
プ
ス
の
方
か
ら
相
当
大
き
な
石
を
持
っ
て
き
て
作
っ
た

ら
し
い
。
普
通
の
者
の
力
で
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ね
。 
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送
り
狼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

昔
、
こ
の
辺
り
に
は
狼
が
い
た
っ
て
。
町
に
行
っ
た
人
が

帰
る
途
中
、
夕
方
暗
く
な
っ
て
、
こ
の
辺
り
の
狼
が
、
後
ろ

か
ら
つ
い
て
来
た
っ
て
。 

 

キ
セ
ル
を
ね
、
逆
さ
に
持
っ
て
ね
。
振
り
か
ざ
し
た
ら
や

っ
と
狼
が
逃
げ
て
ね
、
や
っ
と
う
ち
に
帰
っ
た
っ
て
。 

    
 

 

お
ば
ふ
と
こ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

田
ん
ぼ
に
ね
、
今
の
よ
う
な
道
で
は
な
く
て
、
昔
の
道
は

ね
、
掘
割
り
っ
て
あ
が
っ
て
い
て
ね
、
堀
の
と
こ
ろ
に
い
ろ

い
ろ
名
前
が
付
い
た
ん
だ
。 

 

こ
こ
は
、
わ
り
あ
い
寒
い
と
こ
ろ
だ
に
、
あ
そ
こ
に
入
れ

ば
、
北
風
が
な
く
な
る
っ
て
。
だ
か
ら
『
お
ば
ふ
と
こ
ろ
』
っ

て
い
う
ん
だ
。 

    
 

 

雪 

形 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

ど
こ
に
何
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
ね
。
白
馬(

岳)

に

馬
が
出
た
ら
代
掻

し

ろ

か

き
す
る
っ
て
、
ま
た
爺
さ
ん
が
出
た
ら
種

ま
き
を
す
る
っ
て
。(

爺
ヶ
岳

じ

い

が

た

け

の
種
ま
き
爺
さ
ん)
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鬼
の
足
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

有
明

う

み

よ

に
、
で
え
ら
ぼ
っ
ち
の
足
跡
が
あ
る
。 

    
 

 

種
ま
き
爺
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

だ
い
た
い
五
月
の
二
日
か
三
日
か
そ
の
頃
に
な
る
と
あ
れ

が
出
る
だ
。
昔
の
び
く
で
種
を
ま
く
。
種
ま
き
爺
さ
ん
、
そ
れ

で
爺
ヶ
岳

じ

い

が

た

け

っ
て
い
う
ん
だ
。 

 

そ
れ
が
出
る
と
、
昔
は
田
ん
ぼ
に
種
ま
い
た
。 

   

 
 

 

仁
科

に

し

な

三
湖
の
主ぬ

し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

湖
水
が
あ
る
だ
。
青
木

あ

お

き

湖
、
中
綱

な
か
つ
な

湖
、
木
崎

き

ざ

き

湖
。
青
木
湖
の

一
番
の
主
は
牛
だ
っ
て
。
中
綱
は
鐘
だ
っ
て
。
木
崎
は
で
か

い
鯉
だ
そ
う
だ
。 

    
 

 

埋
蔵
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

ど
こ
で
調
べ
た
の
か
、
文
章
に
残
っ
て
い
た
の
か
、
池
田

の
人
で
探
し
た
人
が
い
た
。
島
々

し
ま
し
ま(

南
安
曇
郡
安
曇
村
字
島
々

村)

に
、
そ
う
い
う
話
が
あ
る
。 

 
島
々
の
入
り
口
に
佐
々
木
だ
っ
た
か
、
佐
々
だ
っ
た
か
知

ら
ね
え
け
ど
あ
る
っ
て
い
う
。 
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六
部
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

昔
、
あ
さ
ぎ
ど
う
そ
ん
と
い
う
六
部
が
来
て
、
ど
う
い
う

わ
け
か
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。 

 

「
鐘
が
な
っ
て
い
る
間
は
、
生
き
て
い
る
と
思
え
」 

と
言
っ
て
埋
め
ら
れ
た
。 

    
 

 

鼠
穴

ね
ず
み
あ
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

松
川
村
の
鼠
穴
っ
て
と
こ
ろ
に
穴
が
あ
る
け
ど
、
善
光
寺

に
通
じ
て
い
る
洞
穴
だ
っ
て
。 

  

 
 

 

静
御
前
の
井
戸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

源
義
経
の
静
御
前
が
来
て
、
入
浴
し
た
っ
て
い
う
井
戸
が

広
津

ひ

ろ

つ

に
あ
る
。
し
ぶ
あ
な
っ
て
い
っ
て
、
村
の
人
は
身
体

か

ら

だ

を

洗
っ
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

    
 

 

滝 

沢

た
き 

ざ
わ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

滝
沢
に
う
た
や
き
権
現
っ
て
い
う
の
が
あ
る
。
那
智
の
滝

と
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
水
が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

け
ど
ね
、
掘
っ
た
ら
、
は
し
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
日
照
り
の

と
き
に
掘
る
と
、
必
ず
雨
が
あ
っ
た
っ
て
。 
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滝
沢
部
落
に
あ
っ
て
、
今
は
す
り
鉢
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

滝
沢
と
い
う
の
は
滝
が
流
れ
て
い
た
か
ら
。 

    
 

 

禁 

作 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
池
田
町
・
堀
之
内)
 

 
 

 

  

胡
麻

ご

ま

を
作
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
辺
り
全
部
そ
う
だ
。

ど
こ
の
部
落
で
も
、
諏
訪
社
で
あ
っ
て
も
何
で
あ
っ
て
も
、

胡
麻
は
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。
御
摩
っ
て
い
う
の
は
熊
野
が

や
っ
た
ら
し
い
。
仁
科
っ
て
主
が
、
そ
れ
が
北
条
に
や
ら
れ

た
も
ん
で
胡
麻
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
。 

 

ま
た
、
堀
之
内
、
正
科

し
ょ
う
じ
な

、
宮
本(

大
町
市)

で
は
、
葱ね

ぎ

を
作

っ
て
は
い
け
な
い
。
神
主
の
禰
宜

ね

ぎ

か
ら
ら
し
い
。 

  

 
 

 

塚 

穴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

塚
穴
っ
て
安
曇
の 

む
ら
い
し 

っ
て
人
の
墓
が
あ
る
。
昔

は
塚
穴
っ
て
い
っ
て
、
鬼
の
釜
な
ん
て
い
わ
な
か
っ
た
。
権

現
様
の
方
は
禊
塚

み
そ
ぎ
つ
か

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
塚
穴
と

い
う
。 

    
 

 

姫 

川 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
之
内)

 
 

 
 

  

姫
川
っ
て
い
う
の
は
、
川
に
建
御
名
方
命

た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と

の
娘
が
飛
び
込

ん
だ
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
で
姫
川
と
い
う
。 
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登
波
離

と

は

り

橋
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
有
明

う

み

よ)
 

 
 

 

  

登
波
離
橋
っ
て
あ
る
だ
け
ど
、
あ
の
上
に
昔
、
お
城
が
あ

っ
て
ね
。
殿
さ
ん
が
い
た
の
か
な
。
そ
の
人
に
本
妻
と
妾
が

い
て
、
舞
を
舞
っ
た
と
き
に
、
ど
っ
ち
か
が
恨
ん
で
踊
り
な

が
ら
針
を
十
針

と

は

り

縫
っ
て
崖
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
『
登

波
離
橋
』
っ
て
い
う
。 

 

そ
れ
で
頭
が
二
つ
あ
る
蛇
が
出
る
っ
て
い
う
。
俺
た
ち
が

子
供
の
頃
、
出
た
な
ん
て
話
し
た
。 

 

そ
う
昔
か
ら
い
う
ね
。 

      

 
 

 

登
波
離
橋
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
有
明)

 
 

 
 

  

こ
の
道
を
し
ば
ら
く
上
っ
て
行
く
と
、
登
波
離
橋
っ
て
橋

が
あ
る
。
昔
、
そ
こ
に
お
城
が
あ
っ
た
。
本
妻
と
妾
が
相
反

し
て
い
が
み
合
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
そ
れ
で
突
き
落
と
し
て

殺
そ
う
と
し
た
ん
だ
。 

 

そ
れ
を
相
手
は
察
知
し
て
、 

 

「
自
分
を
突
き
落
と
し
て
殺
す
な
ら
、
相
手
も
一
緒
に
死
に

ま
し
ょ
う
」 

 

そ
れ
で
相
手
の
袂
と
自
分
の
袂
を
十
針

と

は

り

縫
っ
て
、
そ
れ
を

縫
い
合
わ
せ
た
と
は
知
ら
ず
、
相
手
を
落
と
し
て
自
分
も
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
十
針
縫
っ
た
か
ら
『
と
は
り
橋
』
っ

て
い
う
。 
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長
者
池 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
有
明)

 
 

 
 

  

登
波
離
橋
の
道
を
し
ば
ら
く
下
っ
て
行
く
と
、
長
者
池
っ

て
あ
る
だ
。
こ
こ
に
神
様
を
祀
っ
て
、
本
妻
、
妾
を
供
養
し

て
る
っ
て
。 

    
 

 

中
島
の
舟
着
き
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
有
明)

 
 

 
 

  

中
島
だ
な
、
中
島
っ
て
と
こ
ろ
に
大
き
な

欅
け
や
き

の
木
が
あ
っ

て
、
そ
こ
に
舟
を
繋
い
で
お
い
た
。
泉
小
太
郎
が
渡
っ
て
水

が
な
く
な
っ
た
。 
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【 

補 

遺 

】 

  
 

 

湖
の
伝
説
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  

こ
こ
が
湖
だ
っ
た
っ
て
こ
と
は
伝
説
と
し
て
は
あ
る
ね
。

伝
説
だ
ろ
う
と
い
う
、
ほ
ん
と
に
湖
水
だ
っ
た
っ
て
い
う
確

か
な
証
拠
は
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
東
の
方
の
段
丘
の
と
こ
ろ

ま
で
湖
水
で
、
私
の
方
も
湖
水
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
る
け
ど
ね
。 

 

大
町
は
七
百
メ
ー
ト
ル
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、
私
の
方
の

土
地
は
五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
な
る
。
そ

し
て
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
と
ね
、
う
ち
の
方
の

段
丘
が
、
向
こ
う
の
方
と
同
じ
に
段
丘
に
な
っ
て
る
そ
の
段

丘
の
上
に
、
い
わ
ゆ
る
湖う

み

が
湖
水

こ

す

い

の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
湖う

み

だ
っ
た
ら
水
に
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
水
の
底
に
な
っ
て
し
ま

う
。 

 

山
の
上
に
舟
の
伝
説
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
伝
説
で
あ
ろ
う
。

(

泉
小
太
郎
は)

開
拓
者
の
伝
説
で
し
ょ
う
。 

    
 

 

地
名
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  

米
ど
こ
ろ
で
あ
っ
て
ね
、
非
常
に
豊
か
で
あ
っ
た
か
ら
、

池
田
と
い
う
名
前
の
出
た
、
も
と
の
田
ん
ぼ
に
関
係
が
あ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ね
。
仁
科
先
生
が
ど
う
い
う
風
に

話
さ
れ
た
か
知
ら
な
い
け
ど
、
お
そ
ら
く
池
田
十
郎
藤
重
の

話
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
う
よ
。
だ
か
ら
こ
の
辺
は
ね
、
い
わ

ゆ
る
田
ん
ぼ
や
渋
田
見

し

ぶ

た

み

は
、
じ
く
だ
み
だ
と
い
う
、
そ
う
い

う
の
と
関
係
し
た
地
名
は
た
く
さ
ん
あ
る
。 

 
木
崎
の
湖
水
か
ら
、
池
か
ら
水
が
来
て
そ
の
水
の
お
か
げ

で
で
き
た
田
ん
ぼ
、
池
か
ら
引
い
て
き
て
、
田
ん
ぼ
が
で
き
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た
か
ら
池
田
だ
と
、
こ
う
言
っ
た
人
も
あ
る
。
一
面
の
理
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。 

 

花
見

け

み

っ
て
の
は
ね
、
渋
田
見

し

ぶ

た

み

と
同
じ
で
、
じ
く
じ
く
し
た

そ
う
い
う
田
ん
ぼ
で
、
そ
う
い
う
場
所
は(

・
・
・
聴
き
取
れ

ず
・
・
・)

全
然
分
か
ら
な
い
の
も
、
半
在
家

は

ん

ざ

い

け

と
い
う
お
も
し

ろ
い
地
名
が
あ
る
。
在
家
と
い
え
ば
、
だ
い
た
い
お
坊
さ
ん

に
な
っ
て
く
る
、
お
坊
さ
ん
の
俗
人
が
い
た
ん
だ
ろ
う
と
い

い
な
が
ら
実
際
の
こ
と
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
。 

 

相
道
寺

あ

い

ど

う

じ

も
、
相
道
寺
と
い
う
お
寺
の
あ
っ
た
な
ん
て
記
録

は
残
っ
て
い
な
い
。 

 

押
手

お

し

で

と
い
う
の
が
あ
る
、
押
し
出
す
と
書
い
て
こ
れ
は
あ

の
東
山
か
ら
洪
水
の
と
き
に
土
砂
が
押
し
出
さ
れ
て
集
積
層

が
で
き
た
と
か
ね
。 

 

書
上

か
き
あ
げ

は
、
高
瀬
川
に
だ
い
ぶ
近
い
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
、

土
砂
を
か
き
上
げ
て
堤
防
を
作
っ
て
で
き
た
集
落
で
、
中
之

郷
は
前
科

さ
き
し
な

郷
の
中
心
で
あ
っ
て
名
前
だ
け
が
残
っ
た
。
上
之

郷
も
下
之
郷
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

鵜
山

う

や

ま

も
中
之
郷
と
同
じ
一
つ
の
集
落
だ
っ
た
ら
し
い
が
、

な
ぜ
か
は
・
・
・
お
城
が
あ
る
お
山
が
鵜
山
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
・
・
・
鵜
の
方
に
あ
っ
た
と
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
・
・
・

鵜
山
氏
が
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
・
・
・ 

 
(

中
之
郷
の
方
に)

経
塚
と
い
っ
て
、
昔
の
修
験
者
が
お
経

を
読
ん
で
土
地
の
お
守
り
し
た(

・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

塚
を
建
て
る
と
経
塚
と
い
っ
て
、
経
塚
っ
て
い
う
の
が
あ
る
。

中
に
壺
が
あ
っ
て
ね
、
お
経
を
焼
い
た
粉
が
あ
る
。
六
部
を

殺
し
た
っ
て
こ
と
は
あ
る
の
か
ね
、
殺
し
た
っ
て
こ
と
は
、

む
し
ろ
も
う
少
し
南
の
方
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ね
。 

 

林
中

は
や
し
な
か

な
ん
て
の
も
、
土
地
の
、
林
の
中
そ
の
も
の
だ
よ
。

久
兵
衛
が
出
て
き
た
っ
て
も
と
は
、
上
の
方
の
山
の
裾
に
、

し
ゃ
む

じ

（
社
宮
司
の
こ
と
か
？
）

っ
て
の
が
あ
る
が
、
開
拓
に(

・
・
・
聴
き
取
れ

ず
・
・
・)

は
石
の
神
様
ら
し
い
。
昔
の
神
様
に
は
石
を
、

し
ゃ
ぐ

じ

（
ミ
シ
ャ
グ
ジ
信
仰
？
）

っ
て
い
う
神
様
が
関
係
あ
る
の
か
な
、
石
の
神
様

ら
し
い
、
昔
の
神
様
の
場
所
は
、
ご
神
体
に
石
だ
け
を
祀
っ

て
あ
る
神
様
が
あ
っ
て
、
石
を
祀
っ
て
あ
る
の
は
一
番
古
い
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神
様
で
、
開
拓
の
、
こ
の
辺
り
で
は
、
特
に
、
川
と
関
係
の
あ

る
神
様
が
、
し
ゃ
ぐ
う
じ

（
社
宮
司
と
い
う
神
？
）

で
、
林
中
の
つ
い
で
に
た
ま
た
ま

で
た
ん
だ
け
ど
ね
、
も
と
は
、
し
ゃ
ぐ
じ
の
方
か
ら
来
た
。 

    
 

 

で
え
ら
ぼ
っ
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 
 

 
 

  

で
え
ら
ぼ
っ
ち
っ
て
の
は
、
こ
れ
は
方
々

ほ
う
ぼ
う

に
あ
る
よ
ね
。

お
そ
ら
く
も
と
は
、
平
ら
な
盆
地
の
こ
と
を
、
そ
れ
は
、
み
ん

な
巨
人
伝
説
と
巨
人
の
足
跡
だ
と
・
・
・
こ
の
頃
だ
と
恐
竜

の
足
跡
が
出
て
き
た
な
ん
て
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
か
、
昔
の
、

山
の
中
の
平
ら
な
場
所
っ
て
の
は
、
多
く
そ
う
い
う
伝
説
が

あ
っ
て
・
・
・ 

 

こ
こ
は
中
島
城
の
裏
側
の
と
こ
ろ
の
、
そ
こ
は
知
っ
て
る

か
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
池
み
た
い
な
も
の
が
昔
あ
っ
て
、
平

っ
た
い
と
こ
ろ
が
、
あ
ん
ま
り
広
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
が
、

小
さ
い
田
ん
ぼ
に
・
・
・
た
か
ぼ
っ
ち
っ
て
の
は
高
い
と
こ
ろ

で
、
で
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
っ
て
の
は
低
い
と
こ
ろ
だ
ね
。
方
々

に
あ
る
ん
だ
よ
ね
。 

    
 

 

爺
ヶ
岳

じ

い

が

た

け

の
雪
形 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
日
影)

 
 

 
 

  

稲
の
種
を
ま
い
て
い
る
と
き
に
、
種
ま
き
爺
と
い
う
の
が

出
て
く
る
。
安
曇
平
に
行
く
と
、
八
十
八
夜
と
か
何
と
か
を

目
安
に
し
て
い
た
の
と
同
時
に
、
雪
が
消
え
る
状
態
を
見
た

ん
だ
ろ
う
ね
。 
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御
岳

お
ん
た
け

の
行
者 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
会
染
法
道)

 
 

 
 

  

御
岳
山
に
御
岳
の
行
者
が
お
参
り
を
す
る
。
六
根
清
浄
と

言
っ
て
登
る
。
唱
え
言
を
し
て
も
ら
っ
て
山
の
中
腹
が
危
な

い
と
か
言
う
と
、
教
え
て
く
れ
る
。 

 

火
祭
り
と
い
っ
て
、
薪
持
っ
て
き
て
火
が
ぼ
ん
ぼ
ん
燃
え

る
頃
、
火
渡
り
と
い
っ
て
渡
る
。
炭
の
上
を
渡
っ
て
戻
っ
て

く
る
と
き
に
足
が
み
ん
な
焼
い
て
し
ま
う
。 

 

滝
が
あ
っ
て
、
水
を
浴
び
る
。
唱
え
言
を
す
る
と
、
滝
が

頭
の
上
で
二
つ
に
割
れ
る
。
白
紙
を
持
っ
て
来
て
唱
え
言
を

す
る
と
、
離
れ
な
く
な
っ
て
病
気
が
治
る
。 

 

御
岳
の
行
者
と
い
う
の
は
、
確
か
に
山
の
神
秘
的
な
も
の

だ
。 

   

 
 

 

狐 

火 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
堀
ノ
内)

 
 

 
 

  

狐
火
は
狐
の
嫁
入
り
。 

 

夜
、
提

灯

ち
ょ
う
ち
ん

を
つ
け
て
川
の
土
手
や
山
際
に
出
る
。
ど
こ
か

ら
出
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
分
か
ら
な
い
。 

 

町
に
行
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
き
に
、
油
げ
や
魚
を
盗
ら
れ

た
り
す
る
。
段
丘
の
へ
ん
に
来
る
と
、
人
が
後
ろ
で
呼
ぶ
よ

う
な
気
が
す
る
。
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
。
翌
朝
、
狐
の
足
跡
が

あ
っ
た
。 

 

あ
そ
こ
へ
行
け
ば
狐
が
い
て
、
狐
が
し
っ
ぽ
を
揺
ら
す
た

び
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
遊
ぶ
人
が
い
た
。 
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つ
ば
め
と
雀
の
話 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
堀
越)

 
 

 
 

  

つ
ば
め
と
雀
は
兄
弟
だ
っ
た
。
親
が
危
篤
の
と
き
、
雀
は

大
急
ぎ
で
帰
っ
た
の
で
、
親
の
死
に
目
に
会
え
た
が
、
つ
ば

め
は
き
れ
い
に
お
化
粧
し
て
か
ら
行
っ
た
の
で
会
え
な
か
っ

た
。 

 

そ
れ
か
ら
雀
は
穀
物
を
食
べ
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
つ
ば
め

は
泥
で
巣
を
作
り
、
虫
を
食
べ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

    
 

 

狐
に
化
か
さ
れ
な
い
方
法 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
平
畑)

 
 

 
 

  

「
し
っ
ぽ
の
先
が
苦
い
な
あ
」 

 

「
さ
て
、
一
服
し
よ
う
か
な
あ
」 

 

「
わ
ら
じ
の
紐
が
解
け
た
わ
な
あ
」 

と
言
う
と
、
憑つ

い
て
い
た
狐
が
逃
げ
る
。 

    
 

 

中
萱

な
か
か
や

嘉
助

か

す

け

の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
中
島)

 
 

 
 

  

佐
倉
宗
五
郎
と
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
実
際
に
あ
っ
た
。

各
地
区
の
庄
屋
と
中
萱
嘉
助

（
多
田
加
助
の
こ
と
）

が
た
っ
て
。
税
金
が
重
い
か
ら

減
ら
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
ね
。
首
と
ら
れ
る
の
を
覚
悟

し
て
、
熊
野
神
社
で
お
祈
り
し
て
、
飲
ん
で
。 

 

桶
に
籾も

み

を
入
れ
る
の
は
通
っ
た
け
ど
、
減
租
は
だ
め
で
、

男
の
子
は
全
部
、
出
川

い
で
が
わ

の
河
原
で
打
ち
首
に
な
っ
た
。
丸
ノ

内
中
学
を
建
て
る
と
き
、
頭
の
骨
が
出
て
き
て
・
・
・ 

 
怪
我
す
る
か
ら
、
祟
り
だ
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
坊
様
を

頼
ん
で
、
や
っ
た
。 
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【
補
足
】 

 

一
六
八
六
年
、
安
曇
郡
の
中
萱

な
か
か
や

村
の
多
田
加
助
を
中
心
と

し
て
起
き
た
百
姓
一
揆
（

貞

享

じ
ょ
う
き
ょ
う

騒
動
）
の
こ
と
。 

    
 

 

仁
科

に

し

な

氏
の
こ
と 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
池
田)

 
 

 
 

  

大
町
を
中
心
に
し
て
、
こ
の
辺
り(

池
田)
を
仁
科
と
い
っ

た
。
四
百
年
に
わ
た
る
領
主
だ
っ
た
。(

前
期
平
姓
仁
科)

→

阿
部
姓
仁
科→

源
姓
仁
科→

後
期
平
姓
仁
科→

武
田
姓
仁
科

(

二
十
年
く
ら
い
。
仁
科
守
信
、
信
濃
国
鷹
塔
の
城
主
に
な
っ

て
い
た)

 

 

松
本
市
の
島
立

し
ま
だ
ち

か
ら
塩
尻
の
方
ま
で
の
道
に
仁
科
街
道
、

鎖
く
さ
り

川
の
橋
に
仁
科
橋
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。 

 

  
 

 

安
曇

あ

づ

み

族
の
こ
と 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
池
田)

 
 

 
 

  

皇
室
の
内
膳
職
と
し
て
日
本
書
紀
な
ど
に
載
っ
て
い
る
の

は
、
こ
ざ
と
へ
ん
に
曇
、
阿
曇
で
、
権
力
者
で
あ
っ
た
の
に
、

こ
の
山
国
へ
何
故
追
わ
れ
て
来
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
確
か
に
い
た
。
正
倉
院
御
物
に
、
信
濃
国
安
曇
郡
前
科

さ
き
し
な

郷
の
麻
の
布
と
袴
が
あ
る
。
前
科
郷
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
と

い
う
と
、
お
よ
そ
、
池
田
町
の
南
辺
り
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
こ
に
、
現
在
安
曇
姓
は
続
い
て
い
な
い
。
行
先
不
明
に

な
っ
て
い
る
。
阿
曇
と
い
う
漢
字
の
違
い
に
つ
い
て
も
分
か

っ
て
い
な
い
。 
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林
中
久
兵
衛
の
話 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
池
田)

 
 

 
 

  

林
中

は
や
し
な
か

を
、
土
地
が
痩
せ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
渋
田
見

し

ぶ

た

み

と
同
様
に
検
地
し
た
か
ら
、
（
久
兵
衛
は
）
役
人
を
殴
っ
て

逃
げ
た
。
馬
羅
尾

ば

ろ

お

に
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
は
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
一
晩
の
う
ち
に

稲
が
刈
っ
て
あ
る
と
い
う
よ
う
な
。
村
人
が
や
っ
た
と
か
、

天
狗
だ
と
か
、
久
兵
衛
が
や
っ
た
と
か
、
い
う
。 

    
 

 

常
光
院
の
お
薬
師
様 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
池
田)

 
 

 
 

  

夢
枕
に
、
お
薬
師
様
が
出
て
き
て
、 

 

「
も
し
や
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
わ
が
身
を
。
で
き
な
け
れ
ば

手
だ
け
で
も
」 

と
。
安
政
三
年
の
大
火
事
の
と
き
、
身
体
を
取
り
出
せ
ず
、

や
っ
と
手
だ
け
を
引
き
抜
い
て
取
り
出
し
た
。 

 

こ
の
手
は
今
、
浄
念
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

    
 

ご
神
木
の
話 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
池
田)

 
 

 
 

  

こ
の
裏
の
お
稲
荷
様
で
お
相
撲
を
取
っ
た
。
春
と
秋
と
。

木
を
切
っ
た
話
が
あ
る
。
昔
そ
こ
に
大
き
い
木
が
あ
っ
て
、

売
っ
た
ら
バ
チ
が
あ
た
っ
た
、
と
い
う
。
犀さ

い

川
で
流
し
て
や

っ
た
ん
だ
け
ど
山
清
路

さ

ん

せ

い

じ

辺
り
で
、

筏
い
か
だ

が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、

三
人
の
う
ち
二
人
が
死
ん
だ
。 
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狐 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

池
田
町
・
花
見

け

み)
 

 
 

 

  

一
服
す
れ
ば
、
迷
わ
ず
帰
っ
て
く
る
。
化
か
さ
れ
た
と
思

っ
た
ら
、
一
服
す
れ
ば
良
い
。 

    
 

 

狐 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

池
田
町
・
相
道
寺

あ

い

ど

う

じ)
 

 
 

 

  

狐
に
化
か
さ
れ
て
、
肥
溜

こ
え
だ
め

に
入
っ
て
い
た
と
か
。
今
は
馬

鹿
に
さ
れ
る
か
ら
言
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
山
道
を
歩
い
て

る
と
、
木
を
切
る
音
が
し
た
。
ザ
ッ
コ
ザ
ッ
コ
と
か
、
い
っ
て

て
。
山
鳥
の
羽
が
す
れ
て
静
電
気
み
た
い
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

 

狐
火
と
い
っ
て
、
火
の
玉
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
り
一
列

に
な
っ
た
り
し
た
。 

    
 

 

雪
女 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
採
話
地
区
名
不
明
） 

 
 

 

  

猟
師
の
二
人
が
猟
に
出
か
け
て
吹
雪
に
あ
っ
た
。
山
小
屋

で
寝
た
が
ひ
と
り
が
眠
れ
ぬ
ま
ま
、
夜
が
更
け
た
。
ふ
と
気

が
つ
く
と
そ
の
枕
元
に
音
も
な
く
美
し
い
女
の
人
が
立
っ
て

い
て
さ
さ
や
い
た
。 

 

「
私
の
こ
と
を
誰
に
も
話
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
話
す
と
命

が
な
く
な
り
ま
す
」 

そ
れ
だ
け
言
う
と
、
女
は
吹
雪
の
外
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。 
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翌
年
の
あ
る
吹
雪
の
夜
、
道
に
迷
っ
た
美
し
い
女
が
、
猟

師
の
と
こ
ろ
に
宿
を
求
め
た
。
女
は
そ
の
ま
ま
住
み
つ
い
て

猟
師
の
妻
と
な
り
、
五
人
の
子
を
産
ん
だ
。 

 

あ
る
雪
の
夜
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
妻
に
話
し
て
し

ま
っ
た
。
す
る
と
妻
は
、 

 

「
と
う
と
う
約
束
を
破
り
ま
し
た
ね
。
あ
な
た
を
本
当
は
殺

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
け
ど
、
そ
れ
も
で
き
ま
せ
ん
。

今
日
限
り
で
お
別
れ
し
ま
す
」 

と
言
う
と
、
煙
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

    
 

 

有
明

あ
り
あ
け

山 

（
再
話
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
採
話
地
区
名
不
明
） 

 
 

 

  

有
明
山
は
中
鵜

な

か

う

か
ら
見
る
と
富
士
山
の
よ
う
な
形
を
し
て

お
り
、

信
濃
富
士
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昔
、
こ
の
山
に

天

照

大

神

あ
ま
て
ら
す
お
お
（
み
）
か
み

が
怒
っ
て
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
辺
り

が
暗
く
な
り
、
こ
の
山
の
戸
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
。
そ
こ
で

山
の
前
で
酒
宴
を
し
て
、
何
ご
と
と
思
い
、
戸
を
少
し
開
け

た
と
こ
ろ
を
力
持
ち
の
神
が
力
ず
く
で
開
け
て
、
再
び
世
が

明
る
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
有
明
山
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
夜
に
な
る
と
ぼ
ん
や
り
明
る
く
見
え
る
の
で
、
有

明
山
と
い
う
人
も
い
る
。 

 

こ
の
と
き
、
開
け
た
戸
を
再
び
隠
れ
ら
れ
る
と
困
る
と
い

う
の
で
、
隠
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
戸
隠
山
で
あ
る
。 
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池
田
町
の
民
話(

話
者
名
と
題
名
） 

 

那
須
正
一
郎
さ
ん
の
家
で 

(

池
田
町
・
内
鎌

な
い
が
ま)

 

 

登
波
離
橋 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 

 

継
子
落
と
し 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 

田
中
平
八
郎 

(

池
田
町
・
内
鎌)

 

 

戸
隠
の
水 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
二 

 

丹
波
様
の
道 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 

中
沢
清
寿 

 
(

池
田
町
・
堀
越

ほ
り
こ
し)

 

 

山
の
神
様
の
背
く
ら
べ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 

 

埋
蔵
金
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 

 

泣
き
岩 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 

 

お
は
ぐ
ろ
ば
ち 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 

 

沼
の
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七 

 

河
童
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
八 

 

つ
ば
め
と
雀
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
三 

丸
山
義
幸 

 
(

池
田
町
・

平

畑

た
い
ら
ば
た
け)

 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
九 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
九 

 

狐
に
化
か
さ
れ
な
い
方
法 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
三 

吉
沢
長
男 

 
(

池
田
町
・
北
栂
の
尾

つ

が

の

お)
 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 

 

泉
小
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 

中
山
今
朝
治 

(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 

 

船
を
つ
な
い
だ
松
の
木 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
① 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
一 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
② 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二 

 

ム
ジ
ナ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
三 

 

山 

犬 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
三 

中
山
く
ら
子 

(

池
田
町
・
北
栂
の
尾)

 

 

ず
い
と
ん
ぼ
う 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 

田
中
良
子 

 
(

池
田
町
・
中
之
郷

な

か

の

ご

う)
 

 

ム
ジ
ナ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 
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狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 

 

馬
鹿
む
こ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
五 

 

笠
地
蔵 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
六 

 

三
枚
の
御
札 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七 

滝
沢
文
夫 

(

池
田
町
・
中
之
郷)

 

 

落
人
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一 

 

長
福
寺
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 

 

湖
の
伝
説
に
つ
い
て 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
九 

 

地
名
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
九 

 

で
え
ら
ぼ
っ
ち 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
一 

山
崎 

貢 
 
(

池
田
町
・
荻お

ぎ)
 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
① 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
② 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 

 

馬
鹿
む
こ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 

 

食
わ
ず
女
房 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
四 

 

猿
と
カ
ニ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 

 

六
地
蔵
の
由
来 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話
③ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九 

 

秋
葉
神
社
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
二 

小
林
夏
枝 

(

池
田
町
・
六
地
蔵

ろ

く

じ

ぞ

う)
 

 

餓
鬼
岳
の
金
貨 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
三 

 

四
人
峠 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
四 

 

六
地
蔵 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
四 

 

こ
た
つ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
五 

 

継
子
落
と
し 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
五 

 

登
波
離
橋 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
六 

 

箸
塚
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
六 

 

落
人
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
〇 

 

狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
一 

山
崎 

粲
あ
き
ら 

 
(

池
田
町
・
日
影

ひ

か

げ)
 

 

小
太
郎
伝
説 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
四 

 
狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
四 

 

ふ
く
ろ
う
・
家
の
主 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
五 
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佐
々
小
判 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
六 

 

爺
ヶ
岳
の
雪
形 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
一 

堀
口
保
さ
ん
の
家
で 

(

池
田
町
・
平
出

ひ
ら
い
で)

 

 

狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
六 

中
山
元
次 

(

池
田
町
・
会
染

あ
い
そ
め

法
道

ほ
う
ど
う)

 

 

大
池
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
七 

 

登
波
離
橋 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
七 

 

泉
小
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
八 

 

化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
八 

 

爺
ヶ
岳
の
雪
形 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
〇 

 

桃
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
〇 

 

家
の
宝 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
一 

 

足 

跡 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
一 

 

埋
蔵
金 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
二 

 

御
岳
の
行
者 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
二 

小
岩
原
ス
ケ
ソ 

(

池
田
町
・
林
中

は
や
し
な
か)

 

 

林
中
久
兵
衛
さ
ん
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
二 

 

八
面
大
王 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
九 

 

狐
に
化
か
さ
れ
た
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
〇 

 

小
泉
小
太
郎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
一 

 

雪 

形 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
二 

薄
井
偉
佑 

 
(

池
田
町
・
堀
の
内)

 

 

鬼
の
釜 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
二 

 

送
り
狼 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
三 

 

お
ば
ふ
と
こ
ろ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
三 

 

雪 

形 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
三 

 

狐 

火 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
二 

太
田
今
一
郎 

(

池
田
町
・
堀
の
内)

 

 

鬼
の
足
跡 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

種
ま
き
爺
さ
ん 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

仁
科
三
湖
の
主 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 

埋
蔵
金 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
四 

 
六
部
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

鼠 
穴 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 
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静
御
前
の
井
戸 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

滝 
沢 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
五 

 

禁 

作 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
六 

 

塚 

穴 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
六 

 

姫 

川 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
六 

話
者
名
不
明 

(

池
田
町
・
有
明

う

み

よ)
 

 

登
波
離
橋
① 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
七 

藤
松
正
志 

(

池
田
町
・
有
明)

 

 

登
波
離
橋
② 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
七 

 

長
者
池 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
八 

 

中
島
の
舟
着
き
場 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
八 

牛
越 

進 
 
(

池
田
町
・
中
島)

 

 

中
萱
嘉
助
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
三 

仁
科
宗
一
郎 

(

池
田
町
・
池
田)

 

 

仁
科
氏
の
こ
と 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
四 

 

安
曇
族
の
こ
と 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
四 

 

林
中
久
兵
衛
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五 

 

常
光
院
の
お
薬
師
様 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五 

牧
寄
さ
ん
の
家
で 

(

池
田
町
・
池
田)

 

 

ご
神
木
の
話 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五 

宮
嶋
亀
鶴 

(

池
田
町
・
花
見

け

み)
 

 

狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
六 

宮
沢
菊
男 

(

池
田
町
・
相
道
寺

あ

い

ど

う

じ)
 

 

狐 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
六 

話
者
名
不
明 

（
採
話
地
区
名
不
明
） 

 

雪 

女 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
六 

 

有
明
山 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
七 
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民
話
採
訪
雑
感 

  

【
み
ち
く
さ 

そ
の
一
】 

  

夏
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
ご
い
暑
い
日
で
、
じ
い
っ
と
し
て

い
る
だ
け
で
汗
の
出
て
く
る
、
そ
ん
な
日
だ
っ
た
。 

 

私
と
も
う
一
人
、
女
子
二
人
、
あ
る
調
査
で
陸
郷

り
く
ご
う

の
八
代

や

し

ろ

と
三
郷

さ
ん
ご
う

と
い
う
集
落
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
池
田
町

の
町
は
ず
れ
で
本
当
に
山
ば
か
り
と
い
う
所
だ
。
行
き
は
車

に
乗
せ
て
き
て
も
ら
っ
た
。
つ
い
先
日
、
崖
崩
れ
が
あ
っ
た

と
か
で
、
道
が
遮
断
さ
れ
て
い
て
、
よ
く
地
図
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
が
、
八
代
の
こ
の
辺
り
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

車
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
。
午
前
十
時
頃
だ
っ
た
か
な
、
女
子
二

人
で
相
談
し
て
、
先
の
方
に
あ
る
三
郷
に
行
っ
て
か
ら
、
八

代
の
こ
こ
に
下
り
て
く
る
こ
と
に
し
た
。 

 

行
く
道
は
一
本
の
道
路
で
、
下
る
坂
道
で
あ
っ
た
。
ち
ょ

っ
と
行
く
と
『
明
月
院
』
と
か
書
か
れ
た
石
の
柱
が
建
っ
て

い
た
。
七
、
八
分
歩
く
と
二
本
道
に
出
た
。
そ
こ
に
は
標
識

が
立
っ
て
い
て
、
三
郷
は
右
の
道
を
指
し
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
が
大
変
。
急
な
上
り
坂
に
な
っ
て
、
道
は
狭
く
、
悪
く
な

っ
た
。 

 

息
を
切
ら
し
て
登
っ
て
行
く
と
、
一
軒
の
家
が
現
れ
た
。

表
札
で
そ
こ
の
家
の
名
前
を
地
図
で
確
か
め
て
、
今
ま
で
来

た
道
が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
も
う
少
し
行
く
と
分
か

れ
道
が
あ
っ
て
、
左
の
道
は
途
中
で
切
れ
て
い
る
か
ら
右
を

行
こ
う
。
地
図
の
道
を
た
ど
り
な
が
ら
山
道
を
歩
い
て
い
っ

た
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
家
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
、
地
図
を
頼
り
に

進
ん
で
行
っ
た
。 

 

家
が
あ
っ
た
。 

 

「
三
郷
に
着
い
た
ぞ
。
地
図
に
よ
る
と
、
こ
こ
は
○
○
さ
ん

の
う
ち
だ
よ
。
じ
ゃ
あ
、
あ
そ
こ
の
家
か
ら
調
査
！
」 

 

二
人
は
大
分
疲
れ
て
い
た
の
で
、
早
く
休
み
た
か
っ
た
。

十
一
時
頃
だ
っ
た
ろ
う
。 

 

「
こ
ん
に
ち
は
ー
」 
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車
椅
子
に
乗
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
出
て
き
た
。
い
つ
も
の

調
査
の
よ
う
に
、
昔
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
。
集
落
の
名
の

由
来
で
も
聞
こ
う
と
、 

 

「
こ
こ
は
三
郷
と
い
う
所
で
す
よ
ね
」 

 

「
い
や
、
違
う
よ
。
こ
こ
は
八
代
だ
よ
」 

 

ガ
ー
ン
！ 

八
代
だ
っ
て
？ 
思
わ
ず
、 

 

「
本
当
で
す
か
」 

と
、
聞
い
て
し
ま
っ
た
が
、
住
ん
で
い
る
人
が
間
違
う
わ
け

が
な
い
。
こ
こ
の
家
で
ヤ
ク
ル
ト
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
が
、

思
う
よ
う
に
の
ど
に
入
ら
な
い
。
私
達
、
い
っ
た
い
ど
う
し

た
の
だ
ろ
う
・
・
・ 

 

お
ば
あ
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ
て
外
に
出
た
。
表
札
を
見
る

と
確
か
に
こ
こ
は
八
代
ら
し
い
。
で
は
、
今
ま
で
私
達
の
歩

い
て
来
た
道
は
ど
う
な
る
ん
だ
。
き
っ
と
、
車
で
降
ろ
さ
れ

た
所
が
も
と
も
と
違
っ
て
い
た
ん
だ
。
だ
か
ら
八
代
に
来
ち

ゃ
っ
た
ん
だ
と
二
人
は
思
っ
た
。 

 

八
代
で
の
調
査
を
終
え
、
新
た
に
三
郷
に
向
け
て
出
発
し

た
。
午
後
一
時
だ
っ
た
。
三
郷
の
方
向
は
、
人
に
聞
い
た
の

で
そ
ち
ら
に
行
け
ば
よ
い
。
と
、
突
然
『
明
月
院
』
の
文
字

が
・
・
・ 

 

何
と
そ
こ
に
は
、
朝
見
た
石
の
柱
が
建
っ
て
い
た
。 

 

「
ウ
ソ
ッ
ー 

！
」 

 

一
瞬
、
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま

さ
か
キ
ツ
ネ
に
化
か
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
な
。 

 

結
局
、
朝
通
っ
た
道
を
ま
た
通
っ
て
、
例
の
標
識
に
出
た
。

標
識
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
疑
っ
て
み
た
が
、
坂
道

を
登
っ
て
出
て
く
る
一
軒
家
は
、
地
図
上
間
違
い
な
い
。
そ

し
て
分
か
れ
道
。 

 

地
図
で
は
、
左
の
道
は
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
曲
者

く
せ
も
の

で
あ
る
。
さ
っ
き
は
右
に
行
っ
た
。
今
度
は
左
に
行
っ
て
み

る
か
。
私
達
は
、
左
の
道
を
歩
い
て
い
っ
た
。
そ
の
道
は
切

れ
る
こ
と
な
く
三
郷
へ
と
続
い
て
い
た
。 
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で
は
、
私
た
ち
は
朝
、
ど
の
道
を
歩
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

地
図
に
は
、
あ
の
一
軒
家
か
ら
も
、
あ
の
分
か
れ
道
か
ら
も

八
代
へ
ぬ
け
る
道
は
な
い
の
に
ね
。
山
の
中
の
出
来
事
だ
か

ら
、
キ
ツ
ネ
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
。 

 

後
で
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
私
達
の
持
っ
て
い
た
地
図
は
航

空
写
真
で
作
る
と
か
で
、
木
々
で
見
え
な
い
道
は
地
図
に
載

ら
な
い
の
だ
そ
う
だ
・
・
・
と
さ
。 

    

【
み
ち
く
さ 

そ
の
二
】 

  

高
み
へ
登
っ
て
、
『
継
子

ま

ま

こ

落
と
し
』
を
見
て
き
た
。
前
の
地

震
で
く
ず
れ
が
大
き
く
な
っ
て
、
近
づ
く
の
も
怖
い
よ
う
な

崖
に
な
っ
て
い
た
が
、
ま
わ
り
は
、
見
わ
た
す
か
ぎ
り
緑
の

木
々
で
、
何
故
か
、
ほ
っ
、
と
し
た
り
し
て
い
た
。
道
は
目
の

前
に
ず
っ
と
続
い
て
い
た
が
、
行
っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
樹
が
あ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
。 

 

落
と
さ
れ
た
子
は
、
鳥
に
で
も
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
桑
の

葉
が
黄
色
に
近
づ
い
て
い
た
。 

    

【
み
ち
く
さ 

そ
の
三
】 

 

  

第
一
回
目
の
追
調
査
は
九
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
三
日

間
で
し
た
。
十
三
日
の
夜
行
で
発
ち
、
翌
朝
、
池
田
町
に
着

く
と
、
晴
れ
て
い
て
、
池
田
小
学
校
の
運
動
会
が
と
り
行
わ

れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

 

挨
拶
に
お
伺
い
し
た
池
田
町
公
民
館
に
た
ま
た
ま
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
が
、
滝
沢
文
夫
さ
ん
で
し
て
、
公
民
館
で
お
話

を
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
で
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
き

き
直
し
て
み
る
と
、
公
民
館
の
活
動
状
況
が
と
て
も
良
く
聴
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け
て
懐
か
し
い
限
り
で
し
た
。
人
の
出
入
り
等
、
公
民
館
の

方
々
、
特
に
館
長
さ
ん
の
声
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、(

・
・
・

聴
き
取
れ
ず
・
・
・)

だ
ら
け
で
す
み
ま
せ
ん
。 

    

【
み
ち
く
さ 

そ
の
四
】 

 
 

 

登
波
離

と

は

り

橋
を
詠
っ
た
歌
二
首 

 

鶴
に
の
る 

お
も
い
や
春
の 

雲
の
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
花
ノ
本
聴
秋
） 

 

足
も
と
へ 
 

靄も
や

吹
き
つ
け
て 

ほ
と
と
ぎ
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
白 

鵞)
 

 

 

高
か
っ
た
し
、
狭
か
っ
た
し
、
で
怖
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
今

は
ち
ゃ
ん
と
し
た
か
ん
じ
の
橋
に
な
っ
て
、
怖
く
て
渡
れ
な

い
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

 

し
か
し
、
橋
の
へ
り
か
ら
の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
す
る
と
・
・
・

こ
こ
か
ら
落
ち
た
ら
途
中
、
い
っ
た
い
何
が
見
え
る
の
か
、

少
し
ば
か
り
興
味
が
あ
る
よ
う
な
。 

    

【
み
ち
く
さ 

そ
の
五
】 

  

七
月
三
十
一
日
、
平
出

ひ
ら
い
で

（
地
区
）
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
下
へ

お
り
て
行
っ
た
。
町
へ
着
い
た
ら
、
か
き
氷
を
食
べ
よ
う
。 

 

暑
い
日
射
し
の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
お
り
て
い
っ
た
。
難
し

い
こ
と
を
考
え
る
勇
気
が
な
か
っ
た
。
か
き
氷
、
と
い
う
も

の
が
食
べ
た
く
な
っ
た
の
は
、
単
に
、
暑
か
っ
た
か
ら
で
、
夜
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中
に
突
然
、
い
な
り
ず
し
が
食
べ
た
く
な
る
の
と
は
、
質
が

ち
が
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
か
き
氷
で
な
く
て
も
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
私
達
二
人
は
、
吾
妻
町
ま
で
き
た
と
き
に
す
ぐ
に
自

販
機
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
の
ど
の
渇
き

を
い
や
し
て
し
ま
っ
て
は
『
暑
い
』
の
要
素
に
傷
が
つ
い
て

し
ま
う
は
ず
だ
。
し
か
し
、
私
達
の
か
き
氷
へ
の
情
熱
は
少

し
も
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。 

 

恋
を
し
て
い
る
の
か
も
・
・
・
し
れ
な
い
（
か
き
氷
に
）
。 
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編
集
後
記 

  

こ
の
民
話
集
を
作
成
す
る
た
め
に
、
録
音
テ
ー
プ
か
ら
文

字
へ
直
す
作
業
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
お
話
を
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
一
人
一
人
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

 

「
こ
の
話
の
と
き
は
、
向
こ
う
の
山
を
指
し
な
が
ら
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
っ
け
・
・
・
」 

 

「
こ
の
話
は
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
伺
っ
た
」 

な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
事
に
も
か
え
が
た
い
も
の
ば
か

り
で
す
。 

 

し
か
し
、
文
字
で
は
話
し
言
葉
を
完
全
に
表
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
文
字
に
は
声
の
よ
う
に
表
情
が
あ
り
ま
せ
ん
。

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
声
の
表
情
や
た
く
み
な
間ま

な

ど
、
紙
面
で
は
う
ま
く
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
も
ど
か

し
い
限
り
で
す
。
自
分
達
の
力
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

  

   

そ
の
よ
う
な
中
で
、
よ
う
や
く
こ
の
民
話
集
は
で
き
ま
し

た
。
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
、
池
田
町
の 

方
々
へ
、
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

    

千
葉
大
学
日
本
文
化
研
究
会
民
話
分
科
会
名
簿 

（
一
九
八
五
年
十
一
月
で
表
記
） 

  

教
育
学
部 

四
年 

石
川
千
春 

 

文
学
部 

 

四
年 

栗
原
良
恵 

 

教
育
学
部 

三
年 

宮
木
裕
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

ほ
か
三
名 
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『
池
田
町
の
民
話
』 

 
 

（
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
の
民
話
） 

 
 

【
発
行
者
】
千
葉
大
学
日
本
文
化
研
究
会
民
話
分
科
会 

 
 

【
発
行
日
】
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
一
月
一
日 

 
 

リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
用
覆
刻
版 

 

『
池
田
町
の
民
話
』 

 

（
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
の
民
話
） 

【
覆
刻
版
発
行
者
】 

 
 

千
葉
大
学
（
旧
）
日
本
文
化
研
究
会
民
俗
資
料
編
纂
室 

代 

表 
 

日
本
文
化
研
究
会
初
代
会
長 

加
部
恒
雄 

【
覆
刻
版
発
行
日
】
二
〇
二
〇
年
三
月
三
日 
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